


建築施工管理技士になるための

T官官富員風自官自国会

購入指定図書代*

・受講料 12 ，000円 +

3，260円( 干 500) 札 幌 10/16 (金)

*  I 級建築施工管理技術検定

実地試験問題解説集 (改訂版)

( 注) 受講料 ・図喜代とも税込価格です。

熊本 1 0/2 2 (木)

¥司

(1)試 験 実 施 機 関

(2)受 験 申 込

受 付 期 間

(3)試 験 日

(4)試 験 地

(5)受 験 申 込 用 紙

販 売 機 関

(6)そ の イ也

新 潟 10/16 (金)

大宮 10/21 (水)

東京① 10パ6 (金)

東 京② 10/2 3 (金 )

情浜 10/2 3 (金)

( 東 京 の み 夜 間 コ ー ス も 開 催 い た し ま す。)

※ 10パ5 (木) .  21 (水)

名 古 屋① 10/21 (水)

名 古 屋 ②10/2 7 (火)

目 試 験 に つ い て "

財 団 法 人 建 設 業 振 興 基 金 試 験 研 修 本 部 Tel . 03- 547 3-1 581 

〒 105- 0001 東京都港区虎ノ門4- 2- 12 虎 ノ 門 4 丁目森ビル 2 号館内

平成 ＱＰ 年 Ｗ 月 ＱＷ 日 後 ｾ ｾ 7 月31 日恰)

. 1 級( 学科試験) 免除者および平成 10年度 1 級( 学科試験) 合格者共に上記期間

内に必ず各自が受験申込を行って下さい。

. 1 級( 学科試験) 免除者とは、 ③ 一 級 建 築 士 試 験 合 格 者 の 大 半 の 方 、 お よ び@ 平

成 9 年度 1 級( 学科試験) 合格者の方です。
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同築協会名誉会長束畑謙三先生天寿を全うされる享年97歳

弔辞

巧まずして人々 をリードしてきた束畑先生

京 都 大学 建 築会会長 ー 日本建 築総合試験 所 顧 問 ｊＮ 京 ｉｬｬ ￭ 大学 名 ｾｽ 教 授

横 尾 義 貫

東畑謙三先生の御霊前に、京都大学建築会を代表して、また先生が創設にご尽力された日本

建築総合制緩所に在職して、こ会指導を賜ったものの一人として、先生のご業績の一端を回顧

して、哀悼の誠を捧げたいと思います。

先生は大正15年京都帝国大学建築学科を卒業し、引き続き昭和17年に東畑建築事務所を開設

されるまで、大学院に在籍されました。当時泊四; で盛んで、あった近代建築思潮の活動の刺激

を受けて 、わが国においても、若い建築家の中に、新しい模索が始ま っておりました。先生

が大学院に進まれたその年、先生を含む大学院生および若い卒業生たちによ って、分離派宣

言署名煮の一人、京大助教授、若き日の森田度一先生を頂き、同人誌 「建築学研究J が発刊

されました。その推進者の一人に先生の名を見出すことができます。先生の建築の研究に対

する熱情を感じるとともに、後年示された組織者としての優れた資質の片鱗を窺うような気

が致します。

昭和 7 年独立 して、東畑建築事務所を開設されます。その後、戦争への突入、敗戦、終戦後

の困難な時期を経て、復興そして発展を遂げた時代時代の環境の変化に応じて、事務所を経

営し発展させてこられました。昭和57年には会長にしりぞかれますが、幾多の優秀な社員を

議陶され、今日の全固有数の建築事務所の基礎を築かれました。

なお先生は戦前昭和16年、母校の京都帝国大学講師に委嘱されておられましたが、戦後の学

制改革後も新制京都大学の講師として、昭和22年から 37年までの15年にわたり、建築計画の

一部を担当し、多くの後進の教育に当たられました。また母校学生のために奨学基金を寄贈

されております。同窓一同にかわり、ことに心から御礼を申し上げ、ご冥福を祈るものであ

ります。

思いまするに、先生は、事物が複雑に絡み合い、変化 している中において、そのあるべき姿、

しかも実現可能な姿を見出す優れた判断能力を、内に秘めておられたようにお見受けしました。

先生は他方、多彩な趣味の人で、とくに洋閥、古陶磁器、古書の収集、銀問践については、大

家の域に達しておら れまし た。円満なご人絡とあいま って、深い教養に裏付けられた盟かな

話題と、ユーモアに富む話術は、 人々を惹きつけるものがありました。巧まずして人々をリ

ードし、目標に導かれる、類まれな方であ ったと了解し ております。この語、昧から、先生は

まさに優れた、ある種の組織者であ ったといえると存じます。先生がこの組織力を遺憾なく

発揮されたのは言 うまでもなく、東1 ，1ffi建築事務所の経営においてでした。次いで日本建築総

合試験所の創設であったと私は思 っております。

日本建築総合試験所は、昭和39年に開設されますが、先生は創設に当たって、中心的役割を

演じられました。関西の建築関係諸団体の意向をまとめて、大阪府、大阪市の積極的協力を

得て、建設省および通産省の共管の財団法人を、 地方の大阪に設置するという、前例の稀な

難しい仕事を遂行し、実現に漕ぎつけられました。
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東畑! 謙三氏追悼

. q哉庇

H百利 7 王l三 点畑謙三建築事務所開設、 建築設計

w左足II 業務に従事
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・受賞

昭和33"j二H I 悠築行政 に尽くした功紛により

大阪府知事表彰

i昭和35年 7 丹 生 ｬｬ ｾ 喜 ｼ刻係功 労者として ｬｬｩ 設大 臣
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昭和36年10月 建築業 協会賞受賞

(作品。 大阪営林局庁合)

ｮ ｩＺ ｾ利 ＳＷ 年 ＱＱ 月 Ｑ ｾ ｦｦＮ綬 Ｓ 盟主 主 受話

H自利40年 3 ｊｾ＠ 建設省住宅局長賞受賞

(作品 甲南大学校舎)

昭和44年 日本ill 築学会賞受賞

(作品。大|仮駅前市mt山改造事業)

1Ii'l利45'- j'. lli 築業 協会賞受賞

(作品 ー鈴鹿市民会館)

H自利46年 11月 建築 行政 に尽くした ｊＩ ｊｾ ［ｾ により

大阪市長市民表彰

昭和47年 5 1' 1 勲三等瑞宝訴受郡

昭和51年 6 月 住築業協会賞受賞

(作品 目商 岩 ｾ ｉ 側 大 ｼ 坂 本 社Ｉ

H自利55年 6 Jl 建築業協会1'1: 受賞

(作品 ホリディイン ｬ ｾ ｪ ￬Ｑ ｩｪ 大阪Ｉ

昭和56年 4 J1 日本建築学会賞受賞

(作品 筑波研究学問都市)
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した第2回日本建築祭大

会式典にて( 万 It l;. お祭り

広場)
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創設後も加年にわたり、高1]凶事長として、理事長を補佐し、経営の基礎を固めてこられました。

施設の計画は初代所長、 2代理事長を務められました坂静雄先生が当たられ、東畑先生は、

坂先生の構想を実現するために、資金調達その他に全力を尽くされました。

百式 ｬ 験所は、 他 の ｾ ｩ｜Ａ 験機関とは異なる、いくつかの特色をも っ ております 。

・利用者である近畿建築界の要望によ って生まれた、民主導で成立したものであり、官主導

ではないこと 。

・近畿地区における建築センター的性格をもっ乙と 。

・また単なる制験の実bむ機関ではなく、かねて剖説法の研究職能を有していること 。

これらの特色は、公的機関のあり方として、地方分権化、利用者のための機関を求める、新

しい時代の流れに沿うものと信じます。

先生は昭和的年副理事長を辞されたのちも、理事として残られ、大所高所より試験所の行く

方を見守られました。同年、私は建築技術安全審査委員会の委員長を仰せ付かり、理事に任

ぜられ、それ以来、試験所ととくに深いかかわりをもつようになり、折に触れ先生の親しく

ご指導を受けるようになります。平成 3年 7 月には、図らずも、ご病気の前田敏男先生の後

を受けて、にわかに埋事長の峨を仰せ付かる乙とになりますが、 幸いにしてその後 5年間、

大過なく戦貨を果たすことができました。これも偏に、先生のこ守指導の賜物と強く信じてお

ります。その聞に遭遇しました、私に取り忘れ英{ f いことは、創立30周年において諸記念事業

を滞りなく行うことができたことですが、試験所の30年の歴史を回顧して、先生が試験所に

対して尽くされた功績の偉大さを、改めて深く悟ったことであります。

試験所は今 日、平成 8年 6 月来、五ト嵐定義理事長の下に、新しい発展を遂げつつあり、本

年 4 月には、和1
1戸試験室を開設するに至っ ておりますことを、街l霊前にご報告申し上げると

ともに、私どもの試験所に賜りました、数々のご指導にたいして深い感謝の念を捧げるもの

であります。

心よりご冥福を祈ります。
平成10年5月お日

弔辞

• 
革新的な開発と着実な技術の裏づけをみつめて

日本建築 協会名誉会長

佐 野 正

東畑謙三先生、 今 日ここに永のおわかれの言葉を申し上げねばなりません。悲しい乙とであ

ります。

先生にはこのところご自宅でご静養中で、経過は順調と伺っておりましたところ突然の言卜報

に接して驚憎いたしました。長らく関西に在って建築界の発展を支えてこられた偉大なリー

ダーが卒然として逝去されたことにわれら征然とし、ただただ痛恨のいたりであり、哀悼の

言葉を知りません。

先生は三重県のご出身で京都の第三高等学校を経て、京都大学で建築デザイン、建築柄造J却下i、

建築歴史等建築学を学んで大正15年卒業され、さらに大学院で



頭門下生として修了ののち、設計の実務を志し、 H百和 7 年に東畑謙三建築事務所を創設し、

折柄昭和l不況の中で苦心経営に当たり、以後戦中戦後の深刻な社会情勢に耐えて、長期にわ

たって経営を新備しつつ幾多の珠玉と言われる作品を世に送り、また昭和] 16年より京都大学、

昭和24年より大阪大学講師となって後進を育て地域に大きな貢献をなされたことは称賛に値

する業績であります。

この聞かねて大阪に設立さオサ舌勤していた日本建築協会の運営に参画し、片岡安、竹! I 要雌造、

尾111奇久助の歴代会長に続く第 4代会長として昭和39年より就任して協会の活動を著しく活発

にし財政基礎の確立、# 1 1 . 識の充実などに新風を導入し、昭和145年には千里丘の万国博会場に

おいて日本建築祭を催し国内外から多数の建築関係者を集めて華々しく式典を催し、先生は

建築祭委員会委員長として、戦後のわが国の建築復興、建築技術の発展を内外に瀕爽と菰い

あげた光景を思い出すのであります。

思えば戦前の建築界の殴米レベルをめざした成長の歩み、戦11寺の停滞を経て、戦後苦心の復

旧と新しい発展を指向したわが国独自の再生と充実への大きな動きの 1*1で、先生は終始革新

的な開発と 着実な技術の裏づけをみつめて建築界全体のリード役として大きく寄与されたも

のと申すべきであります。

研究や業績の広報には 日本建築協会機関誌「建築と社会」がよく使われましたが、このほか

京都大学の学術誌「建築学研究」を興して充てたり、大阪で民間の 「新建築J r新住宅」が

創刊 されたのは、{ i ' i極的に支援して取材編集に協力された先生のご尽力の賜物であります。

この時機、建築界には法令に基づく建築材料の認定等の業務を担当する乙とを目的に、新し

く財団法人日本建築総合試験所が昭和39年設立されましたが、その出資、組織の編成、施設

と人材確保など各般の問題に先生は献身的努力を重ね見事に成立させられたこ守功績は誠に大

きいものがあります。

こうした建築設計にかかる行動のほか、他面、先生は無類の愛書家であり蔵書家としてつと

に知られ、なかに殴米で出版された建築図書、地図等、今日では貴重な価値をもっ稀 ｩｾｦｩ の古

蓄を多数合み、専門家の間で高く評価されているとうかがっております。また本業を離れた

陶磁器に対する関心、匿|芸果樹に対する関心についても 専門的高度な対応で、通常の幽旅の領

域をはるかに超えたハイレベルで接しておられたようにお見受けしておりました。旺盛な探

求心、徹底した調査と周到な判断といったパターンはこうした私的な場面にも見られ、先生

の独特のご性格として深く敬愛された所以であります。幅広い対象への関心、そして長期の

大所高所からの高温な判断、あたたかい配慮、そこから諮られた先生の言行はいつまでも忘

れ得ないものでありまし ょう 。

たとえば、正月に建築関係団体合同で行う互礼会には、先生は先任者として車Z杯の音頭をとり、

その|捺その年の干支にちなむ口話を添えるのが恒例でありました。先生はそのために予め自

ら関係専門家を訪ねて綿密な耳日材を行い、ために口話は内容豊かで活き活きとしたものになり、

ユーモラスな語り口で会場をわかせるのが常でありました。十二支をこめぐり 20年を越える

口話でありました。先生の動物ずき、専門追求をおろそかにしない一面を物語る思い出であ

ります。

思い出はっきませんが、偉大な大先達のご辿訓を偲びつつ心からご冥福を祈り、これをもっ

ておわかれの言葉といたします。

どうかゆっくりとお休み下さい。
平成10年 5 月13日

東州謙三氏追悼

日本建築協会名誉会長東畑謙三先生が、平成10

年 4 月29日休)19時50分、永眠さ れました。

5 月 1 日の近親者による密葬のあと、 5 月13 日

附 13時から西宮市山手会館で東畑建築事務所に

よる社葬が執り行われ、松尾純・大阪府建築都

市部長、大島靖 ・元大飯市長、佐野正一・日 本

建築協会名誉会長、薬袋公明 ・同協会副会長、

竹中統一 ・竹中工務底社長ら約1，5∞人が参列し、

先生のご冥福を祈り ました。

ここに京都大学建築会会長 ・日本建築総合試験

所顧問 ・横尾義賓氏、日本建築協会名誉会長 ・

佐野正一氏の弔辞全文を掲載いたしました。 ( タ

イトルは編集でつけま したこ とをご了承下さ い)

3  



4  

日本建築協会

畠血

耳目

「建築と社会J 98/ 1 1会員作品特集号

“ 私の空間作法" 作品募集

日主築と社会J では、今年も 11月号誌面で、広く会員の優れた作品をご紹介するため、

ここ数年間に会員各位が設計された作品で、誌面に取り上げられていないものを掲載し、

“ 私の空間作法" というタイ トj レで特集号を組むことにいたしました。

建築作品やランドスケープデザイン、インテリアデザイン等、建築に関係のあるもの

なら種別は聞いませんので、下記要領に基づいて原稿資料をご送付下さるようご案内

申し上げます。

私 の 空 間 作 法

この特集も今年で 5回目を迎え、ますます充実した内容にするべく一同努力しており

ますので 、みなさまからのノ忘るってのご応募をお待ちしております。

・ご用意願う原稿 (提出資料)

1  写 真 タ時見、内部のプリン ト ＲｾＳ 枚手盟主 Ｈ サイズは キ ャビネ判手自室 Ｉ

2  概 要 作 品 名 称、所在地、設計者、施工者名、建築面積、延床面積、構造規模、

工期など。

3  説明文 設計上の特徴や苦心された点などについて300字以内にまとめて下さ

し ｾ ｯ

- 掲載に際しての補足

1  掲献ヰは無料です。但し、写真は原則として白黒とし、ご提出写真を掲載しますが、

委員会の判断で一部カラ 掲載をすることがありますのでご了承下さい。

※ 写真の撮影者名は必ず付記願います。

※ 写真に著作権等が生ずる場合は、応募者にて処理願います。

2  掲載作品数はご協力頂ける点数にもよりますが、原則として、 1社 ( 1人) 1作

品とします。

3  作品の掲載111翼、及ひ官面レイアウ トにつきましては委員会で行いますので、ご了

承下さい。

4  建物の特徴や特殊な事柄については簡単な補足説明をお願いする場合があります

ので、その折にはご協力下さるようお願いいたします。

5  応募作品が多数の場合等は、誌面編集上、掲載できないこともありますのでご了

承下さい0

・原稿期日及び送付先

1 期 日 1998年 8 月21 日 (金) 必着!

2. 送付先社団法人 日本建築協会編集委員会「会員作品特集号」係

〒530-0001 大阪市北区梅田 1-1-3-2100 (大阪駅前第 3ピル21階)

TEし06-348-0632 FAX 06-348-0634 



社団法人 日本建築協会

青年; 苅桁者のみなさまヘ

「建築と社会」平成 1 0年 1 2月号の

「第4 5回青年技術者特集号j へのおさそい

日本建築協会誌円謀と社会」は毎年「青年技術剤諜引

を企画し、すて・に44固にわたって若き優秀なプランナ 、

アーキテク 卜、エンジニアをめざす人たちを紹介してきま

した。

今回も、青年技術者選考委員会を設けて、青年技術者を選

考いたしますが、昨今の建築に携わる技術者の多様化を考

慮し、設計だけに限らず、計画、構造、設備、施工および

その他広< 、建築に関連する分野から、優秀な青年技術者

を募って、その不断の研究努力とすぐれた実績への情熱な

どを、暗雲喜とネ士会J に掲載し、顕彰することにしております。

45回の企画にあたり、日常目立たない対象の実績も含めて、

優秀な実績を積まれている青年技術者のみなさまのご応募

をお待ちしております。

応募提出規定

1  . 応募される人は満35歳 (平成 10年 9月現在) までの

青年技術者て・あって 、本会個人会員に限る。

2. 原則として、本会会員であるすいせん者を通じて応募

する。 ( すいせん用紙は事務局にご請求ください)

すいせ八者は被すいせ人者 (青年技術者) の勤務する組織

の上司か上長とする。すいせん者が学校教官である場合は

この限リでない。また本人が組織の代表者である場合は自

せんとする。

3. 応募者は、設計 (住 宅 イ ンテリ アを含む) 、計画 (都

市計画など) 、構造、設備、 D U，その他の分野にあって、

なしとげたすぐれた実績について、すいせんをう け、下記

の所要の資料を本会に期日までに提出する。

4. 提出された資料は「青年技術者選考委員会J にかけて

選考する。

5.  I青年t姉 諸 選考委員会」において選考されたもa : x ま「第

45固青年技術者特集号J (平成 10年 12月号) に記載すると

ともに、記念品を贈呈する。

6. 提出資料

. 略歴

本人の氏名、 生年月日、最終学歴、業歴、作品経歴など

. 選考資料

区亘E

A 資料は、 A3判用紙 10枚以内にまとめる。

① 建築設計の場合

一鮮明な写真、配置図および主要平面図、概要、設計

要旨、その他設計内容を説明するに十分な資料

② 計画、構造、設備、施工の場合 (それぞれの設計計画

なども含む)

一一上に準じた資料

① 上記以外の分野の場合

一一それぞれの分野にノ弘さわしい資料

匡盃E

上記A 資料の各実績において、応事者本人か閣与した租室、

役割、立場等を明らかにし、 A 資料中、本人が特に貢献し

た部分、または力量が活かされたと思われる部分の詳細な

説明、考え方および将来的展望などについて、 2000字以

内に平易簡明にまとめたもの (必要に応じ、図 表を用い

て差し支えない)。 ただし応募者本人の執筆に限る。

・すいせんのことば

原則として、すいせん者によるすいせんのことば (120字

平田重) を添付のこと。自せんの場合は不要。

※ r; ';' 年技術者選考委只会」において選考し、採択されたものについては、後口、

本人の'号1弘、 ，'i{-p技術者としてのことば( 青年技術者としての抱負、考え方、日念、

建築制等々を、4α 浮 f'iV.trて幸A司王) の縫t l ' ，をお願l 、することにします。

?  . 提出期限 平成10年 9月 1日 (火)

8. 提出先 日本建築協会「青年技術者選考委員会」

〒530-0001 大阪市北区梅田1-1-3-2100

大阪駅前第 3ピル21階

電話 06-348-0635 FAX.06-348-0634 

9. 青年技術者選考委員会 (平成 10年度)

委員長 輿謝野 久/ 日建設計常務取締役大阪本社代表

委 員 加 藤 男規/ 大阪大学大学院工学研究科環境工学専攻助教侵

北浦 正一/ 竹中工務庖開発計画本部長

江川 直樹/ 現代計画研究所代表取締役大阪事務所長

大西 晃/ 昭和設計常務取締役

田決l 基嗣/ 神戸大学工学部建設学科教授

近藤 一雄/ 東畑建築事務所構造部長

大野 修二/ 清水建設大阪刻苫設備設計部長

大原 千幸/ 日建設計設備:詰十室長

桜井仙三郎/ 大林組本庖建築生産技術部部長

佐貫 久/ 鹿島建設関西支庖建築部生産計画室長

強篤と社会 ・1998. 7 5  



日 時 1998年 7 月21 日ω 関西国際空港の

14:00 - 17:00 開港にともない

講 師 西 口 明/ 昭和設計都市計画部主席 大阪の商玄関口

向井寛一/ 竹中・熊谷松村JV所長 として都市整備

小倉清志/ J V工事長 が進む阿倍野再

定 員 60人 開発地区の中心

* 申込者多数の場合は抽選 的 施 設 と し て

集 合 現 地 「あべのルシア

* 地下鉄 J R r天王寺」駅か ス」が建設され

ら徒歩約 5分 ました。情報発

参 加 資 会 員 1，000円、 般 2，000円 信基地として期

申 込 7 月14 日閃までに、ハガキ、 待される、ショ

FA X、電話でお申込み下さいo "j ピンク 、ビジ

倒 峯し名あべのルシアス見学会 ネス、アミュー

②氏名 スメントの複合

倒 困人会員団体会員・般の別 型 商 業 施 設 で

④職 場・学校名 す。低層部は南

⑤参加証郵送先 北に通り抜ける

スアシル

事

の

工

会

べ

語

以

内

子

あ

建

見

邸 車絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 7 月15 日制 に 発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業諜

大阪市北区梅田1・1-3ぞ100

T E L06-348- 0633 

F AX. 06-348- 0634 

干530- 0001

当プロジェク卜は琵琶湖のレークフロ

ントに立つホテルとアミューズメン卜

の複合施設である。 r京阪レークセン

ター j として大津市民に親しまれてき

た当敷地に 60数年の伝統をもっ琵琶

湖ホテルを新築再生し、アミュースメ

ント施設を併せて浜大津の活性化を図

ル

業

一

ア

簿

+

山

小

郁

朗

再

E

E

…
貯

金

A

E

出

版

山

[

子

新

刺

見

5 層のガレリア (吹抜空間) を中心に

物販庖舗、映函館 ( 8 館のシネマコン

ブレ y クス、内 2 館はアポロヒル内)

等の複合商業施設、高層部は高度情報

化社会に対応可能な事務所、及び展望

レストラン で構成さ れています。 また

地下には飲食庖舗、駐車場が配置さ れ

ています。

ぜひこの機会にご見学ください。

ホテルは全館レークフロントビューの

眺望でリソート感覚を、充実した宴会

糊掘主で都市型機能を充たしている。

アミ ユースメン ト館はシネマコンプレ

ック ス、ポー リング、ゲーム、ビデ オ

レンタルおよび飲食庖からなる若い世

代を対象としたアミ ューズメントパー

ることか、事業のねらいである。 クであり 、今年 4 月に先行オー プンし

シーザー・ぺリ氏の参画による外観構 ている。

成では、山並みと湖水になじませた緩 2 階レベルには両施設を結ぶボードウ

やかな曲面と、緑と青を基調色とし 、 オークを設け、一体感を強調すると共

優しさと力強さを合わせ持つデザイン に、洗練されたプロムナードとした。

を意図した。 利用客が繰り返し訪れたくなる印象を

残すことを本来の“ リソート" として

とらえデザインのテーマとした。ホテ

ルとアミ ューズメント機能が相乗効果

を発揮し浜大津が活気と魅力ある街と

なることを確信するものである。

(黒川省二、小川恵三)
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ｊ ，ｾ本布 ｜ｈ ＡＮｴ :...-ー ザーペ リ& アソ シエーツ

， ｾ￟ｴ＠ ，-11 竹 '1' CfJ5¥!j 

胞 」ー 竹<1' .  ｾｾ刈 ・京 阪 ｊｖ

ｾｪＡ Ｈｊ也 Ｑｭ 町 ｩ 33.127.05m'  

ｩＱＡ ｾ 高｛師狛 22.856. 19m'  

延1A<1(，Hi t 61. 314. 38m'  
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仁 川 1996
1
1' .10川一 1998年 9 11

17川ト7) 1998
1
1'. 101-1  ( 予定)

. <l !築慨t.，{

p(J '  { "  J山 大阪ｔｉ￭阿 ｈ ＷＮ Ｍ ｾＡＨＧＱ 豆 相 ， ｉｦｬｭｭｪ Ｑ 組問f1

投，1 I 院内大阪 dUtlI di 幣制/，，)

ｈ 自制 ｉ ｊｾ ，ｬｉ

Ｏ￭ｾ＠ ι  竹rl ' T務¥' ; . (/民1'>制1.  ｦｩｾ 村制ｬｊｖ

リ/jxJ 血I(IJl i't 7.072.76m'  

II 築 I(IJlit 5.804.05m'  

征隊 l而fit 68.484.57m'  

榊逃 ＩＳＱ 校 ｓ Ｇ ｓ ｒ ｃ Ｇ ｉｾ ｃＮ B5' 16p.  P3  

ｾ Ｎ ｈ｛ 台数 284台

_[  m 1994年 1211 - 1998イ1'.9 11

オー プン 1998年1211 ( 予定)

日 時 1998年 7 月28日ω

14:00 - 17:30 

講 師 小川恵三/ 竹中工務庖設計室長

福谷隆教/ 竹中銭高京阪JIJ 所長

定 員 60人

* 申込者多数の場合は抽選

集 合 現 地

* J R r大津J 駅から徒歩約10分

京阪「浜大津j 駅から徒歩約 5分

参 加 資 会 員 1，000円、一般 2，000円

申 込 7 月21日ωまでに、 ハガキ 、

F AX、電話でお申込み下さし、。

倒 窪し名: 新琵琶湖ホテル見学会

②氏名

割国人会員・団体会員・一般の別

④験場・学校名

⑤参加証郵送先

⑤連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 7 月22日嗣 に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1-1ふ 2100

TE L. 06- 348- 0633 

F AX. 06- 348・0634

干530- 0001



平 成 9 年度事業報告書

1. 総

(1  ) 第 1 回通常総会

、f} ，止 9年 6 J  125日 17・30- 18: 20

/J'，1I?;.t，.  diJl1会長以下15名

，;設 'rc ① 判反 Ｘ 年度 Ｇｉￇｾ 報告Ｏ件認の Ｈ ＧＱＺ

② 、 ｬ Ｇ ・ ｨｬｬＺＸ 年度決Ｇｐｾ澱Ｈ勺 ノ向 ｴ の Ｈ Ｇ Ｑ

③報: 'T'l IJ 質 . a 事補選の1' 1ー

(2) 第 2 回通常総会

、|仁成10" 1' .2 川2511 17:30- 18  ∞ 

，11

1

1州 市 di川会長以内0名

，.品。li: ①1.: ，広・Iq t，選やの件

A .  

-:z:;; 

②:-1>: 1'111所M評議n24.1' ，の選挙の ('1

③ ｗｾｊ ｬ トＦび評議 ｲＮＩ ＧＡ￬Ｚ任の Ｈ Ｇ Ｑ

@q〆tf守iI二会W( t やのf'I:

⑤ 、 Ｑ Ｗ Ｎｽ 戊 ＱＰ 年度 Ｇｉｕｾ 計 ｬｩｬｬ￮ ｾ 年ノ声認の ＨＧ Ｑ

⑤、Ji .)戊101f : . 度収支- y，句集ノ両立のf ' I :

2. 評 議 員

(1) 第 1 画定時評議員会

平成 9" 1三6 J  I25FI  17: ∞一17: 30

A .  

' ziミ

ｮ Ｇ • ｊＮＡ ｩ ｉ ｉＱ 可 鶴川議長以下45名( うち委任状27.1'，)

議 Ｇｉￇ ① 判戊 Ｘ 年度事業報告ｾｽｽＨ訟の 件

②判戊 8 年度決算報告案J戸i訟の ('1勾

③Fll 事5 .1' ，補選の件

(2) 第 2 固定時評議員会

、f") 戊9:(1'- l1H  7  LI 定款貫 ｾＳＴ 条及びｼ日 ＱＴＰ 条に基づ

く5 而ぷもたによる議決

J護・rc ①評議μ の数を61.1'，からω名に減只の件

(3) 第 3 固定時評議員会

平成10" 1'- 3ハ25日 17・30- 18:∞

I山|川'，1川附A市市f千一拘荷 在筒鶴TちJ I川Ll J議滋長以 F3お3q名7，( 行うち委;f任1引1状氏2幻1q名ノ'，))  

;議控.恨!作ト ①' 波長、 l'd市川¥，

②会i長毛、r. il l会長 3 名、 .('ll 'II24名選任の('1・

③FI1 'IC  2  q奇術選の 1' 1:

3 .  l里 事
3d』2Z 等

(1  ) 正副会長会議 1  [[11  

(2) 定例理事会 71日|

(3) 常任理事会 4 1"1 

(4) 会勢理事会 71il l  

4. 常 設 委 員 会 等

f ; ? 只会小委只会等

(1) 編集委員会 121"1 68回

(2) 出版委員会 111"1 11" 1  

(3) 事業委員会 71nl 29川

(4) 教育委員会 11"1 51!:'1 

(5) 建材委員会 8 1111 

5 . 特 別 委 員 会 等

(1  ) 企画委員会 11" 1  

(2) 青年技術者選考委員会 I 1百|

(3) 工高生デザイン コンク ール審査委員会 I 1可

(4)  80年史編纂委員会 8 1"1 

6. 建築と社会・特集号

4J P}  ill 築と私と社会- 80人のl出

平成 9年 4月 1日~平成 10年 3月3 1日

Ｕ 川 ｾｊ 木造住築物の伝統技術とその将来

6  J  1け fl: む会|日lの復興法制度の巡ITI と新たなる版IJH-

まち・つくるすま t 、一一住宅r . J l dn剖iIi公I，tl

|剣l川支社ー

7  J  1号 素材の不出ト 「感j 空Iil lを演出するインテリア鮒

大阪ドーム

8  J  Ｑ リ新エ ネルギー Ｍ ｦ［Ｉ 境との ｊｾＯｉＧＮ Ｍ

ｩ 主宅ｉＱｉ ｬ､￭ｴ 史的 公 ｼ 司改 ｉＨｩ への Ｑｾｾ 守

9 日行 クロスワード青Il di OSAIくA一地下街宅11¥1の魅

)J を探るー

JOJ 1日 モザイク都"1のfi :台かたち

U(1利，i如 1'401占i年記念

l l J l 月 私の空 Ｑ Ｑ｜Ｑ 作法一会 ｴｾ 作 ｊｩ ｉ Ｍ

12J 1  ｾ Ｍ ［＠ ｾ￬ＴＴ ｉ Ｂｉ ， Ｇ［ ＧＱ Ｑ 三 Ｑｊ ｩｩ ， ｬｩ ￯ＭＭｲＧ￭

h!一1111駅ピル

1  J Iけ 新しいまちづくりの r，感一波災を釆り経えてー

-*如lill 築 ' IHjSfofr指11立65周年

2  J  1  0- Concrete  

九州とわたし、そしてill 築

H Iけ 東海支部 会 ｴｾ 作 ｊ

信州 -:PliJJ iとその問辺一

7. 出

< 建築技術選害>

rill3喜をよす人びとへj

8. 見 学

神戸ファッションプラザ見学会

4  J'11511 参加行 43-1'，

平城宮跡 「朱雀門」復原工事見学会

4  J  12211 参加l有 32.1' ， 

フェスティパルゲート 見学会

'1  F124 11 参加行 50-1' ， 

ハービスOSAI仏見学会

4  J  12511 参加 計 図 名

京都駅ビル見学会

5  H10卜| 参加街 61qう

版

A .  

-:z:;; 

茶室見学会③ 一大徳寺 ・玉林院の蓑庵と霞床席-

5 m 711  参加|行 45t， 

近代建築見学会⑤ 一大阪倶楽部 ・中央電気倶楽部-

5  J  13111 参加1fi' 19.1' ， 

扇町キ ッスパーク見学会

6  J  12611 参加省 38.1'， 

市立泉佐野病院見学会

9 丹5 11 参加|行 51.1'， 

市立豊中病院見学会

9 rJ 17日 参加 I!r' 61.1' ， 

近代建築見学会⑤ 一 日銀大阪支庖ー

10Jl 3111 参加山 35.1'， 

中国支部との合同見学会 (広島美術館ほか)

11 Jl 7 日 8 11 参加者 23名

茶室見学会③ 一天然図画亭

l l Jl 29I :J 参加者 Ｑ Ｙｾ ，＠

滋賀県立芸術劇場 「びわ湖ホールJ 見学会

2  rJl 7卜| 参加l 行 90.1'， 

]1 [  9 広 報 研 修 会

講演と見学会) 琵琶湖博物館と口ー タス館一

5  J  12711 参加者 33名

講演会ーオーガニックビルテr インク-

9  J  1  3  11 協会サロン

"時印Jj :  jJ lj Ll J  (1彦氏、大代光汚氏 参加1/" 23.1' ， 

話題建築を聞く@ 一大阪ドームー

11J  17 日 協会サロン

議印li 、干:-$:1政J!l 1氏 参 加 省 24.1'，

話題建築を聞く@ ーハービスOS AKAー

1  J  121日 協会サロン

l f抑li :  ｉ ｾ ｉ ｾ 字 ， IE氏 参加者 42.1' ，

1O. 若 い 会 員 の 集 い

30's 町 E@ dar n一原点から

4  )  12511 協会サロン

議r: iJj : ，可本闘11氏 参加者 48qノ1

・建築家に何ができるか

支援まちづくり専門家の役割

5 川初 11 協会サロン

。i枠制li: ;森山!.j 削i行氏 参加者 24名

30・s 町 E@ 空間への回路

6J I2711 協会サロン

日1M:lli : ti .U十当雪印! 氏 参加者 29名

・建築家に何ができるか

都市の記憶の継承

7 川251 1 協会サロン

議r:，Jj : 村凶行進氏 参加者 18t，

30's  EYE(3) 決めないということ、維の話十プロセス

9  J  12611 協会サロン

議自li ・，'111 歳11; '1氏 参 加 者 21名

・建築家に何ができるか

酒蔵のまちとの関わりで復興を考える

l l }  121  11 協会サロン

講師 i艇の泊肢のまちを復興させる会 参加.t，. 14-1' ， 

30's 町 E@ メテ司イアの中の建築

1  J  13011 協会サロン

， ￬ Ｚ ｾｦｬ￭ｬｩ＠ :  ILII，:K英首l氏 参加者 31名

30・s 町 E@ 建築の二面性

3 川2011 協会サロン

，;，¥I (lI li : 制11川みぎわ氏参加者 19t， 

11. 建築工事実務講習会

東海支部主催 「施工計画、積算、仮設見積」

10} 12 円 9:30- 17:∞ 於 ｉｉ ｾｈ ｉ ｉ ピル

泌flili :  ｊｦｴｬｩ 工 ［ ｾ Ｍ ｉ 匝 ｩ 紺 ｬ 仕 ｬ 泰彦氏 Ｏνｩ 本 ｩｬｬ ，ｾｴＧ， Ｂￎｨ Ａｸ ａｬｩ

fi' 1  -p: 佐野洋治氏Ｏ竹中ＱＺ務 ｾｬｩｲ ，， Ｇￎ ｊ［ ｌｸ ｾｬｩ

仮設見航 佐渡政 ｬ 勝氏Ｏ大林組 ｲＢ ｉ ￎｫｾ 主 ａＱｩ

受 ｊ Ｚｾ 行 ＸＵ 名
了一一一ー一一一一一

12. プ口のノウハウ 講座

気¥17lnl l建築基準法の難解条文を読みこなすコツJ

7  }  11811 18:∞- 20・∞ 於 協会サロン

，，Ｚ ｾＨ｜ｬ ｬｩ＠ :ω 木任之氏/ u本木造1主' 在庫業協会 i，';. 務FI!' I<

受講丙 23-1' ，

13. コ ン ク ー ル

第43図工高生デザイン コンク ール

設; i 1' ;W:m 1記念展示館j

応ｾｾ校 鋭校 123点

7  



平 成 9 年 度事 業 報 告書

平成 9 年 4 月 1 日~平成 1 0年 3 月31 日

審査会 10f l 18日

表彰式 11月15日

18. 青 年 技 術 者 の 顕 彰

審査委 q 長 官 家 克 子 氏/ u家投J 問 主 宰 1  11百平日29年から本顕彰を実胞しているが、第441自の本

人選作 10点( うち i改優秀 l 点、優秀 2点 ) 年 度 は 応 募 者31名のうち21名を顕彰した。

| 本年度の顕彩者を加え、顕彰者数は690名に迷した。

|  14 表 彰 状 授 与 |  

I  I  19. 80年史編纂事業の実施 |  

の建築科の優秀卒業生に対し、学校の椛部により、

本会会長の表彰状を授与しており、本年度は240校を

対象に279名を表彰した。

|  1 5 業 務 の 受 託

公営住宅における高齢者の共生型居住方式に関する

研究 (共同住宅高齢化文様研究会)

委託者 : O!めk阪府住宅tl:型センタ ー

ネッ トワーク型ライフスタイルに関する調査研究

委託者 川村竹'1'工務Jd 技術研究所

協会創 立80周年記念事業の一環として平成 9年度か

ら f80年史編纂委員会J を設世し、 80年史編纂事業

に取り組んでいる。

平 成 9 年度には、委員会を 8 回開催するとともに、

ワーキンググループを編成する等資料収集に努めた。

|  2 0 図 書 の 閲 覧 |  

昭和 ＶＳ 年度から木会所蔵の ｩｾｦｦｩ な図 Ｍ ［ ｉ Ｍ ｾ および資料を

会員等に公IJ f.I しているが、本年度閲覧者は35名であ

った。

大阪ガスNEXT21 における都市型集合住宅に関する居 | なお、本年l支は点畑 建築必務所から「重要文化財修

住実験調査研究 ( その 2 ) 型工事報告 ，11J Ｑ，Ｑ ＶＰ 部 の寄ｊＡ ｲＱ があり、図 ｾｉ ｾを 充実す

委託省 大阪ガス側 |  ることが ，Ｇ ｉ Ａ ， 米たが、 一 方図訟の ＱｾＺ Ｎｦｬｬｩ而で若干の問題

1  16 会 員 の 増 強 1 1 1  

|  が生じたので、その改善に努めた。

I  I  21. 合 同 忘 年 懇 親 会 等

在の会μ 数は、 個人正会員2，臼O名、 団体正会員は629 I 建築関係団体合同定年懇親会

団体2，089仁l、準会員は25名とな った。 1 本年度は、本会が当番会を務めて F記のとおり忘年

17. 後援・協賛等の承認

- ギャラリー 1/:1 r雌/1利子議泌会」の後扱

・第17同大阪まちなみ' J ! ( 大阪附1! -i1; H! 世建築' J ' t ) の協' 1-1

• ｲ 新たな ｩｬｬ 築行政のあり方 ｊ 朝 ｩ 作会の協 ｲｾ

• r必熱宅訓フ ェ7' 97J の協1'1

• ｲ ｦ 主主 ｅ 没 Ｇ ｾￍｩフ ェ Ｗ ＧＹＷ ｊ の 協賛

- ヅャノマンストン フェア インタ ーナ/ ' 3 ナJ レ' 97のti!!:f

- 平成 9
1
ドJ!1 rill 築の 円」記念事業の後m

. i j ! 築技術展/ 1民際セミj - - NE/ CSI宮 陀MS J APAN' 97の協1'1

・第211"1人IIII --' t ii' iJ J ; l境系 ンンポジウムの協u

・「維持保全，tl1凶，I}作成・);f担lと解説」セミナーの協賛

・ Ｒ￭ｬ Ｘｬ ｮ ｬ ｩｬｬ 策 ＷＱ 轡 Ｇｊｩ￬ｽ 研修 ［ ｉ ｾｲｬ ｛ の 協賛

.J apan Homc  Sho w '97の協針

- ノマプリッ ク ー7 地ーラム第 41'111則州定例会の後m

・ ① ｛Ｑ ＧＱ 際デザインワＭ＿ｾ ヨ ｹ プ」②「 泌覧会 ｪ の 協賛

・「パ' ) /司II"iの;lY t J 大阪阪の1量級

・第 71"1大阪府公Jtill 築設計コンジ ーJ レの協f ' I

・ 低附郎州 ｉ 造投 Ｎｈ 指針 Ｇ ＱＡ ､ｾｩ ｮｬｾｾＡＧｬ 会の後 ｭ

・首¥201日It.' 1明i . Y Aテム f'IITI . H loI :i シンポジウムのi全般

・「住築家アルドロ '):/ 追仰の世べ J Imfll iのi虫暖

・ツキ板ンンポジウム コン ペティションの後復

・ [' 98il! 築 ill 材以」のI品質

Ｎ Ａｏｾ 舵セミナー 「 本と ｦ ｴ ま ｩ 、 一 材料 Ｑ 七ｊｊ［ｬ境梢造耐久十 ｬ ー 」の 協ｦＱ

・「本質材料調1 ' 1¥: lill 日m宅と本質新井;材J の協針

・「アーバンデザイン'98J の協賛

. ARCHITE CTURETOKYO 97の協1' 1

・ 「 阪 ｈ ｬ ｴ 宅 ｩｬｬｾ 臣民 」 及びセミナー Ｑ ｉｦｉ ｬｬｬ ｩ の後段

・「建築トリエンナーレ奈良飢渇J IJfHlI iの後援

・シンポジウム「インテリアとしての大阪J ( 大阪ガス) の後援

・セミナー 「設J l' (i ' のためのill 築的制lの幣PI! 稲川」の後扱

・ 「 遊牧民の心拶 Ｑ Ｑ ｾ ー キリムの井 ｾｕｉ ｉ ｻ らしい世界 」 肢の後媛

・ rATC関西"F' t . 卒業作日占N oL3J の後援

8  

l 懇親会を行った。

12月12日 18:∞- 19: 30 於 太閤l姐

出席者 362名

建築関係団体合同新年交礼会

l 月 4 日 14: 30- 15・30 於 マ イ ド ー ム 大 阪

出席者 766名

22. 本 会 入 会 団 体22.  

大阪商て会議所

大阪市街地 l'llm発U心並協議会

ｾ築行政協会大阪市文部

i 1 ! 築国際述紛協議会 51叶体

i l ! 築関係li lf.本述絡会 00トH体

ＱＱ Ｔ 会述合 ｛Ｇｉｾ ｾ ｬｬ Ｑｮ 契約料ｾ［札述合委 ｴｬ 会

k 阪住吉振興協』治会

止: 阪市北区納税協会

大阪oI i'Jj 火特別協会

23. 役 員 を 送 っ て い る 団 体

大阪 ｉｬｾ 仁会，] &所 2  J，-} J昆U

大阪市街地内I ! flThf!心並↑ 自治会 PI!' )>  

ｉｉ Ｔ＾Ｚ ｩｬｬ 築総合 ，ｊＺＡＡｩ ｾ 所 J 'I!・)>

大阪ill 築防災センタ - PI!' )'  

大阪It' むセンタ - PI!' )も

24. 建 築 ク フ フ

会員の有ぶで組織する m築クラブ」 は毎月 1 111]リ

ーガグランドホテルにおいて、広L 、分ll' fか ら誹f:fIi を

招いて朝食会並びに講演会を 開催するとともに H I

には言、ぷ刻豆lil 己念・作業として日吉念市防;1会を IJ flf U!. したほか、

これまで、の ｦｴ Ｑｾ 泌 会 記録を集約した ，Ｇｾ ， Ｉｖｘ Ｑ ｾ Ｉ 日 可 のはなし 」

( l セ y 卜全 5 1111) を発刊 した。



平 成 9 年度決算報告書

収 支 計算 書

1. 収 入 の 部

干、}
LI 17 自n

1  会 費 収 入 93，452，000 

￟ｾｪ＠ 人 正
Zd〉二

36，650，000 

f山 方
ノ云、

2，016，000 

|羽 {本 正
Zdb二、

u  54，450，000 

孟，、、

ｴｾ＠ 336，000 

2  事 業収 入 97，650，000 

，l 三、、 ｉ ｕＮ ｾ＠ ｾ ｘ＠ 人 69，700，000 

うとー ｴＡｾ＠ 事、} J式 収 人 2，200，000 

，五、、
μ  

名 :きi 収 人 9，000，000 

。i j坂 委
μ  4よ3二、

収 人 1，500，000 

1長 委 只
占Z二、

収 人 1，500，000 

教 ff 委 只
dl 三λh  

収 人 2，650，000 

ill M 委 只
lJ 2玉h三

収 人 100，000 

［己念 ・ ｊ￧ｾ 基金積 立 金取 ｩ ￎｦ ￭ ｊ 収入 1，000，000 

5lピ'  3長 収 人 8，000，000 

斜i 収 人 2，000，000 

3  寄付金収入 100，000 

4  退職給与積立金取崩収入 11，500，000 

5  雑 収 入 1，000，000 

6  前払費用収入
。

7  仮 払 費 用 収 入
。

当期収入合計 (A ) 203，702，000 

前 期 繰 越 収 支 差 額 1，098，000 

収 入 合 計 ( B ) 204，800，000 

日. 支 出 の 部

不} [ ， 
r'  'P:  もifi

1  事 業 費 93，590，000 

J孟除、
.i 心S  発 行 t'i 69，600，000 

f定 金句 約 ，f;X ｾＧｩ＠ 1，000，000 

4Z5之、
u  1， 簿 16 行 i 'i 4，000，000 

，"' ， ｊｾＦ 安只 会 Ｇｉ ｾ :$ t'i 1，000，000 

'JI 業 委 只 会 ・Jc ;{{， t'i 2，500，000 

数 千f !i: 員 会 事 業 ' { ' i 2，5∞，000 

えｬＡ材委員会 Ｇｊｾ 業 t'i 50，000 

.il己
ノ，也一入'  、

3長 t'i 4，000，000 

F且"

Jモ 3長 t'i 7，440，000 

行i t'i 1，500，000 

2  管理策 106，612，000 

絵 'j 子 、'i
64，500，000 

i民 出世 てt 11，500，000 

伝i 和l J'l. 'l'i 7，500，000 

助 j求 t'1 4，400，000 

Z島エ、
議 t'1 1，500，000 

//(< t主 交 通 t'i 100，000 

通 連 摘2 t'i 2，800，000 

集 金 t'i 2，000，000 

ff; 1S1コn  
t'i 1，300，000 

ｦＨｾ＠ 司。fi'l浩

t'i 100，000 

ｾｊｬ＠ hl;IJ 製 本 t'i 600，000 

光 書A t'i 300，000 

火 災 保 険 料 30，000 

羽l 税 公 ;w 4，000，000 

yfi J品 t'1 220，000 

主l! 物 'i守j : !lJ! t'i 4，000，000 

世ff t'i 1，762，000 

3  退職給与引当積立金支出 3，000，000 

4  中期国債 フ ァ ン ド 積立支出
。

5  前受金支出
。

6  仮受金支出 。

7  予 備 費 500，000 

当期支出合計 (C ) 203，702，000 

当期収支差額 (A ) ー (C ) 。

次期繰越収支差額 ( B ) ー (C ) 1，098，000 

( lllf: ( :  1' 1) 

決 11 自n h づ|過 不 足 傾

90，485，212 2，966，788 

34，888，015 1，761，985 

2，257，800 ム 241，800 

53，145，417  1，304，583 

193，980 142，020 

120，650，412 ｾ＠ 23，000，412 

92，934，273 。23，234，273

2，387，365 ｾ＠ 187，365 

7，940，930 1，059，070 

1，280，971 219，029 

2，094，500 ム 594，500 

550，520 2，099，480 

。
100，000 

1，000，000 
。

10，357，606 ム 2，357，606 

2，104，247 ム 104，247 

。
100，000 

10，500，000 1，000，000 

616，579 383，421 

1，373，419 ム 1，373，419

4，010，998 ム 4，010，998

227，636，620 ム 23，934，620

6，872，972 ム 5，774，972

234，509，592 ム 29，709，592

決 古iii λ ｾ＠ 'J  1治 不 足 矧

118，508，694 ム 24，918，694

95，027，970 ム 25，427，970

1，250，048 ム 250，048 

3，372，426 627，574 

504，387 495，613  

3，260，626 ム 760，626 

1，802，601 697，399 

37，145 12，855 

1，816，368 2，183，632 

9，711，976 ム 2，271，976 

1，725，147  ム 225，147 

101，324，247 ム 5，287，753

60，880，746 3，619，254 

10，954，930 545，070 

7，434，445 65，555 

4，122，910 277，090 

1，564，015  ム
64，015  

157，920 D.与
57，920 

846，086 1，953，914  

2，173，798 ム 173，798 

620，824 679，176 

16，275 83，725 

294，840 305，160 

285，975 14，025 

15，960 14，040 

5，142，508 ム 1，142，508 

182，410  37，590 

3，953，758 46，242 

2，676，847 ム 914，847 

3，000，000 
。

2，522 ム 2，522 

3，977，162 ム 3，977，162

50，396 ム 50，396 

。
500，000 

226，863，021 ム 23，161 ，021

773，599 ム 773，599 

7，646，571  ム 6，548，571

正昧財産増減計算書

平成 9年 4JII 11- 千成1Qi 1' 3  n3111 

(l iif 世 1(1)

平オ u  

1. 増 加 の 部

1，資産増加額

河期収支考古Ji

，tl J 羽図的フ ァンドWI) AI 被!

小 dl

2， 負 債 減 少 額

前受金減少傾

仮 受 金 減 少 傾

退職給与づ |当金減少傾

小 百 |

合 計

ll. 減 少 の 部

1. 資 産 減 少 額

II可払費用減少傾

仮払金減少傾

退職給与 w立[ 賞金減少傾

記念事業: f ! ' 1 立頂金減少Mi

小 高|

2. 負 債 増 加 額

小 江|

合 計

当期正味財産減少額 1，580，738円

前期繰越正味財産額 265，602，190円

期末正味財産合計額 264，021，452円

金 fiii 

773，599 

2，522 

776，121  

3，977，162 

50，396 

7，500，000 

11，527，558 

12，303，679 

1，373，419  

4，010，998 

7，500，000 

1，000，000 

13，884，417  

13，884，417  

9  



貸借対照表

平成J Oi l・3 J  131 1  1  J.ll 11' 

手ト 1=1  金 古(i

I  資産の部

流動資産 27，843，279  

ｉｊｾ イ￭ｚＺ .  {:(j 金
14，904，269 

ノ転 l収 人 金 11，258，666 

liii ｾ Ｚｌ 、 ?'i JfJ 515，624  

仮 ｾ Ｚｌ、 金 1，164，720 

固定資 産 288，621 ，691 

基本財産 277，223，364 

十 J出 59，800，000 

iJ! 物 191，120，000 

).( JVI }凶 金 6，919，520  

i刀 ゴ主 6，749，844 

f市 {出 7.t 古自 12，634，000 

その他の固定資産 11，398，327 

H  
百..."汗

111，260  

i品iji¥'(kfl 勺.f' ll 立 1賞金 5，031，077 

記 念 ・! ( : $f l ' l 立出金
5，821，953 

'1' JY] lli l  (J 't ファンド 434，037 

資 il rt 
ノ仁》'、 百| 316，464，970 

科 1=1  

U. 負債の部

流動負債

，J "  
ｾ Ｚｌ、 金

11'1 受 金

i反 受 イ在

固定負債

; l Hl ' i 給' ) 引 、可金

負 債合 計

Is. 正味財産の部

正味財産

Ｈうち Ｑ ，ｾ本 金Ｉ

(うち"i lll 正味!!t産減歩額)

Ah' l及び正l味!!f gE合計

財産目録 | 利 u  

3111 J.lIlf. L___r 資産の部

(IJq立 I' J)

金 持n

47，412，441  

18，516，364 

27，270，538 

1，625，539 

5，031 ，077 

5，031，077 

52，443，518  

264，021，452 

(  277，223，364)  

1，580，738 )  

316，464，970 

1. 流動資産

現 金 削金

税金 千元イーI rL'j 

rl' ) 丸信託銀行柳 川文 J，i-;

I主Jx:!i N行日7ifJil .f¥!r，文1，ti

大平日銀行北浜支1，11

三 羽時H行 瓦IIIT文!古

定 J m資金住友銀行 113郎 総支脂

! 郎{ 州民符 00910- 9- 39975 

汗 通m金 2N 2 ピル郵{ 叫 J

未収入金

会 誌収入

受託' 作業収入

会 ｴｾ 名簿 ｩ 収入

維が業l収入

長fI 収 入

{ 間人 LE会 t，l 会1'( 11)( 人

|可1(，本i E会只会資 収入

地 J i 会日会 'l'i ll )( 人

市 会民会 1' ( 収入

l泊-11、7'1川

会 J4発 行1士

数行委日 会 'rc ;!i 'i1'i 

WJ I! 児1' (

集 金 'f'i

Ｈｊ ｊｩ ｾｬ ，ＺｊｩＺ＠

切手 ーはがき 代

か外 ( 止l ! 築クラブ)

収入印紙代外

建築; 忘年懇親会

ＨｩｴＩ 減側償 ｬｾｧｈｬｮ 聞は Ｑ ， ＰＰ ＱＮ Ｓ ∞ Ｑ ＧＱ
m車11Jt&代

計 算書類 に 対 す る 注 記

1  市: 裂 な会計方針

Ｈ Ｑ Ｉ イ ￯Ｈ ｊｩ ｊｩ 証券 の評 も ｩｬｩ ｊＮｾ司 ｧ 及び許 制 ｬ ｩ 方 法について

J主11 なし 。

(2) づ|吋金の計上基準について

ｩ 些脈給与引当金・則末退験給与のｾ支給飢に対し任訟の金主ｩＡを ｩｬｬ 上している 。

(3) 資金の範|剖について

資金の範凶には、現金、預金、未収入金及び未払金を合めている 。

(4) ii H'i 税の会日|処旦l ! について

ii H' i 税の 会計処里II は、 税込み jj 式 によっている 。

2. Ｑ 点本 ｈｾ［Ｒ｛ の ｗＺ 減傾及び その残高は、次のとおりである 。

平l 1=1  li iiJYI 末残高 、'iJG!WIJRl ll i1 ちJYI 減 少 傾 ｾ￭＠ JYI "fミ

十 J也 59，800，000 59，800，000 

ill 物 191，120，000 191，120，000 

金 859，825 25，443，539 26，303，364 

て Ｇ￲Ｚ ｈ 伝 ｾｅ 10，586，957 10，586，957 
。

M M F  14，856，582 14，856，582 
。

J 正本金合計 277 ，223，364  25，443，539 25，443，539 277，223，364 

3. 次 JVI 総 選 収支差傾の 1;1'1容は、次のとおりである 。

不} lヨ l消JYI末残高 当 ｊｙ ｉ ［［ｪ ｩ［ 伐 ｲｾ ｾ

ｊＩ ｾ 金 ｭ 金 17，088，291  14，904，269  

金 銭信 託
1，464，254 

。

未収入金
22，755，321  11，258，666 

ｻＭｾ＠ 、 41，307，894 26，162，935 

未 払 金 34，434，894 18，516，364 

o  34，434，894 18，516，364 

次 JYI 総腿収支差額 6，872，972 7，646，571  

5. (1.[人限度額

i片入限度傾は、 30，OOO，OOOI :qである 。

10 

2. 固定資産

( 1  ) 基本財産

I:，J山 北 区 制1111ー 1- 3

ill 物 大阪駅前知3 ピJ レ

定 JSll 列企 住 友銀 行 ､ｬ 間総 ｸ Ｉ［Ｑ ｾ

垂 ｉｉｻ 史 ｊ 長符第 Ｒ ピル Ａ｛ｾｉ ｦ 史 ｊ ， ｊ

Ａ｛ｾｉ 似 Ｉ￉ 古 ￭ｦｩ 第 2 ピj レ胸I(' l ! J司

法本ｬＡ ｾ Ｇ ｊＱｾｩ 合計

( 2) その他固定資産

f 卜部 .1?棚一式

i段戦中合う Ai '(_Ii: f.白金 賞¥2 ピル郵 便 局

か {七友銀行尚腿総支府

記念・IC;!{( Al' l.li: f賞金 l七友銀行白隠総支応

"  ＧｉｉｾＨ 江 戸 ｅ 中毎回 支 Ａ市

中川 Ililf 汽フ ァ ン ド ユニバーサル証券

資産合計

U. 負債の部

1  流動負債

未払金

会誌発行 t'1

ｭｊ 坂委日会 ・ ｉｾ［ＡｻＨｴ Ｇｩ

会 t，l 名簿J Wt 'i

受託 Ｇ Ｑ ｾ［ＡｻＨ ＱＧＨ

助 成金 支 出

%金t'i

制 税公 日以

前受 金

ｩ 間人 ｉｅ 会 ｲＮｬ 会 ｴｾＧＱ 兄 入

団体. i E会 民会1'(11)( 人

地方 会n会 1' (収入

会 誌収 入

仮受 金

3 J  1分約 ワ税金

3 rJ 分204条 該当分

新 年交礼会 決算1' (

ｩｬｬ 築 技術選 Ｏ ｾ印税

十七』草川本 代

ill 築 クラブ r，1li のはなし J

i位以入金外

2. 固 定負 債

退 11i¥¥:給ワづ 1"' 1金

負債合計

四 正味財産の部

正味財産

負債及び正味財産合計

金 古n

27，843，279 

14. 904，269 

61，426 

6，916，952 

4，244 

4，411，994 

3，284，632 

49，403  

85，928 

89，690 

11，258，666 

4，313，020 

1.432，606 

384，000 

650，000 

144，000 

3，447，600 

74 1，240 

101，400 

44，800 

515，624  

131，556 

34，200 

344，368 

5，500 

1，164，720 

158，524 

34，215 

47.453  

184，52 

740.000 

288，621，691  

277，223. 364 

59，800，000 

191，120，000 

6，919，520 

6，749，844 

12，634，000 

277，223，364 

11 ，398，327 

111，260 

3，000，000 

2，031，077 

5，200，000 

621，953 

434，037 

316，464，970 

47，412，441 

18，516，364 

9.491，074 

8，817  

128，300 

6，432，913  

155，712  

209，600 

2，089，948 

27，270，538 

8，251，050 

17，181，388 

548，100  

1. 290，000 

1. 625，539 

114，390 

323，910 

310，729 

547，630 

12，000 

185，840 

131，040 

5，031 ，077 

5，031，077  

52，443，518  

264，021 ，452 

316，464，970 



今月の表紙

京都大学構内

t量豊臣 絹 巻 豊

表紙デザイン 安里俊久

建築と社会ι 1917年創 刊 第79集/ 通巻916号

c o r 配

特 集 . 心と体を元気にするインテリア

~生活空間における自然力を取り入れた仕掛けの数々 ~

. 特集予告

8 月号/ 建築股傭ーピルメンテナ

ンスの立iーからー

[ 総論 1)

[ 総論2)

[ 各 論 1]

[各 論2)

円然 を 生 前 空11¥1に取り入れて元気に、そして地 球にやさしくなる・荒井真一 22 

i l' 1  r!.¥) J  J をヲ|き出 す 逆 転 の 発 処1・有馬安明 26 

h 然 を と り 入 れ た 快 適 空 11¥1. 高 橋 元 3 0  

心 の 元 気 を 生 み 出 す 生 活 空間 の 11:働け

9 月号/ 建祭へのE 冒・98

10月号/ 新しい妓南でゆれをとめる

[各 論3)

[エッセー]

( 1 ) 行と宅 11'01・藤本由紀夫

(2) 芥りのさを1m一 心 象 を 遊 ぶ・畑 正 高

(3) 光 と 宅 IIJI . 田村利夫

(4) 食ともてなしの空11¥1. 大 樋 安

( 5) 技 一 白 然 に れ ら す 、 道 よLと' 1三i?i ・エルマーヴアインマイヤー

￭ ｾｾＡ 楽必 ｊ がか ｬ る元気な空 ＱＱ｜ ｝ ＭＡｦｩ ＡｊＡ ｦｽ ＼［ｉ ｫＱｴ 氏{ こ 1，¥1く ~・漫田英行
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ｩ ｬｬＧ ｾ ｬｬｩ からの ｪ 艮 ・ 畑康之

特集・ アジア太平洋イン ポートマート

[作品] 口J必 示I劫棟・両日本総合展示場新首n 65 

品川 ｾｾ Ｎ Ｚｩ ｉ｟ＡｐＧＭ 一北九州市、 ｮ￭ｪＡ 設計

施 ｬ 一一一一一 ｊ 止 ｉ［ｪ フ ジタ 打 者距ｩ｝Ａ， ｪ 盟 Ｑ Ｚ ・ ｊ ｲｪｴｬｬｬｬｾ 来体

} L f 1I 工あいはら J-t llil 1i モ業体/ :. 1，1  C来/ グイグン 11111共同企業体/ 京之/ 11本f日1<¥/ 阿部ガス

口流 通セ ンター事 ｾ

，j Q，J十位里1 1 - 日i ] ! 設計

[本文]

施仁一一一一脱 ｉ［ｪ 住友金属山 Ｉｌ シヤー ルｩ｝Ａ， ［Ｇｬ ｬＺ Ｇ ｬ りもい ｊｾ 主体

-:e: 1州 立.l!築J I画 ・中 井 進/ 神; 鯵昌能

品時五!i 訂F町・吉津幹夫/ 山本健二一一一

7. ¥HiIl J I回fJ ・杉山 隆/ 伊藤昌明/ 松本浩作

bit!1工 ・瓦回進一/ 小森浩之/ 木村洋介/ 中楯膏

日本建築協会名誉会長束畑謙三先生天寿を全うされる . 検尾義貸/ 佐野正
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L 、ぶき野の家

門
M

M

門

一
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一

服

一

ω
一

m

gal l ery  

大地の呼吸

社会の限

建築の眼

奄美i海洋展示館( 田中直人) ・倉淵l奈干子

京都修学院離宮庭園・城戸史郎

災害に強いまちづくりをソフト面から ・，膏原佳子 (兵庫県生活復興局長)

閉ざされる住宅・杉山茂一 マイホームづくり ( 1 ) ・増田繁治

20年経って・梅原良矢京・散策島原“ 角屋" ・浜崎 膨

W 峰 談 会 : 美 術 家 、 ル ポ ラ イ タ ー に lill く 一生 活 空 間 と し て の 建 築 に つ い て

素材と技術が生み出すデザイン 竹 一 徳 か ら ・高砂正弘

法 令 コ ー ナ ii lf も が 持 ら し やす い ま ち づ く り を U指 し て ー 京 都 府 煽祉 の ま ち づ く り ・杉山京子

情 造 の 頁 テ ン シ ョ ン マ リ オ ン 構 法一 滋口 県 立 必 む 湖l悶 物 館・和 久 井 智

設 備 の 頁 新 し い 消 火 装 位 ガ ス 圧 式JJl lfE送 水 装 ; 白・三 制白志

総

一

m
一

刀

一

一
M

月間の動き

担枠 ｾｈ 日 ｬ Ｚｪｩｊ ￭ 熱パネル ・ 堤正範

予備 'i l1i原 - 発 電 設 備・谷本敏和

t. I E 築技術安全審査委員会について

「J白 域 共 生 の 都 市 計 画J (三 村 浩 史 著) ・漬留学昭

J? 名紛介 8 点

「江戸 ・東京モダンJ 展開催中. r建 築 の 20世紀展ー終わりから始まりへ- j .rヌーヴェル ・ヴ

? ーグフランス現代建築家7 人 展 J . 1998年度「松井源吾賞J 受 賞者 (仮 称) 浪 速 区 合 同 庁

舎 公 開 設 計 競 技 設 計 案 募 集中 . rせんだいメディアテークの栂 造J . rトヨタ プリウスー2 1世紀

へのデザインメッ セー ジ ｊ Ｎ ス ペ ース デザインゼミ「進化する ｃａｄ ｾ 宣言十 ｊ .  r津村 家 住 宅J 登録文

化財に. 第 18回大阪まちなみ賞募集ー

、17. }&; WI 三4 月分
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印 刷 平 成 1 0 年 6 丹 2 5 EI 

発 行 平 成 I 0 年 7 f- I  1 日

発行人社団法人日本也築協会

発行所社団法人 H 本也築協会

ｫ 阪ｩｉｩ ｾｴ 医術悶 Ｑ Ｎ Ｑ ・ ＳＮＲ ＱＰ Ｐ

t世 話 06. 348. 0635

仮替口施 。09 10. 9. 39975

印刷所 ｟ ， ｉｾ Ｎ ｾ印刷抹式会社

日本司I 値 抹 式 会 社

日本写県印刷株式会社

定 価 12∞1' 1 (本 I，j.:価絡 11431' 1)
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言宣言十 監 理・

佐 藤 総 合 計 画

施 工圃

鹿 島 建 設

智期学園和歌山校新図書館

本図; 蜘は、包情学園平f I 敢:111' 昨 ・高等学執が創立二十周年を記念し、

知性盟かな人II l I の育成を目指して悠てられた純設である 。

従来の医1'-' 臨機能の{ 也、予校教Yili 街並として、多 n的教室にもなる i Y "

ルチビジ ョンルームJ や 「コンビューター自学白押麦J を備えて L 情 。

「マルチビジョンルーム J には、国内外から述隔講義が受講できる

よう、 175インチ大型映 像設 備 を備 えており、将来海外の学校との

講義を介した交流も可能としている 。 rコンピユ一タ一臼学自苔習1三室主」

lは立、通常の

y 卜ワ一ク{ 体本験など多 l岐h岐皮にわたる利丹問1に1井対Fオ:j" J応応芯芯、しうるよう言計! 画 されて

いる 。 また、中心 Ｇ ｉｩｬｬｬ 通路 に而する こ 府吹抜空川の展示ギャラリ ＭＧｾｉ ＧｩＺ

而を支配する 2 0 mX 6  ｭ の大砲絵画は、本 ｉｲｴｬｩｾｾ のアカデミックな印

象を、 一層のものとしている 。 (大日中義広/ 佐藤総合.-11仰 i)

国

再

↓

既位

2 階 平 面 図 1 ・600

1 踏 平 函 図 1:  600 

所 在 地 一一一 和歌山市冬野2066・1

敷地面積 一一- 98，933. 00ni

建築面積 一一- 849.43ni  

延床面積 一一一 2，100. 30ni

4荷造 規 模 R C、一部S 、3 F

工 期 1997年 5 月- 1998年 3 月

最 寄 駅 J R和歌山線・ 黒江駅

煩 影 一一一島 修 一

3 階開架室

3 簡 閲 覧 席

"' 1 階マルチビ ジョンルーム
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副担

言宣言十監理圃

森 川 哲 治 / 臼 創 設 計

方包コニ・

富 士 リフ ォ ー ム

いl引き野の家

ＱＲ かな向然とＡ法ｾが とけ込む 平 ｼ り Ｚｉｾ Ii:.l l.去に、 370haの ス ケ ー ル で 次代

の街を iWi く 「卜リ ヴェーノレ和泉J は、北郎、京郎、 阿部の 3 つ の ブ

ロックからなり、 ｬ 十 ｪ 大 ｼ 仮の 新拠点をめ ざした ｕｾｉｈｲｕｊ 感のある術 づくり

が進んで、いる 。 その北部ブロックの ｲ ｾ 、ぶき日午 」 に今 ＱＱＱＱ の立 ＮｉＡ物は ｾｉ

ｾｉｩｪ されている 。

今 ，ij-illii の諜足i I 正、完全独 立但の 2 1山 g:住宅のプランニングと、その

i . . I ! 物のボリュームを} ，' i J辺のt J j怪に対して、どのように配段、するかで

ある 。

プランニングにおいては、税 l山 i? を道路f!!l Jの前 向 き、 I乙|凶作 を敷地

奥にとり、辿物11-' ｾよと の ｼ 併段踊上初より ＧｊＭｊＮ Ｉｊ 行き米できるように ［ｴｉ Ｍ 闘 し

ている 。

また、立. I ! 物のボリ ュー ムを [( 1I  !"j( ニt! 1I えるかについては、経↑ 去に足E統

す る 九I五線と、立主物全体 をモノ トーンに 配色する ことにより、威圧

ｬ Ｇｾ を ｴｦｬｬ え、シンプルでモダンではあるが、 何処か あたたかみ を

感じさせる外側としている ( 森川 哲 治)

続地Jt 界観

前面道路

所 在 地 大 阪 府 和 泉 市 い ぶ き 野

敷 地 面 積 一一一226. 85ni

建築面積 一一一 11 2. 66ni

延床面積 一一一216. 18ni

精進規模 一一一W 、2 F

エ 湖 一一一 1997年 9 月- 1998年 3 月

最 寄 駅 一一ー 泉 北 高 速 鉄 道 和 泉 中 央 駅

織 影 一 一川 元 膏

1 階 平 面 図 "  300 

ヲト重見3

リピンデ (親 世 帯)

和室8帖 (観 世 帯)

マ リピンデ {子世帯)
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奄美海洋展示館

設計

田中直人

奄美の自然の色彩は透明感のある海と

空の青そして山々の緑、砂浜の白であ

る。海と人の共生をテーマに企画され

た奄美海洋展示館は 、珊瑚礁の広がる

名瀬市大浜海浜公園の一角にある。海

洋生物のイメージを建物全体の形態と

して展開し 、屋根は海から後方の山々

へつながるスカイラインの連続性を 、

計画用地の不整形に対応した結果でも

あるが、曲線の変化するリズムを自然

界の生命の輝きとして表現した。奄美

の自然は昼間の輝く太陽によ って映し

出される風景だけでなく 、夕陽に染ま

る風景や満天の夜空に輝く星と語り合

う夜景も特徴的である。大浜海浜公園

の施設が人々にどの時間帯に関わりを

もつのかを考え 、夕方や夜間の演出も

考慮した。そこで、昼間は外部から自

然光をやさしく受入れ、夜間は内部の

光を外部へのシルエ y 卜として放つこ

とを可能にする屋根のデザインとして、

テフ ロン膜を用いたドーム状の屋根を、

奄美の海を立体的に見せる珊瑚水槽の

ある展示館の中央にポイントして設け

た。また 、奄美を代表するフ ゲンビ

リアを円形に回廊に配したり 、珊瑚石

を床面から腰壁に配して 、自然のもつ

四季折々の変化や生き物の変化を 、展

宕ミ物だけでなく 、建築物そのもので人々

に体感してもらえるよう自然の要素を

できるだけ取り入れようとした。

大自然の時間に比して、人の営みはご

く短いものであるが、時間の経過とと

もに建築を備成する素材独自の色彩に

より 、風合いか磁しだされることを期

待したい。

危 f J l 1r. t1i 1: :

田中直人

1948 神戸市生まれ

1973 大阪大学工学部建築工学科卒業

1975 東 京 大 学 大 学 院工学 系 研 究 科

建築学専門課程修了

1975 神戸市市役所入庁

1992 神戸芸術工科大学環境テザイ

ン学科助教綬

1996 神戸芸術工科大学環境テザイ

ン学科教綬

1997 摂南大学工学部建築学科教綬

境 影ー浜田 太

企画編集ー倉測奈千子 (作品作風小委員会)
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地

〉

吸

大
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呼

ｉ Ｇ￬ＧＨｴ かに ｪｦｒ うように・流れる水、鋭のような ‘ 偲やかな ＮｬｪＨｦＨｩｪＧ 、 ｉｦ ｾ いところか

ら低 いところへと‘ 流れる 水.、

水 は、私たちの心を 利 ませてくれます

- 水 H は出1¥、をJ i l l びますが、死への恐怖: をも合んでいます。

" 水' を j辺; 識しない主l! 築家は、いないと口ーっ ても過 3 ではないでしょう 。

法令分科会では今年の 6 ) 1に 地球烈境" を考えるをテー 7 に特集を企111司し

ました。 i':t iJ r，( には|浪りがあり、ノ f ランスを似 つことにより I也}; J <の資 iJt. iは IJγ 1::

されます。 i':t ilJil の 再生に必ll
i
なH寺1/ ¥1を知 り、それに!芯、じた 使い ) J により資源

と ｪｾＯ ＱＺＺ できます 。

"水 は、 j 也f;J<の友であり、 fJ;J J党のバロメーターではないでしょうか。

人類は川の水の濁りを 凡て公: 与を認識しました。 しかし、人知の泊{，¥は、今、

広Jj j' l を大きく 1政J裂しようとしています。 (1然は。水の測り" に !tf i まり 総 身な

鰐債を人'Ji に発しています。地球に生息するのは人'Ji だけではないのです。

まして、次 世代の白発版の封ーを. i ) U I:の技々が摘むことは許されません。

ソJi}!J，い;j<. " を、 "菌JS f な発展の象徴としての 庁1¥ を大切に !

城 戸 史郎 ( 編集委只)

18  旭築と社会 ・1998. 7



社|会|の|;lJ

災害に強いまちづくりを、

ソフト面から

地域の団体やサークルに所属していた人ほど、だれかが救出

にかけつけてくれたし、心の励みになってくれた。 r人間関

係のバックアップシステムJ がいかに重要かを認識させられた。

阪神・ 淡路大震災から 3:: 1三5 ヶ月がたち、仮設住宅入居 住fji ，も l

万 Ｕ 千世情まで減 っ て、災古復興公営住宅をはじめとする↑ｾ住宅

への移行が急 ピッチですすんでいる 。

建物、道路、ライフラインなどの両相J性をどう高めるか、桝造物

の中にどう 「ねばり j をじ夫するのか、高齢者宿Ii :tt施設や保育所に

もいざという 11寺、定員以上に受け入れられるようス ペースに余裕を

もたせ、まちにも広場や公悶などの 「ゆとり J ( リダンダン シー)

をもたせるにはどうするか、などいろいろな角度からの検討も行わ

れてきている 。

そうしたハード面での課題とあわせて、今度合の大震災で'11有感させ

られたのは、災害に強いまちづくりのためのソフト面での対応の必

要性だ。

特に、小学校区、中学校区くらいのエリアでの、ふだんからの近

所づきあいの大切さである 。大震災でガレキの下から 助け山された

l 万8 千人のうち、1 ) ] 5千人は近所の人に救出された。

地域の人間関係の濃密な淡路では、これまで、は、 外から人 った 「お

嫁さんJ の若らしにくさなどマイナス 而で諮られることが多か った

けれど、どこのおじいち ゃんがどこの部隔で:臼ているかまでわか っ

ているために、その 日のうちに安否の昨認が行われた。あとの避日ff

所生活においても、近所の人同士の関係が深い神戸の下川ほど、毛

布や弁当の配給あるいは住民間の トラブルなどに対し、自治斜回戦が

L 、ち早く立ち上がり、解決してい った。

人間関係の熔い新興住宅地でも、地域のいろいろな団体やサーク

ルに所属していた人ほど、だれかが救n' ，にかけつけてくれたし、あ

との生活においても心の励みにな ってくれた。 l つの関係が切れても、

他の関係が機能する、いうならば 「人間関係のパックアップシステム」

がふだんからつくら れていることが、災害H寺にも、災害後にも、ど

んなに主裂かを認識させられた。

ふだんから近所づきあいのない、 l 人科 らしの学生やOL' サラ

リーマンが、思いの他、給水車や弁当配給の場所 、再開 した内側、

余震で危なL 、地区、などについての情報が行き届かない 「伯 糊賭 」

兵 庫 県 生 活 復 興 局 長

清 原 桂 子 ( きよはらけいこ )

1952年生 まれ。

関西大学文学部講師を経て 、1992年 (平成 4 年)

10月、兵庫県立女性セン空ー初代所長。

1996年 (平成 8 年) 4 月か ら県労働部次長。

同年 7 月か ら、県生活復興局長 (労働部次長兼務 )。

夫と大学生・ 高校生の息子の 4 人暮 らし 。姫路市

在住。

とな ったことも、今後の諜題とな った。

情報については、 パ ソコ ンなど.のニ ューメデ ィアが、安否情報や

各種の述絡 ・予配などに大きな力を発揮できることがわかったものの、

活用できるところまではいかなか った。

パソコンで流すコンテンツ( 内容) にしても、 操作する人の能力に

ついても 、平常時から動かしていないと、危機のH寺にも回らないと

ｾ＠ ) うことが共通理解された。あわせて、このたび再認識された、 |寸

コミ、チラ シ、回覧板、掲示板などのオールドメディアの力の大き

さを考えれば、平常時から、これらが力を発押するためのコ ミュ ニ

テ ィの人間関係づくりをしておくことが、強力な防災対策につなが

るということがわか った。

さらに、外国人向けのミニコミなどに、いち早く立ち上がった民

II¥J*制裁や、全国から集ま ったボランティアなどの)J を活かすために、

ボランテ ィアセンターやNP Oセンターなどを拠点として民間伯報

を集約 ・提供したり、 「ボランテ ィアしたい人」と 「してほしい人」

をマ ッチングしたりするシステムを、平素からコーディネーターを

配置して稼働させておくことも必要で、ある 。

校庭のサ ッカーゴールにカーテンをかぶせ、 '1-'に穴を堀り板を波

してトイレにしたり、 |宣|くな ったおにぎりを雑炊( ぞうすL 、) にし

て食べたり、数援物資の ジュースのパックを赤ち ゃんのオマルにて

作したりなど、高齢者の 「語らしの知恵j が大変役にた ったことも

忘れてはならない。

こうした 「科らしの知恵J を伝承する体験学押会や、 「避難笹w

がでてるのに、近所のだれも避英Hしようとしない。 さア、 私はどう

す る け il白人避難しているのに、 ー引 巨が印枚 しか届かなか った。

どう配るか? J とい ったロールプレイ( ある場而を設定して、向分

たちで寸劇lを行う) やデ ィベー ト ( 討論) ・ゲームなど、 講演会や

パンフレッ トの配布、ビ デオ上映 というやり方だけにとどまらず、

各械な参加型訓練の手法を開発することも急がれる 。
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AR CHI T E CT's  E Y E  

閉ざされる住宅 ¥ マイホームづくり - (1) 

杉 山 茂一

ちょ っと，
J
刊、話だが- 111" 年、育11市型集合住宅のモデルとして

ｉ ｾ 日 発された 千 栄の幕張ノ ｔ ティオスを見 学 して、住宅の閉鎖 化 の

問題について感じるところがあ った。

主主張パテ ィオスでは、街区毎に事業者、設計者が呉なり、こ

れを計画設 ｾ ｉ 淵 強者がコントロールしていくという新しい 開 発 ・

設計方式がとられた。開発に際してのデザインガイドでは、街

路に而して住株を配世する街路型の椛成が示され、 jJ f 区を|刻放

的にして住宅を街に向け、好ましい街並みをつくることが意図

された。 ところができあが った結果をみると、オー トロックを

設置したり、 11絡に!l l: 'li Jtlが設けられたりして、街区を開放 的

にして' L i ; 宅を1 J f に向けるというかたちにはな っていない。

オートロ ックの導入によ って街区を閉鎖的にするというのは、

防犯のためとされるが、実際は、販売戦略上の差異化 をねら っ

てオートロ ックを設世するケースが多い。 しかし、拡張J { ティ

オスではそういう街区が並んでいるわけで、ここではもはや差

異化の怠Il -Iとはな L 、。むしろ、 学校の先生から家庭訪問に行きに

くいというような苦情が出ているように、 地域コ ミュニティの

阻害 要因 として働 く弊符の ) J が大きいように見受けられた。

大阪市立大学工学部建築学科助教綬

20年経って

梅 原 良 矢

Ｒ 年 前 の反Ｚ、ｽｪｾＱＡ￭Ｇ Ｑ Ｑ 御苑に計画される立ＮｉＡ物のプロポーザルが ＱＺＱ ・

り、1 "1木の空間 について都|べているうちに、 IJii 滞文|復氏の説作

を再読する機会を得た。 それ以来、週末1iJ それらの』物を Tli に

制み、点，' ; 11・奈良へI' .H掛 けることが半年ほど続いた。

私が不思議だ ったのは、彼の写: 共が当然その佳物の一書 Ii'oii 弓

を持てるシーンを写し取 っていると思 っていたのだが、現地へ

行 ってみて分か ったのは、 tl :々にして私には、そのシーンが簡

単に理解できるものではなか ったことだ った。 その後、 何度 か

足を巡んでみて、そのなにげないシーンをul t- 決定的なものと

して見抜いた一人の佳築家のH艮を発見したH寺、夢中に なって彼

の美 学 を探し求めている自分に法然とした記憶が有る 。膨大な

実測の成* に加 え、氏がその著作に選んだ建築の集棋が示す美

学 を前に私はいい知れない感動 を党えた。

事務所に入 った当H寺、余りの知識の老 に、ほとんど佳築的 な

与えプJ を{古l う機会 もなかったが、20年経って初めて氏が求めて

いた繊細な美 学の一端に触 れることができたような気がする 。

プロポーザルは残念で、あったが、それをき っかけに最も近くに

居ながら 比 えなか ったものを、微力であるが気づかせる機会を

与えてくれたことに感謝したい。

坂倉建築研究所取締役
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増 田 繁 治

立.l! g寝をぶした者にと って、マイホームを自分の子でつくるこ

とは、生涯の夢である 。私の子供 の頃を思いだしてみると 、そ

れは、なぜか Ｒ 階ｾてで庭付ーきなのである 。 現実のことになる

と、生活の基離ができ、子供 が生まれて少し大きくな った頃に

自分の家を持ちたくなるようである 。 いい環境の元で子供を育

て、自分の個室( 城) をもつことに Ja，':'ーがj膨らんでL 、く 。それに、

できれば木造で設討をまとめたいものである 。 また、 職 場の先

輩のお家はどの総に巡 ってこられたのか、も気になるところで

あって、色々とアド‘ パイスをお願L 、することになるのである 。

しかし、 一戸挫てとなると、者11会の中では土地の確 保が最」ー

の問題であって、なかなか思い泊りにはことが迩ばないのが尻

突である。 それで・も、少; の実現に向けて、色々と資料を集めパ

ートナーと 一緒にな って、ああでもない、こうでもない、と 言

いながらその ｈ 寺点で ・ の忠弘恨のフ 。 ランを考え、ファサードを ＺｴＡｬ ￭ ｾ 、

て楽しんでいる。ro' ii 奴で、使用JI券子の良い台所、掘り矩;陪のある

ゆ ったりとした茶の11' ，] を中心に、と‘ んど、ん夢は広が っていくの

である 。

しかし、現状では、この年代では一戸建てを予に入れるのに

は1! 提出があり、とりあえず、 最初jのマイホームは近郊の公社か

公凶の分譲住宅になるようである 。 兵庫県都市住宅部営錨課長

京 ・散策 島原“ 角屋"

浜崎 彰

以前か ら京都品j凪の脳屋 “ 角屋" と世屋 “愉述屋" を訪ねて

みたいと思っていたが、先 日たまたま角屋の 21格座敷の公!?りを

知り早速でかけた。 ( '1論述屋は非公|加) 脇屋とは世屋から太夫

や芸妓を11乎び、遊ZLを行 った所であり今でいう料苧にあたる 。

山原300余年の歴史を持つ角度は、当時の暢屋込l! 築 l唯一 の辿梢

を伝えるものとして、 |玉lの重要文化財 に指定されている 。

注 Idの 2 階は扇をテーマとした座敷 「扇の|口O] J をはじめ、そ

れぞれに異な ったな1ft : のいくつかの座敷がある 。特に黒い土壁

やｾ只などに 雌釧 を 施 した ￭ ｩ Ｇ ｩ 貝の ｉ ｉｉ｝ ｊ は 実 に見事である 。 襖

絵 や掛 '11111は“ 応挙" や“ 蕪村" などの大家によるものが多く角

屋がたんに遊宴の場にとどまらず、向原俳庖などを生み出 した

搬出文化の中心であ ったことを物計 っている 。

また ｫ ， ｾ末には多くの印 ｊ 王志士迷が、度々密 会 の場として 利用

していたと 聞 く。明治30年以降の新ffllJ 度により 向原 は “OR" と

なりその性絡を一変したが、 jf J屈 は一民して揚屋としての伝統

を守りとおしてきた。従 って文化性に乏しい明治以降の “廓 "

とは、同一視されるべきではない。

乙乙に座っていると、 f"J 屋が11多慌をきわめた当H寺のざわめき

が聞 こえてくるようである。

清水建設大阪支信段計部部長

建築の眼
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総 論 1 I 地 球 環 境 保 全 と 生 活 空 間

自然を生活空間に取り入れて元気に、そして地球にやさしくなる

荒井 真一( 財団法人地球環境センター事業部長)

はじめに

近年、湖暖化を始めとする地J . : l繍境問題や化学物質による室内汚

染が|問題になるにつれて、環境にやさしいライフスタイルや環境共

止と型住宅、 地球にやさしいオフィスか1主目を浴びている。

緑を、内部に取り込んだアトリウムの導入等建物の設計、建築か

ら木材を使用しない型枠を使った施工、またリサイクル材の使用等

内装や設備に始まり、エコオフ ィス運動やグリー ン購入を含む対臼寺

管理11に至るまで、さまざまな段階での取り組みが考えら h 、実践さ

れてきている。

政府のレベルでは、職。徳本計画に基づいて、「匡|の事業者、消費

者としての環境保全に向けた取り組みの率先実行のための行副J計

画J を平成 7年に閣議決定し、建築物の建築、管理等にあたっての

環境 ｩ ＡＫＮｾ の町也、財やサービスの購入 ・ 使用にあた っ ての環境保

全への配I占、等について具体的な目標を掲げている。例えば、事務所

の単位而粒当たりの電気使用量については、平成12年度までに現状

に比べて概ね90%以下にすることにしている。

また、環掬苧環境研修センターは、屋上等の緑イι 太陽光等自然

エネルギーの有効活用等環境保全に配応、した建物が建設されてい

る九

地方自治体においても、大阪市では、 「大阪市内環境保全行副晴十画

( エコオフィス 21) J を平成 9年に策定し、エネルギー使用量の抑制

等に加え、環境に面白E、した 「市設建築物設計指針( 環境編)J を策定

し、次の事頁に画己応; している。

- 太陽光発電等の自然エネルギーの利用

. 廃葬! 噂の未利用エネルギーの利用

- 断熱性の高い建築工法の採用

- 省エネルギー型の電気機械設備工法の採用

地球環境センターは、 1992年に国: i ! 環境計画国際城境技術センタ

ーの支援を通じ、持続可能なIH院を達成し、者1I市環境問題の解決を

図るために、環境上適正な技術の途上国及び経済移行国への移転の

促進をめざして、大阪市、大11反}荷等 によ って設立された財団法人で

ある。その設立の趣旨から、地対涯最境の保全とその技術の移転を取

り扱う機関であり、また、両センターの活動を多くの人々に現解し

てもらい、人々の者1I市環境に対する認識を深めるため、両センター

の業務である都市環境管埋技術や地£路震坑に対する配I也というもの

をわかりやすく示すことをめざして、地元民業境センタ ービルが建設

された。この建物では、さまざまな環境にやさしい技術カ叩l用され

ており、地対迂策境センターで、はこの副司耐のための調査を行っている。

また、我が|主lにおいては事業所、ビノレ等業税11門でのエネルギー
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使月:Jが高い伸びを示しており、 二酸化j炭素排出立の約11%を占め、

年間平均伸び率も 4. 6%( 1970-1994年) と高いこと、また、 i色|二l主|

への技術の移転が上回l主的存易であることから、地球環境センターで

は「ヒ、ルにおける省エネルギー研究会J (主査 水野聡汰阪大学教

授) を設置し、省エネルギー技術について先進事例調査等を行って

いる。

本稿では、地球環境センタービル等の設備について、これらの調

査結果や筆者の経験等を元に紹介するとともに、米国のエコ ・オフ

ィス運動の例として自然資源保全委員会 ( Natural  Resources 

Def ense Counci l ) について紹介し、環境への酒噛; とその効果、さ

らに実際の使い心地について考察する。

地球環境センター建物の環境対策

I  ) 建物の概要

I也萌繍境センターは国述環境計画国際環境技術センター設立にあ

たって大阪市カ人岡市鶴見; 和也に建設したものであり、竣工平成 5

年 9月、鉄骨 2階建て、延べ面積約280伺Z方メートルの建物である 4)

( 写真 |参照) 。すほ約35名が両センターで勤務している。

ビルの建設にあた っては、有調i者からなる r UNE P建物に関する

検討会」により検討を行い、環境への優しさを表す建物、また、光、

水、思し繰を意識したアメニティーの高い建物をめざした。このた

め、自然を取り入れた快適な環耳打、くりのために外部型アトリウム

のノホy シブ空間、照明・ 空調を効率よく コントロールするなど技術

を駆使した阪直な瑞与Ｚ Ｇｾ ... づくりのための先端技術によるアクティブ空

li IJ 、さらに内部型のアトリウムを設けることにより、オフィス空間

のアメ ニテ ィ性を高め、自然のH乎1吸を感党的に取り入れたニュート

ラル空|悶の 3 つのゾーンに構造上分かれている。(図 |参照)

写真 l 地球環境センター建物の外観



2  ) アトリウム ゾー ン( 外部型アトリウムのパッシブ空間)

外部型アト リウムは、両センターの職員や見学者の交流 ・休息の

場として環境共生型とした。このため、カ、ラス張りの吹き抜け空間

に機械的な冷暖房はせず、幾つかの建築的な工夫、即ち日本の自然

風土に根ざし、快適性と効率性を両立させるために桂離宮の月波楼

にも利用 されているようないわゆるパッシブ手法が取り入れられて

おり、自然と共に生きていくライフスタイルを提案している。これ

らは、以下のような特徴がある。

・南側のガラス商と約半分が開閉可能で‘ あり、また、北{ J l I1の三角屋

根の北面も開閉することにより、自然通風カ叩l用できる

- アトリウムの上部は、約半分の面積が日射を透過しないアルミノ f

ネノレで、ある

- アトリウム外イ! l 11に日射を遮断す るスクリ ーンがかけられ開閉でき

る

- 二重力ラスの使用で外気温の最建柁受け難く、透過 日射量も 少な

し、

- 南側には 2 階床面積程度の築山があり、地表面反射日射の影響を

避けている

- 築山には、広葉樹( ケヤキ等) が植林されており影をつくる

- 風圧換気としても、 南{J[l 1から外気が入り北，{J! 11の三角屋根から排気

される

これらの有3労効3砂1)'1性企について調査した結果でで、は 2，3ベ3

響のある温度について、夏場は、アトリウム下部のil即支が外気温よ

り昼間で 2 - 4 度低く、夜間では差がほとんどなかった。また、冬

場は外気温よりア トリウ ム下部のi町立が 5 - 7度高く推移しており、

両季節とも温梨鎖境の改善効果が表れた。これは、夏期には、日射

量のf出蹴/ ) 果及び1暖気効果の表れであり、冬季には窓閉止による本

来のアトリウム効果が表れているからであると思われる。

トッフフライト

築山

3  ) エ ン トラ ンスゾー ン( 先端技術によるアク テ ィブ空 間)

外部か らの景縛陀遮断し、エネルギーの利用効率を高めるため、

現代建築及び設備に関わる技術の粋を凝縮した人工の空間であり、

省エネルギー及び環境低減負荷をめざして、通気型州折宇野挫の採用、

窓面積の縮小化及びタスク・アンビエントライトの採用等が行われ

ている。この結果、断製燈により日 誌約 5 %の熱負荷の低訴え窓面

積が現在の 2倍とな ったときに比べて建物全体で夏期最大約94%、

冬季同90%の熱負荷とな っている。

また、タスク ・アンビエントライトに照明制御、省電力機器照明

を合わせて、従来建物の照明電力に比べて約76%の電力使用とな っ

ている。これらを合わせた熱負荷は、従来型に比べて77%干血友の熱

負荷となり 2筈11ι U二の省エネルギーとな っている。さらに、タスク ・

アンビエント照明は、従来の全般照明により| 攻して、ライフサイクル

二酸化炭素排出量の矧而を行っても 、31%のドfl1i 蹴 1]来が見られてい

る。

4  ) 中央ホール ゾー ン( 内部型アトリウムを持 った空間)

報日発室、図書閲覧室等を配置し、これらと トップラ イトによる自

然採光、雨水を利用した水路、 1'f-l 7 /'<を設置した内部型アトリウムを

ーイ本的に構成することにより、人、自然、技術の融合を表現すると

ともに、センターで働く人々に快適で、創造的な拶l諸空間を提供して

いる。

5  ) エネルギーシステムの概要

地明糊センタービルは、熱源システムとして、太陽光発電 (20

ｫｾ 乃、燃体 ｼ 電池コージェネレーション ＨＵＰ ｫｾ 乃及び近隣の鵠見清

帰工場のごみ焼 却 発電の電力 利用 Ｈ ＲＰＰ ｫｾ 乃の Ｓ つの エ ネルギーシ

ステムを持っている。そして、運用ソフ トウェアによって原則とし

て太陽光発電を優先的に利用し、燃料電池コージェネレーションを

ベースロード用として運! 伝し、ごみ焼却発電の利用によ ってエネル

い 太陽電池

鶴見清掃工場

ごみの発電

外部型アトリウムの : :  内部型アトリウム .  

パッシフ' 空間 ・・・・・・・・・・・・・・・ をもった空間 ・

:  先端技術による

.  .  .  .  .  .  .  . アクティブ空間

••• • • • • • • 
図 l 地球環境センター建物の内部構造
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ギ-il京の調整を行っている。

太陽電池による電力の全発電量に対する割合は、夏Jtf Jで約 4 %、

冬季で 3 %程度であり、これによって二酸化炭素の排出量を抑制 し

ている。

総合的な運転コストは、従来システムでは、 地E降最境センターに

比べ約13 %高くなると推定されており、また、一次エネルギー消費

量も約 5 %大きくなる。従 って省エネルギー性の点で地球H寺代のシ

ステムとしてその効果を期待することができると評価 されている。

6  ) その他の環境配慮、手法

上記のf也、外部中割安、汚泥によるインターロッキングブロックの

使用、 ー再生保石の基礎への使用、雨水の中7)ef 1] 用等があるほか、建

築工事中にはメタル型枠、複合合板型枠の使用、 E先手予間木( メタセ

コイア等) の移設等を行い、環境の保全に留意している。

7  ) アメ ニティーの評価

上記のように地羽迂誌境センタ ービルにおいては、 リフレッシュを

目的とする外部ア トリウ ムにはパッシプ手法、集中力が要求される

研修室を 中心と する空間にはアクティブ手法、事務室などの常11寺=$)¥

務空間には両手法の1m羽を行っている。

アメニティーについての客観的な訊刊凶は困難であるが、 筆者を始

めとする朝日労員及び訪問者の主観的な判断で、は、国際会誌のレセプ

ションの防附t等外部型アトリウム等について期待された効果を充沿

に発揮していると考えられる。

また、エネルギー的にも外部アトリウムのパッシフ判応の有効性、

アクテ ィブ空間の省エネルギー技術の有効性が先述のように証明さ

れている。

8  ) 先進事例の研究

技術的な対応を一層進めた先進的な例として、先導的高効率エネ

ルギ一利用型建築物モデル事業適用ビル事業で建設されたニッセイ

凹日市ビルについて紹介する。これは、鉄筋コンクリート造I也ヒ 5

階建ての、建築面ＺｦｩＧｾ約 ＷＲＰ 平方メー ト ルのビルであり、平成 Ｗ 年に ｬ 唆

工した。

省エネルギー手法として、表 |に示すさまざまな技術を取り入れ

たものであるが、「我陸」するのではなく、快適環境を提供すること

ができることをめさした設計となっている。

高効率省エネ照明器具、ヒー トポンプチラー、屋上面 日射辿;蔽、

通気窓等施設や省エネルギー制御に より、従来型のビルに比べイニ

シャル コストは約16%増加したが、 エネルギー削減率は47%にも上

るため、 9年余りでイニシャルコストは回収できる計算であり、居住

性やインテ リアデザインの面でも、良い詞ヰi回を得ているとのことで

ある 九
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表 | 省エネルギ一手法( ニ y セイ凹 11 市ビノレの例)

分 類 手 ;圭

. 窓面積の減少

建築計画による . 断熱強化

熱負荷の低減 - 屋上面白 射遮蔽

- 通気窓

. 外気負荷の低減

熱負荷の低減 . 高効率省 エネ 照明器具

. 熱; 原の最適起動

. 介散化 VAV システム

. 熱; 原ポンプの交流置方式

微送動力の低減 . ポンプ台数制御

. 高効率モータの採用

. 機械室自然換気方式

- 全熱交換器による熱回収

効率向上 . 熱; 原機器の効率向上

- 断熱強化( 機器、配管、 ダクト)

- 誘導灯の消灯

照明電力の低減 . 高効率省 エネ 照明器具

( Hf インバータ照明器具)

自然エネルギー - 太陽光発電

の採用 - 外気冷房

. ピルコンビュータによる省エネルギー制御、

省エネルギー制御 外気冷房制御ほか

. ビル管理シス テムによる 管理評価等

自然資源保全委員会 (Natural R8S0UrC8S D8f8ns8 Couci l )  

における工コオフィスへの取り組み

筆者は、1官丘、米国情報局 ( USIA) の招待により、米国の環境政

策、活動を視察するために政府、大学、自治体及び環境関連団体 を

訪問する棋会があった。 地主附昆l暖化や酸性問防止のため、自動車の

燃費規制、硫黄酸化物の排出権E問 |等さ まざまな取り組みについて

情報を得たが、特に、 エコ オフィス運動が印象的であ った。 米国は、

1993年以降大統領令により、環境に配慮した政府調達を進めてお

り、連邦施設におけるエネルギー効率と節水等が実施されている。

米国の NGOは、これより先んじて、環境にやさしいオフィスへの

取り組みを実施 している。

自然資源保全委員会 ( NRDC) は、公Z約; 有生及び環境を保誰する

ことを目的とした科学者、法伴家、環境専門家からなる非営坪l回 体

である。1970年に設立さ札琴故30万以上の会員がおり、 ニューヨ

ーク、ワ シン トン等に事務所がある。

199併f l O月に開設された1主催のワシントンオフィスは、職員48

名、総面松20.000平方フィートで、ビルの 4階及び 5階を占めてい

る。このオフィスは、 NRDCの リーダーシップを示すため、 利用可



能な最も進んだ、 コストエフェクティブな技術を利用して設言「され

た環境にやさしい、 エネルギー効率の良いものであり、また、建築

関係者向けのモデルにもなることをめざして、以下のような環境に

やさしい対策をとっている 6，7) (写真2参照) 。

- 新聞紙や大豆を利用した表面材を机等に利用

・ 揮発 性 有機溶剤をほとんど含まない、有害性のｾい塗料や接者剤

等を利用し、ホルムアルデヒド等による汚染のないクリーンな室

内大気とする

- リサイクルガラスを利用した床や天井のタイルを使用、また、カ

ーペットもナイ ロン再生品を使用

- 部屋聞を区切るパネルに採光窓をつけたり、タスク ・アンビエン

ト照明及ひ市効率照明器具を活問

- 高効率の冷蔵庫や省エネパソコンの利用

- 小麦誌のパーティクルボードを利用したイ士切用ノマネルの採用

・持続可能な森林管理を行っている企業から調達されたオサオ( オー

ク) を利用したテーフツレ等家具の利用

- 再生 コピー紙、ファイルホルダー、宝凶E等リサイクル文房具の利用

これらにより 、初期コス トは、平方フィー 卜当たり 45 ドルと通常

の35 ドルより大幅に上昇する、しかし、照明用電力の75%削減によ

り、年間12，000 ドルを節約でき、数年で回収可能で‘ ある。また、約

66 トンの二酸化炭素排出減になると計算されている。このような取

り組みの一部は、我が国でも実施されているが、 リサイクル材の仕

切パネルや、持続可能な樹木管理への画時: 等間接的な影響までも考

慮している点で、それよりも一歩進んでいると考えられる。

このような、 エコ オフィスは、ナショナル ・オデュボーン ・ソサ

エティ ーなど、まず環境関係団体を中心に急速に普及し、年間

20- 30%の割合でイ申びているとのことである。

i、、--

写真 2 NRDC オ フ ィ ス ( 会 議 室 ) の 状 況

( 注) テープル ・精子は、持続可能な森林管理によるオークを使用、天井には高効率照明、

小麦藁製のパーティクノレボードの仕切上部に採光窓がある。

おわりに

以上、 3つの例を紹介したが、ここでは、これら建物、設備等の

の優れた環境保全機能と居住性の関係について考えてみたい。 地球

環境センタ ーについては、前述のように、一吻史的には祝党的にもす

ばらしく、省エネルギー性に優れていることが認められる。 しかし、

本特集のテーマである元気になるという点については、さらに捌か

い満足度が要求されることもあり、残念ながら若干の疑問点が残ら

ざるを得ない。

例えば、省エネルギー性のクリテイカルな部分の一つである建物

関口部が小さいことについては、当然ながら長期間部屋にとどまる

と、外部と遮断され精神的にも抑圧された恐怖が生じてくる。 また、

外部型アトリウムにしても通常の空気制盤機能と 比べれば、機能的

に劣るといわざるを得ず、さらに外音11の通知l寺に蚊や筈虫の進入を

考慮する ことも必要になる。 また、間接照明は、実質的にl暗いと感

じることが多い。その他、デザインに重点を置いた結果、機能か或

る程度犠牲にな っている面が畿っか感じられる。

これらについては、当然、設計段階で予想されなかったものもあ

り、声擦を講じることによ って改善される部分もあるが、 |非!日部の

面積等はとんど改善不可能な部分もある。このために、設計段階で

環境への商[ l @: と 同時に、矛利lリl用者者凶への配慮をヨ考彦えていくことカ可可沖:才f極返めて

重要でで、あると考えるふ。 ｺ以 ｾ誌立Ｚ境への菌配 ｅ帥厄慮、と 利 用者を快適、元気にすると

いう両面が等しく考えられることカ

この点、米国のエコオフィス計匝|は、環境の保全機能と利用者へ

の配I昔、を随分と考えて作られているものと感じられた。例えば仕切

パネルの採光窓も廊下の歩行者からは覗かれない高さに設置されて

いる。また、クリプトスポリディウムも除去できる浄水器や有機栽

培の コーヒー 豆の利用まで考えられている。このような利用者とｾ境

保全をともに考え、両立させていくことが不可欠で、あると考えられる。

今後、環境にやさしい、 エネルギー効率の良い建築、デザインの

推進はもちろんのこと、その際、設計者 ・建設者の自己満足に終わ

らない、真に効率よく大気汚染物質の排出量製環境へ負荷を減らし、

継続的に改善していく機能を持った技術 ・大;J策の進歩にJ切符してい

きたい。 ( あらい しんいち)

文献

1) 平成 8 年度 環境の状悦に| 測する年次郎作

2  ) 財団法人 地球環 ｉ 克センタ一、自 ｉｬｲｬ￯ｾ 物におけるエネルギーシステムの，，Ｇ ｲｦ 両訓 Ｑ 主将作』、

ＱＹＹＷ ｾ ｦＭ

3  ) 同上、同概3E報告書、 1998年

4  ) 財団法人 地旅環境センター、 UNEP国際環境技術センター施設案内

5) ニッセイ四日 jfj ピルノマン7 レット.

6)  NR D C， NR DC  Opens Eco- Of f i ce in もVashi ngt on. 1996 

7)  NR D C， N R DC' s  Washi ngt on.  D C  Eco- Of f i ce， Tomor r ow' s  Wor kpl ace， T oday， 1996 

25 



総 論 2

「自然力J を引き出す逆転の発想

有馬 宏 明 ( 常薬学園短期大学教授)

はじめに 「自然力J とは

本誌 7 月号の特集テーマ は、 「心 と体を元気にするインテリアJ で

す。 その中で、原稿4制買された筆者には、そのサブ ・テー? である

「生活空間における自然力の取り込み方j に関連して、「先人たちの

知恵はどうだったのか? J とい うテーマが与えられました。

しかしながら、この原稿を書く lこあたって、考え直した ことがあ

ります。それは、「心と体を元気にするために自然の力を取り込むJ

いづ発想を本当に実現するためには、それに十分に応えることの

できる「場」がなければならないのに、それが木当に有るのか無い

のか、 い づ 疑 問 が生れたからです。

と言 うのは、こうしたテーマが採り上け、られる こと自体が、今日

の生活空間に自然力が失われているという状況をq併: 寄っている こと

でもあるのですが、そうした結果になるのも、そ こに、 自然力を受

け入れないような休質なり理由なりがあるからてやはないか、 t も考

えられたからてやす。 もし、 そうであるなら、油の入った容器に水を

注くやようなもの、元気の素となるはず. の水( 自然力) もはじき飛ば

されて役に立ちません。

たとえば、今日の生活空間と 言 えば、いわゆる近代都市に見られ

る住居ということになりますが、それらは皆、ギリギリのスペース

に刻み込まれ、固 い込まれています。 しかも、その中は、テーフツレ

やベットなどの家具や調度 ・イ刊号類て迎めつくされて いる音1"1屋です

し、それも、それぞれの用途に応じた部屋に分割されていて、 エア

コン、パソ コン、テレヒピピ、守ヘ、二、冷蔵庫な E の 「近代に特有な機器J ててで、や、

カか、りな〈武装されています。少々皮肉を込めてノレ ・コ ノレピュジ、ェの

き葉制定わせてもらうなら、まさに「住むための樹則。必要にして

充分な条件をぎっしり詰め合わせたシステムを持つい、う点てやは、

近{ も機器の特f款を立派に兼ね備えてし、ると 言 うべきでしょう 。

したカf って、こうした機械 ・住居は、その性質上、外部からの影

響を極力ノトさなも のに しようとする傾向があります。たとえば、防

音防湿の断熱材やアノレミ ・サッシによる 気密性の高いインテリア空

間をエアコンで管理するといった ことか らも分かるように、きわめ

て閉鎖'i(: I{"Jお阿U1EI句な空間 にな っています。もし、 こうした空間に いわ

ゆる自然カを取り込もうとすれば、その ｬ 当然力を紡ｾ ｻ ， ＧＺｬＺＧ ，し ているは

ずの悶イ本から切り取ってしまう形、 言 い換えるなら 「切り花J の形

にして持ち込むしかありません。

あるいは、そうした自然力を持ち込んだとしても、機械化 ( ?)  

された住居の空間にあっては、そのシステムの一部に組み込まれた

「部品J という形でしかなく、その役割を来たすj ; J _ ヒのものにはな

り待ません。
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これに対して、他な らね この「自然力 J 1: は、いったい何の様な

性質のものでしょうか?

まず、指摘されるのは、それが、人間にとっての単なる元気の素、

ビタミン剤のような代物ではないということです。何故なら 、私た

ち人聞は、素粒子から原子 ・分子へいたる宇宙の f:場」に地球カザー

まれ、その地球を 「場j にし て生まれた生牧市ι界を指して自然と呼

んでいるのであ って、そうした自然全体の 「営み」を指して 「自然

カJ と呼んでいるからです。決して、特定の力 ・エオ、ノレギーを指し

ているわけで、はないのてれす。

たとえば、今更、筆者が詳説するまでもない ことでしょうが、 地

球 Ｑ ｾ ｬ ｲ ＡＮｴの生物世界 ｬ ＮＺｴ、いわゆる半物質のワ イ ノレスからバクテリアな

どの単細胞、多記11IIJ包生物、陸」ニ生物へといった生物府守積み重ね な

がら、 哨字国)J 物から霊長類の人類に至るといった多くの階層ての構成

されています。 しかも、こうした生物用と生物l種は、それぞれが単

独に存在するのでやはなく、互いにきわめて複雑な 「依存関係j によ

って成り立っているので可。言 うならば、 「互いに互いを力として生

存している J ということでもあって、それらは、 一つの連環系を形

成して いるということにもなるでしょう 。 いずれにしても、これは、

如何なる生物も こうした 「自然循環J の中にあ ってこそ、生存のた

めの力を得、生存の場を得ていることを意味 しています。

「関係のデザインj

しかも、 この点で留意すぺきなのは、こうした生物世界の連環が、

それぞれに独自な結びつき方、 言い換えるなら、独自な「関係のデ

ザ、インj によ って成り立って いるということでしょうか?

たとえば、一本の樹が生育するためには、大地との結びつきで根

や幹を持ち、光合成のための太陽との関係て葉を持ち、受粉の関係

で昆虫を招く花を持つように、そ こに は、それぞれの機能に対応す

る独自な 「関係のデザインj が見られます。あるいは、そうした樹

木が、烏やリスたちにとって生きる紐となる木の実や巣を提供し、

われわれ人間には涼しい木陰や住居のための建材を括討共し、それら

が耳石支して若林となれば豊カ、な* の水源地 t もなるように、生秒J本

来の機能とは異なった 「場j でも、きわめ て多次元的な 「関係のデ

ザイン」を創って 「自然の力J となって います。

ともあれ、生物である人聞が 「自然の力j に預かろうとするなら、

山然の こt 、この様な 「自然の循環系J とそ こに見られる 「関係の

デザ、インJ を無視する ことは出来ないでしょう 。

ただし、人聞にと っての「自然の力J を考える場合、 もう 一つ留



なすべき点があります。

それは、人聞が自然と関わる上てい「道具j を使用する生物だ、 と

いうことにあります。高い枝先の果物を手に入れるために長い棒を

使い、鹿を追って弓矢を使い、土中の芋を掘るために鍬を使うよう

に、自然との関わりに常に「道共J を介在させています。 と言 うこ

とは、前節で指摘した 「関係のデザ、インJ は、人聞の場合、この道

具の性質に現われると いうことにもなります。上述の長い棒や弓矢

や鍬などが、それぞれに目的を叶えるための因果律( 関係) に従っ

たテマザインになっていること、改めて指摘するまでもないところで

しょう 。

だとするなら、少なくとも人山が生物レベノレ( ヒューマ ン ・スケ

ーノレ) で生きるために使う道具、たとえば「住居よその中の「イン

テリア空間」、あるいは、そこに組み込まれる「家具・付--f.if. J につい

て、この様な「関係のデザ、イン」ヵf求められないはずはありません。

わが国における人間と自然との交わり

事実、かつての人間の営み、他ならぬわが国の歴史には、それが

見られます。

すなわち、気候 ・風土が変化に; ・主; んだ車かな自然環境に生きたわ

が国の先祖たちは、この自然との問にきわめて友好的な関係を結び、

きわめてフレキシフツレな関係を結んでいます。

体的に言 うなら、①原自然の持つ基本的な要素を二次自然とも

言 うべき庭園空間に抽出して引き込み、 ② それ仁向かい合う住居の

柱も自然の樹林に見られる空間のリズムに従って構成されていて、

③ インテリア空間そのものも自然の樹林空間の性質によ って杭成さ

れたものになっているのです。 したがって、任瀬や界風い、 った建

具に捕かれる絵画が林聞の池泉や草花の役割を果たすものとなり、

ｲｾｴ 畠氏館跡庭園 ｪ 人工的に造形された庭園が、原自然と溶け合って見事に調和し

ている様子が窺える。

また、 ⑤ インテリア空I/¥J の中心的な施設 ( ギャラリー) となる床の

|日1に生けられた自然 「生け花」は、 ① から④ にL、たる連続した自然

空間の核 ・ エ ッ セ ンスとして、自然の生 命力を 生き さ ｉ ｾ きと象徴的に

百寄りかけています。

しかも、⑥そうした生活空間にあって、百年絵や焼き物といった調

度品や什常持員も、それぞれに自然 以;J応するデザ、インの自律した世

界を持つものとして位世づけられおり、⑦人間自身さえも、凹季の

草木を描いた友柿染めの者物を身に纏う ことで、自 然のあ ｾｬ ( フェア

リー) 1:も 言 うべき f鰐 IJ 、言 い換えるなら、自然世界の主人公を演

じるいづ他に類を見ない生活世界を創りだしている、ぃ、うこと

です。

自然と人聞が重なり得る「新しい場J

いずれにせよ、主人上のように見てくると、次に 1: 円われるのは、こ

の様な 「自然の場J 1: I人IIIJ の場J が充分に重なり得る「新しし、場J

が、現実に この円本にあり得るのか、そして、もしあるとするなら、

そこでは何の様な人たちが何の様な形でそれを実現するのか、 ぃ、

った問題です。筆者は、たまたま、そうした問題について考えてい

たところなのでこの稿を引き 受 けたのですが、近年の社会状況を見

ていくなら、それが決してｾＡ怪いものねだりではないことが分かるで

しょう 。

たとえば、よく知られていることに、ここ 20年ほどに見られる驚

くべき コンピュータの発達と個人レベルてやの普及があります。 これ

は、 ここで詳説するまでもなく、物理的な時間 ・空間取hを超えた目

に見えない「機能空間J を生みだしており、人間の仕事の大きな部

分がこれに移されつつあります。言 うならば、それは、人1mが仕事

のため に拘束されていた時間と空聞から大幅に自由になるという こ

「金閣寺」 金閣の柱と水面に映った柱と背景の木立ちのリス.ムが一体化して、全体が

樹林空間のリス.ムとなっていることに注目したい。
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とも意l床しています。

数年前、アメリカの電信電話会社 ( AT & T社) が西暦2000年ま

でに社員の半数を自宅勤務にするという計画を発表したように、経

済的な理由て"fA 7 長の都市集住型の生活に拘束される必要が無いとい

ったタイプの人たちが、次第に増加して行く傾向にあるのです。 ま

して、現在のわが国の労働人口の約95%は都市型であることを考応、

するなら、将来の日本人の居住地域と居f却杉態には、非常に大きな

変化カザL込まれるはずです。

あるいはまた、わが国中60才以上の高齢者人口は、約30%。これ

は、近代の経済機構からすると無力なリタイア組でしかないのでし

ょうが、必ずしも今日の都市に居住する必要のない人たちとして、

いわゆる長芳社会における新しい第 2 の人生を近代的な側値観に囚

われないライフ ・スタイノレを求める人たちと見るなら、 「新しい場」

に住むきわめて有力な層となるはずです。

「新しい場J の可能性

これに対して、上述の人たちに提供される 「新い、場」 となる地

域がわが国の国土に何の様なJ0て在るかと 言 うと、まず考えられる

こと t して、近代の経済的な価値を持たず捨てられている場所が挙

げられます。車競仔凋査のデータによると、農用地、市谷J -J也、工業地、

その他道路などを含めた面積が、国土の全面積に対して 21%。残り

約80%は、森林など多少の経済性は持つものの、いわゆる都市型に

開発されていない自然の領域です。

しかも、 これを実際の地図を拡げてみると良〈分かるのですが、

わが国の車両通行可能な道路網は非常に密度が高〈、高山奥地のか

なりの地域までカバー しています。筆者の目分量でしかないのです

が、生業としての利用制li値は全く無いものの、少なくとも近代的な

「京都御所 ・清涼殿」 林立する柱があたかも林間を想わせる寝殿。もし、畳座に+

二重の女性が居れば、そこに大輸の花が咲いているように想われたはず。
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生活機能とアク セスする ことのできる 地域として、ある平副支の高速

による車両通行が可能な道路を 2 キロ干由支の範囲内に持ち、生活物

資の入手が車を使って 20- 30分程度で可能になる 地域ぞチェック

していくと、実は、開発されていな い自然領域の約四一 15 %は見込

まれるのです。実面積にするとおおよそのと ころ48000平方キ ロ。近

代化 された地域から、第二次自然とも 言 うべき農用地を除いた面積

7 %と比べるなら、それぞ大きく超える巨大な商積となります。

そして、 この地域を 「自然の場」として自然に生きようとする人

たちにとって、 「新しい場」にH十うだけの最低の敷地面積を、仮に 1

世幣当たり約1000坪と想定するなら、そこには約1400万世帯が居住

可能になり、わが国の全世帯数に対する割合で見ても、約 3分の l

にキ目当するものになるのでやす。

高齢者層の活躍の場

もちろん、これは単なる初U二の計算に過ぎないものですが、それ

にしても、近代の価値観を捨ててその実利主義を逆手にとって見直

すし思いがけない世界が見えて来るものです。

たとえば、筆者は、 問、パー・ エンテ川ング・テ、、ザインの思想J (商

庖建築誌39巻 3号一 41巻 2号) い、う連載稿てや、地球自然を一つの

生体と見るとき、近代の都市文明はカ、ン細胞化 しているのではない

かという ことを十出荷した ことがあるのですが、この点については、

上述の様な近代が捨てた自然の領域にこそ、 地球自然にとっての健

康な剤則包を回復するための最も有力な手控卜かりがある、 t いうまこ

とに皮肉な結果になっています。

また、そうした領域にあっては、近代にとってお荷物になるはず

の高齢者の層が、逆に、近代都市の市民が失っている自然との対話

をより実感的により深める ことので3 る世代 t して、自然に対して

「京都大徳寺緊光院 ・花鳥図襖 ・狩里子永徳」 柱や襖の垂直線が適当なリス' ムとなっ

て、その向こうに花鳥の世界が拡がっている様子を見る趣向となっている。



より創造的により実践的に ｬｾＩｊ きかける用になると し、う、皮肉な可能

性も生まれているのです。

あるいはまた、抽象的な機能空間を仕事易とする コンピュータ世

代も、それだから こそ、逆に、 こうした自然を舞台とする生活空山

を、生理的にも精神的にもより豊かなバランスを得るための「温み

の場」としていくのではないか、 と思われます。

新しい場での「関係のデザイン」

ともあれ、近代を逆手にとった視点から生まれる この様な「新し

い場J にあって機能するはずの 11矧系のデザインJ は、どの様な性

質のものになるのでしょうか?

当然のことながら、 これまた、近代的価値観に基づく近代デザイ

ンを逆手にとって見直してみる必要がありそうです。 と言 うのも、

2章で述べているように、人|聞は生物述環の中にあって こそ 「自然

の力J を共有する ことができるという こと、 そして、そのための「関

係のデザイン」は、 4章で述べているように自然の空聞を造形的に

転化 させながら 「人聞の場」と重ねているという こt を考えるなら、

人聞をまず「生物J として位置付け、その視点から新しいデザ、イン

を考える必要があるからです。

たとえば、この主児点から見ると、「新しい場J のアク セスとなる道

は、 「けもの道」の性質を持つものとなるでしょう 。 それは、近代の

道が大量高速の通過道路だとしたら、何よりも様々な物との出会い

の道であり、そのための様々な仕掛けを多角的に工夫する道となり

ます。

あるいは、人聞が住む住居にしても、生物としての人間が桜む場

所という意味からすれば、陪たの巣j と見倣すネ見点も可能になるでし

ょう 。 そうすれば、もともと経済性のない 山岳丘陵や河川渓谷地待

緑豊かな山と青い海に挟まれた平担1也、人間の住む市街区だけが異様に白っぽく癒ぶ

たの様に見える航空写真。

を立地条件とする「新しい場J としての住居も、かえって近代的な

デザインの常識に囚われない、 きわめ て自由で大胆な工夫が生まれ

て来るはずです。 もちろん、それが自然の場の巣である五L 七、その

素材も形態も、それぞれの環境に特有な性質と最も調和したデザ、イ

ン、 言い換えるなら 、 きわめて独自なテ、、ザインになるはずです。

そしてまた、そのインテリア空間についても、同じ ことが言 える

でしょう 。 それは、わが国の伝紛内な建築 ・インテリアがそうであ

ったように、自然空聞をj A 統的に捉えた工夫がなければならないの

ですが、そ こでは、与えられた自然環境の性質を活かした壁面構成

や家具が多様に工夫されるはずですし、それがまた、英処にしかな

い独自な造形空 ｲ ｪ｜ｪｾか ｬ りだす こ とになるのです 。

当然の こと、その中の調度 ・千同鵠夏にも、そうしたインテリア空

間と共鳴する' tt l立の独白な造形カ干求められます。 そして、それは、

そこに棲む人たちにとってー品も身近かな共生者となるもので。あると

ころから、使用者自身のメンタリ ティに最もかなった、より自由な

デザインの道具にもなっていくと思われます。

終わりに

ιL上、筆者なりに考えられる「新しい場」としてのデザインの性

質についてその概略を述べましたが、 こうした性質をベースにして

体的なデザインを考えると、従来のテ可、インとは全〈性質的耳に

するものの、きわめて多様な思いがけないデザ、インが浮かんでー来る

ようです。

筆者自身は、実技: k ! Uの人1mて1まないのですが、 これからは、そう

したデザ、インを可能にする具体的なケース、あるいは、そのために

必要な具体的条件などについて考えていきたいと思っています。

( ありま ひろゆき)

海に近い場所ながら、山合いに流れる )11と道と少しばかりの集落以外はすべて緑の海と

なっている。わが国ではごくありふれた風景。
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各 論 1 1  r;緑 j を使 った 健 康 的 な 住 ま い づ 〈り

自然をとり入れた快適空間

高橋 元( ひと ・環境計画代表)

者 Ｑ Ｑ 市空 ｮ ｜ｾ や生活空間に緑があると、とても気持ちがいいことは皆

さんの実感として良く 知られた事実です。ーi両国寺に、都市居住空間

で、の緑のf 1UJ きカs見直されてきています。

住宅廻りの緑化スペースや室内の植物は普から、環境を和らげ、

浄化 し、人々の精神的な安らぎをもたらしてくれることを、人々は

実感してきたようです。特に住宅地や挫物の緑化、住居内やオフィ

ス空IMJ などの緑化の効用が判認識されています。緑の具体的な効用

は、祝党的な| 夫よさや、植物の世話をする快よさといったこと以外

に次のような点が守旨摘されています。

屋外でまとま ってあれはT放気候調整効果、 i毘葬! 蝶境改善効果、 心

理的快適性効果、生態系支援効果、 l奥党的快適性効果があり、量が

少なくても空気i字化効果、視覚的快適性効果など、さまざまな効果

が期待できるといわれています。人々や生物への恩恵は攻班の科学

で、わかっていない点を含めると計り知れないといえるでしょう 。

実際の計画での配慮

実際の建築計匝|にあたっては、まず既存のまとまった緑をなるべ

く残す工夫をしたいものです。 また小さな賜り也であっても既有括わf :

等があれば、配置計画で残したり移植できないか、 必ず一度は検討

すべきです。ド イツでは、除去した緑と同じ面積の緑を、敷地内の

緑化や建物緑化などによって取り戻すことを言問先づけている自治体

もあるといわれています。

要文地内の緑化は照り返し防止や地表面白J直の冷却効果、佐同三によ

る採風効果、火災時の火炎緩和効果など機能的な面だけでも効用が

あります。緑の効用を積極的に配置計画に前かすことはこれからの

建築計画の重要著5項といえるでしょう 。

外壁緑化

外壁緑化は者11市内の環境改善の効果とともに、日射迅蔽により外

壁の熱負荷を軽減し、建築内部のb鵠! 鎖境改善: ; ，こも役立ちます。

α苛区全体で次のような効果判明待できます。

- 植防は粉盛や化学的有害物質を1H討足してくれる( 有害物質削減効

果)

- 騒音を抑制する効果がある

- 屋中良地物は昆虫の生息地や烏の生活空I: ¥j として生物的バラ ンスを

回復してくれる( 生物的バランス[ i l ] 復効果)

・都市居住者の目の保養となる( 視党的景観改善効果)

0 住戸単位で、の効果として、次のような点があげられます。

- 紫外線によ って劣化しやすい外壁を保設し、 寿命を延ばす( タ峰

保護効果)
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• I吋艮の直射日光を遮り、熱負荷を軽減してくれる( 日射巡蔽効果)

外壁緑化の実際の効果

植物による日射逃蔽は苦から行われていますが、 具体的にはどの

くらいの日射述蔽効果があるのでしょうか。例えばツタのない コン

クリート 壁の西イJl IJでは正午から直射を受け、15時ごろには外壁の表

而弘被は45"c にも上昇します。この吸収された日身搾! ¥が室内{J[l Jに伝

わり、 1811寺頃には室内{J! IJ 表而t'il J支は3アC に達します。ツタをはわせ

た場合には、ツタの表面i毘度は若干上昇しますが、西壁への日射の

;i; 開手はほぼ完全に除かれます。 よく成長したツタのスクリーンでは

壁面からツタの先端まで、 30cm 近い空気層が形成されているよう

です。

葉の先端から壁商までの距離があるほど、また葉の被覆Et; l . か高い

ほど日射透過率は小 さく、育成状況の良いツタスク リー ンの日射透

過率は数ノマ一セントといわれています。

外壁緑化の技術的な問題

外壁緑化の技術的問題はほとんどありませんが、 l吸着組物を利用

する場合、外壁や屋根下地への根の侵入に注意する必要があります。

また、外壁緑イけ直物は干重類が多いので、その性質を知ることが犬切

です。

つる植物には常縁と落葉があり 、各々巻きつる型、 l吸着型があり

ます。常緑ではさらに下垂型があります。 また、格子の形状も植物

によ って適正があるので相応の菌鴫をする必要があります。 また、

外壁のメンテナンス上邪魔になる場合もあるので、あらかじめ外壁

から離した位置に植物を絡ませる絡子やメッシュを設置するなどの

夫も 必要になるかもしれません。

建物の緑化は考えようによっては、上回I交的低コスト でできる断熱

材、日射i函蔽システム、空気清浄システム、クーリングシステムと

いえるでしょう 。外壁緑化の要領でフェンスを縁化するのも建物廻

りの緑化の効果的な手法で、す。比般的費用をかけず繰の効用を楽し

むことができます。

室内緑化

室内の観葉植物は人の目を楽しませてくれたり、心をいやしてく

れるばかりでなく、空気中の有害物質を浄化する働きがあることが

わかっています。米国 NA S Aの研究によれば、植物は葉の小さな穴

から二酸化炭素を|吸収し、酸素と水蒸気を l吐き出す光合成のプロセ

スの一部として、空気ι1"の汚染物質を吸収するといいます。つまり

分子レベルで、吸収した有害化竿物質は無'害化 されるというわけで‘
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す。約 9m'当たり一つの体随えで、充分空気中の汚染物質を取り除

くことができるといいます。

特にホルムアルデヒド、ベンゼン、 卜リクロロエチレンなどを浄

化する効果があるといわtし NA S Aの調査では、成長の早い植防は

空気浄化に向いているといわれます。 ゴムの木、ツルニチソウ、イ

ングリ ッシュアイビ一、デイフェンパキアなどは多くの有害物質を

l吸収し、オリズルラン、フィロデンドロン属、アマリリス、ゴール

デンポ トスはホルムアルデヒド伶化の効果があり、力一ベラや菊は

ベンゼンを I吸収す る効果があるとされています。

このように植4如土人と共生することにより、心理的、柏村l的にプ

ラスの1J 1 l ) ] きをしてくれるばかりか、空気浄化 という物理的な働きも

してくれるのです。さらに、植物は室内や屋外の湿度の安定化調節

にも役立ってくれます。植物と土壌は完全な環境調和的な空調装置

を造り上げてくれるといえます。例えば一本の樹木は一日にかなり

の水の畳を蒸発させるといわR 一本のブナの木は800戸の住宅が

発生させるのと同盆の二酸化炭素を吸収するといわれます。これら

の効果は樹木だけでなく 小さな観葉植物もそれ相応にあるといえる

でし ょう。

人と自然との共存・共生は、 21世紀の新しい住まいのテーマとな

っていくことは間違いありません。 ( たかはし はじめ)
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雇譲

各 論 2 - 1 I 心の元気を生み出す生活空間] の仕掛け

音と空間

藤本 由 紀 夫 ( サ ウ ンド ・アーテイスト)

鳴き龍の体験

日光東照宮本地堂( 薬師I i 堂) は Ir鳴き古凶で有名である 。十数年

前、日光に行き、初めてそのl鳴き龍を休l殺した| 昨の驚きは忘れ られ

ない。

I1鳴き育l J とは、空間が作り出す独特な反441宅見象のーって、、、 一般

には 「フラ ッタ ー・エコ ーJ とH乎ばれる音鞘陀見象である。天井と床、

壁 と壁い 、ったような、平行に向かい合う面てや、音の反射カ可繰り返

され、独特の音色を作り出す現象をさす 。 こ の非常に単純な音草｜ｦＧｬ ｊｾ

象がなぜ夜、を鳴かせたかというと、まず、そ の響きの音色が、シン

セサイザーてや作っている 人工的な音と非常に似ていた ことて、あった。

電子音楽を専門としていた私にとって、スタジオて最先端の高価な

電子機器で作っていた音と同じような音が、意外なFfrてや休l争責できた

ことにまず1ft かされた。そして、 イ可よりもショ ックだったのは、I1鳴

き育包j の音をf木l検するためには、何の装置もいらないという事実で

ある 。御堂には当然、音響のための機器など一つ もない。 これい、

って特 色のない、木て ＢＭＨｾた建築 空間である。その空間自身が ｲｲ 鳴

き育包J 1: いう独特の音を生み出している ことに改めて驚かされた。

そしてまた、その犯柄= の音は、御堂の特定の場所で何らかの音( 手

を叩く) を出してやらないと発生しないことヵヲ周平て、あった。単純

なアクションに対して、空間が独特の音てJ; i 5 議するという事実は、

体験して初めてその面白さがわかった。

この私を魅了した東照宮の 1"，鳥き育包」を 2 - 3年前再び休l験する

機会があった。靴を脱いでワクワクしながら御堂に入ると、以前は

見学者一人一人が手を叩いて{ 本験できていたのが、僧侶が20--，- 30人

を前に、拍子木を叩き「これが| 鳴き龍ですJ 1 : 解説するシステムに

代わっていた。私はなにか物足りなさを感じた。

「音J と「響きJ

我々が「音」について考える| 時、ついつい「音楽j なり「音」の

発音源について 問題にする傾向がある 。「自動車の音J 1携，i帯電話の

音J 1波の音J 1ピアノの音J 1バイオリンの音J とい ったような。し

かし、日常の生活において、発音源の音のみをf本験していることは、

まずは t んどないと 言っ てよいだろう 。

「音を聞く」という休l験は、発音源から直接耳に伝わる振動を キ

ャッチするばかりではなく、発音源から四方八方に拡散した音波が、

その空間の様々な場所に跳ね返って複雑な3担各を辿って耳に到達す

る音も同時にキャッチしているのである 。 この空聞を巡ってたまた

ま耳に入った音の総;;f: [J が、我々には「響き」として認識される 。発

音体からの直接の 「音J 1 : ，空聞を巡った 「斡き」がイ本となって
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我々は「音響J を知党しているのである 。つまり、我々の音響休験

にとって 「空間」は単なる「音のいれものj ではなく、音の佃性を

作り上け、る 「音響装置j として重要な意味を持っているのである 。

この事実を私は rr鳴き育むと 「鷲張りの廊下」での休験を通して

実感した。 しかも I1鳴き育iLI 1: 1鴬張りの廊下」では、発音体は自

分自身なのである 。「手を日Jl <  J  1歩く」という、ごく日常的な行為に

対して 「空間」は独特な反応を示してくるために驚くのである 。 こ

の特異な現象から、日常の環境における 「音J 1: 1空間」の関係に

ついて、少 しばかり耳を研ぎすましてみると、日常の様々な空間は

それぞれ、ささやかながら ｾ Ｑｴ 特の響きを創りだしている こと がわか

る。

これ らの独自の響訟は何によ って創られているのか。それは、 ま

ず第一に 「素材」である。素材の固さ、表面の凹凸、 重さ等によっ

て音の反射の仕方がそれぞ、れ異なる 。 そして同じ素材でも、形や大

きさが異なれば、響きの度合いも変化する 。つ まり 「空間」の違い

により音も生き物のように変化するのである 。「素材j と「空間J ... 

これは建築物そ のものである。つまり 、建築を創るということは、

同H寺に独特の 「響き J も潜在的に創りだしているのである 。

しかしなが ら、建築空間自体では音は生み出さない。 その空間で

何らかの振動が発せられたn寺、その振動に対して空聞が応答するの

である 。建築空間においては、その発音源のほとんどは自分自身が

創りだしているのである 。歩いたり、話しをしたり、書類をめくっ

たり、 といった日常の動作は、自身から音が発せられ、その音に対

して空聞が 「響き」てい応答 しているのてある 。 その響きを聞くのは

自分自身に他な らなし 、。つ まり、響きそ通して、自身と空間との関

わり具合をコントロ ーノレする こt により、我々は自分自身を「興奮J

させたり「癒しJ たりする こt ができるはずであると私は考える 。

空間 というも のは、 人間に対して樹、聞な反応、を示すもので、あっ て

欲し い。そのためには、素材の多様性、形状、大きさの豊かさが「響

きj には重要な要素となる。そして また、そのような空間は人間に

対して、豊かな響きを知党て3 るアクションを要求する 。 そのアク

ションが日本では 「作法j という 言葉てやマ ニュ アノレ化 されてきたの

ではないだろうか。

「音J と「空間J

このような、微妙ではあるが豊かな響きを持った建築空聞を実際

に休験できる機会があった。ネ11
1
戸改革派村

l学校は、プロテスタン 卜・

キリスト教の中でも 一際厳格な、偶像礼拝を抱否した思想を設計に

反映させた建築空間て、ある 。 そのため、施設は装飾性を排除したシ

ンプノレな空間となっている 。 この建築空聞を、耳をそばだたせなが



神戸改革派神学校の建築空間

撮 影 松 村 芳 治

ら歩いてみると、視党とはうらはらに非常に変化に富んだ聴覚体験

を味わえる 。 それは、細部まで丁寧に設計された「素材J ゃ「形状」

「ヴォリ ュー ムJ の変化のさせ方により、場所場fi J i て角の響きが微妙

に異なっているのである 。 この ｦ 此ｾ Ｎ少なｾｾきに耳を集中させようとす

ると、響きのもとである発音源の自分の歩き方が自然に落ち着いた

動作になっているのに気づいた。「作法」というものは本来そういう

ものなのであろう 。

この建築空間には ことさら私を癒すような「音楽J も「音」も存

在しない。 自分が発する足音や、外から伝わってくる自動車の音な

どが、建築空間の様々な場所に反射して私の耳にやさしく 諮 りかけ

てくるのである 。「響き」を手掛かりに自分て自分を コントローノレし

ているのである 。人間 t 空間との間てや、聴、党を通してフィードパッ

クを繰り返す ことにより、我々は我々自身を元気づけることができ

るのである 。

このような、人聞と建築空間の関係、を、聴党を通して考えて、私

が制作したのが、南芦屋浜の県営住宅のエントランス ・ピロティで

ある 。 この空聞を制作するにあた っては、神戸改革派神学校での体

南芦 屋 浜コミュニティ&アー ト計画

暖昧な空間 wal l-l loor-mall ceiling/ 旗本由紀夫

験がきっかけとな った。

株、床、天井は異な った素材で構成した。 そして壁にはわずかば

かりの勾配がつけられている 。一見何の特徴もないシンプルな空間

であるが、空間内の犠-々 な場所では、わずかながら「見え方J 1: r聞

こえ方j が変化する 。毎日通過する空間ではあるが、ある日ふし

このf制少な変化に気づく人がいたらと考えて制作した空間である 。

そのためには、やはり 一種の「作法」が必要となる 。強制lてやはな

く自然に この円乍法J を身に付けた人は、空間とのささやかな関わ

りにおいて、自分自身を元気つ' けられる こt ができるのではないfご

ろうカ、。

「この音はよくないJ rこの音は心地良いJ とい った判断で、発音

源そのものカT評価タ「象になることが多い。 しかしながら、 FI'': 往生活

において我々が聞いている音というものは、発音源そのものではな

く、空間が創りだしている音であるこ t を認識すべきてある 。 そし

てまた、発音源自身も他ならね、自分自身がほとんど制りだしてい

るこt を自覚すべきてーはないだろうか。

(ふじも t ゆ きお)
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穆

各 論 2 - 2 1 心 の元 気 を 生 み出 す 生 活空 間 の 仕 掛 け

香りの空間一心象を遊ぶ

畑 正 高( 側松栄堂代表取締役専務)

膜覚と匂い

香りを楽しむためという明確なコンセプ卜に基づいて建てられた

建物は、歴史: _ t にどれほど存在するのでしょうか。

ぢんこうてい

唐の時代、玄宗皇帝が寵愛する楊12妃のために建てた 「沈香亭J

ｾんこうぽ〈

ぃ、う建物は、白檀やii ¥: ; 香木をふんだんに使い、壁面には丁字など

の香料が塗られていた t し、います。南方の国々から運ばれてくる立

重な香料を建築材として選ぶなど、授を尽くした発想に改めて鳴き

を感じてはいるのですが、はたして この豪勢な香料の館て、E れだけ

香りを楽しむ ことができたのか、少々不思議に感じる ことがありま

す。

昨今、香りに対する関心がとても高まっています。 その一方で‘ 、

l県党と匂いの|矧系に関しての考察があまりなされていない事が心配

です。人聞が持ち合わせた五感の "1:
1
で、他の器官に比怯して唆党が

顕著に持つ特質があります。視党や聴党などとは遠い、 l臭覚は、恒

久的に存在する環境仁とても容易に! 闘志するい、うことです。

鼻は自分を取り巻く匂いに対して簡単に慣れてしまうのですが、

その一方で1新しい刺激に対しては敏感に反応する事ができるのです。

このことによ って、私たち人聞は日常生活を穏やかに送ることがで

きます。毎日自分の家の匂いを感じ続けるような ことはありえない

のです。

前述の「沈香亭」が庶民の話i盟に上ることはあ っても、そこに住

んだ人が香りをどれほど楽しみ続けたか、はなはだ境問に思う理由

はこ こにあるのです。

占ド

「香の座敷J

日本においては、室111]11靴中期に「香の即刻が登場いたします。

15'世紀後半、 i各中は打ち続〈応仁の乱によって焼りただれていたよ

うですし、戦乱を避けて多くの公家や文化人たちは安住の地を求め

て地方へのがれていました。

足利 8代将軍義政を中心に同朋衆と呼ばれた人々は閑静な東山の

麓に寄り合い、文化サロンを形成しました。 この人々によって営ま

とうく・どう

れた建築物が、「銀協uや「及球堂J として今日まで伝承されている

のです。

創建当時の建造物はわずかこの二つのみ となっていますが、古文

書によります t 十二の堂溶があったといいます。とても興味深い こ

とには、その一つ一つが、 とても l州在な コンセプ卜に基づいて建築

されていたようなのです。「東求堂J Iま仏殿として考えられていまし

たし、それに隣接する四畳半の部屋は茶処として使用されたと 言い

どう口んさい

ます。今 日まで室町文化の趣を伝える国宝の「同仁斎J がこれにあ

たります。

夏目、涼を求めた舟卜と船宿もあったようです。そのーっとして、

いずみどの

池の上に張り出すように造られた「泉殿J と呼ばれた香の座敷があ

ろうせいてい

ったのです。今 日、銀閣寺の境内では「弄清亭j として知られてい

ますが、残念なことに度重なる火災に見舞われ、明治期に再建され

た物カ宅見存しているのです。適度な温度が香りを楽しむためにとて

も重要だったようですし、花頭口の位置や床の間の趣など、多くの

夫を凝らしていた様子がうかがえます。

..#-
ι  

東 山 殿 泉 殿 の 図
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香りがもたらす心象の広力、り

香りのための建築てあっても、この香の座敷は、玄宗皇帝の夢の

館とは全〈趣を異にしています。建物自身に香料材料をふんだんに

使用したのではなく、人々が寄り合い「香J の香りを楽しむために

様々な工夫を凝らして造った物なので。す。大変貴重な設;従 来 を ほ

んの少量加熱し、その香りを参会者が共有しながら鑑賞するのです

が、天然の香りに触れることによって、季節感や美意識古典文学

など、様々な情景をイメージの世界で楽しんだようです。 この空聞

から生まれた独特の様式が、香道として伝承されるようにな ったの

です。 ここでは、香りはあくまでき っかけて許しかなく、人々は香り

を楽しみながら、心象の中に広がる想像の世界を創造し、時空を建

立したのです。

「視覚情報依存過多症候群J

今世紀末を迎えて、 とても混迷の色をi*めている現代日本の社会

ですが、私は、その症状を「視党情報依存過多症{ 向洋J t 名イ寸けて

います。今日のような情報化社会において、正確て予庁し L、情報に対

する価値観がきっちり碓立されるようになってきてはいるのですが、

各種情報の持っている本質的な' 性絡とそれを収集する感党器官の特

質をよく理解していないと、結果的には作為的な情報に振り回され

ることとなってしまうのです。祝党に訴える情報、中でも写兵やl映

像は、その残存性 ・具体性や瞬間的情報量の多さに圧倒的な強みを

持っています。私たちは、加速度的に進展してきた近代化の波に抑

し流きれながら、無意識のうちに情報収集手段として、 とても安易

に祝党に依存するようになってしまったのではないでしょうか。

このような環境の中にあって、香りの存在と l県覚のもてる可能性

に目を向けるなら、これは視党をも含んだ五感のバランスの再構築

でなくてはならないと感じるのです。短絡的なファッション性や表

面的な知識情報にのみ惑わされるのではなし l床党 ・触党 ・聴党と

ともにそれぞれの特性そよく通! 解して見つめ、再配置をしていくこ

とによって、第六の感覚まで呼び党ますことが可能になるのではな

どと期待もしてしまいます。

香りを生活空間に生かす

香りは、その存在自体は、単なるハードウェアでしかないい、う

ことに気づいていただけたでしょうか。香りという具体的な存在を

認識することによって、その向こうに広がる抽象の世界をいかに押

し広げていけるか、このことは私たち一人一人が持ち合わせるソフ

トウェアにかかっているのです。沈香亭のように賛を尽くして香料

お香( インセンス) を気軽に楽しむ

香 席 香 を 聞 く

を集めることで香りの持つ力を享受て3 るのではなく、香りを楽し

むに相応しい空聞を持つことによ って、香りとの出会いがもたらす

心象の広がりこそが、本当の意味で心と体を元気にする香りの可能

性ではないかと考えています。 そしてその空間に於いては、他の感

覚務官も常に活発に活動を続け、人間性豊かな時の流れを感じるこ

とが出来るのではないでしょうか。

香りに対する関心が急激に高まっている現代の日本社会において

こそ、 もっ と本質的な部分で、香りを生活の中に生かす工夫を学iぎな

ければならないと、少々の危恨を感じている次第です。

(はた まちたか)
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各 論 2 - 3 I 心 の元 気 を 生 み 出 す 生 活空間 の仕 掛 け

光 と 空 間

田村 利 夫( ! 照明作家)

光について

心の元気を生み出す仕掛けを考える前に我々人聞は光がなければ

建物も、花も木も、空間も認識する ことが出来ない ことを忘れては

ならない。

この光は周知の様に、自然光と人工光の 2干重類に分かれる。 自然

光は太陽の光と火による光である 。 そして人工光は、人工光源によ

って生みI f，される光である 。 この人工光源、歴史は百年少々である

が、現在数万種類を こす光源があるといわれている 。今や これらの

人工光が閣を制しているい、 つでも 言い過ぎてーはない。闘を制する

ことにより生じてきているさまざまな問題の中に心のス トレスも含

まれるのではないだろうか。

自然光は人間だけではなくすべての生命に対し、さまざまな形で

エオ、ノレギーを似拾してくれるが、一方、人工光はエオ、ノレギーを消費

している ことも宏、れてはいけなし、。

太陽は朝昇り始めてから夕方沈むまで、少しずつ光の色を変化さ

せている 。朝日の爽やかなl暖色はエオ、ノレギーを感じさせ、畳の白色

IJ . 活到H惑、夕方のオレンジ色は寛ぎ t 楽しさを感じさせてくれる 。

一日の太陽光の変化は、人間の情緒的な面にも草升撃を与えているの

である 。

廊下などに設けられた天窓からの光は、奥行感や誘導効果がある
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光と空間

自然光は時に

我唱を魅了する

町家は京都の奏家

撮影 荒木事長久

フランク ・ロイド ・ライ トやノレイス ・カーンといった建築家達は、

外光をどの様に制御し、空間に導き入れるかに大変な努力とや1
1
経を

使い建幼を設計を したと 言われるが、それは光が空間において いか

に重要で、あるかそ再認識させられる 。建物は、壁を建てる ことから

始まり、それらで仕切られたと ころに空間が出現する 。 その壁や天

井に E のように窓や開口を設け、時にはダイレクトに、時には間接

的に、あるいは何かを透過させる ことにより、外光を取り込み、最

終的に光が、その部屋の一部になり、快適で心地よい空聞を作り出

すわけである 。 じつは これが照明設計の基本であり、人工光を大量

に使い、影のない均一な空1111を作り 出すことでやはない。

同左



代表的な日本建築である京都の町家で外光の取り入れ方を見てみ

ると、外部に面した大きな間戸から入った光は出剥則をへて、座敷へ

と導かれる 。 その聞に、すだれや障子などで光は拡散され、 畳を照

らし、座敷全体を包み込んでしる 。 また、障子などとともに軒は夏

の直射を避け、冬li 陽射しを奥まで招き入れる役目を果たしている 。

そして障子などの拡散面は視覚的な明るさをもた らし、 実際の照度

より暗さを感じさせない。

廊下や通り庭などに設けられた天窓( トップライト) は奥行き感

と、誘導効果がある 。夏場に行う道具替 えは、障子から葦戸 に替え

ることにより光だけでなく、風も招き入れ、笠智( よしず) の細か

な隙聞は夏の強い陽射しを? 心地よいきらめきに変えてくれるのであ

る。

光を使ったストレス解消法

自然光の一種である火を使ったリラックスの方法を紹介すると、

まず、食卓の上にロ ーソクやアル コーノレランプを置き、 室の照明を

l培くし、食事 を楽しむ。 これは多くの方が経時対斉みだと思いますが、

火のもつ適度な輝度感と、炎のゆらめき、オレンジ色の光が食事を

より美味し〈楽しくさせてくれます。

次は風呂てや古い洗面器などにロ ーソクを立て、浴室の隅に置き、

温めのお湯にゆ っ くりとつかってみると、湯気の中でゆらめく炎が

より幻想的な雰囲気 をつくり、体の疲れ t ともに心の疲れも癒やし

てくれるはずです。

マンションなどでどうしてもロ ー ソクを使う こ とカ ｾ ｻ ￋ しい場合、

洗面所の照明だけでや入浴すれば近い効果は得られます。最後は庭や

ベランダなどで楽しむ方法だが、 少し大 きめの鉢や、深めのガラス

の器などに水を取り、浮き ロー ソクを 3 - 4個浮かし、それを庭な

どの適当なところに置き、 室の照明を消して楽しみます。* に映り

込むロ ーソクの炎と、炎により優しく照らし出された草花が畳とは

異なった表|育を見せてくれるとともに、 心の元気 も取りもどせるか

もしれません。 ( くれやれも火の取り扱いに1ifp注意を)

*  *  

我々人聞は、 もともと自然のサイクノレの中で生きている ことを再

認識すると同時に、間もたんに制する のではなく、楽しむ ことも大

切である 。

、この家が私を育て、教育してくれるんです九 これは紹介 した町

家に住まわれている方の言葉である 。建築設計に携わる人々は、光

が空聞を構成する大きな要素としてもっと自然光を採り入れる こと

を計匝|の段階から考えてみる 必要があるのではないだろうか。

(たむら としお/ AZ U設計工房代表)

畳 によって反射された自 然光はより優 しさを増す

影の演出が、光空間の質を高める

liiI 

F章子や格子戸は自然光を函光源に変化させる
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各 論 2 - 4 I 心 の元気を生み出 す 生活 空間 の仕 掛 け

食ともてなしの空間

一 一大植 宏氏( サロン・ド ・オトワ) に聞く 一 一

大阪の北摂、緑の山問。市街地から車で約 l 時間、郊外の住宅地を抜

け、舗装された山道のたくさんのカーフを曲がり、そろそろかな、と思う

頃に到着です。石垣の小道を上がり、大きく開かれた門をくぐる時、まる

で知人の家を訪れたような気がします。ここが一軒家レストラン「サ ロン・

ド・オ卜ワ J。迎えて下さるのは、オーナーシェフの大植氏です。心地よい

音楽とともに、あれこれお話を伺いました。

「食J は五感の楽しみ

人間にとって、「食べる」こ t は一番重要なことてすが、人聞が文

化を持ったり、遊んだりするなかで、「食べる j ことは、同時に、五

感で楽しめること、だと思うのです。

私自身カ準ト理の世界に入ったのは、自分で何かを作りたかったか

らです。ラジオでフランス人シェフが、「自分カサZ京へ来て料理を作

っても、自分の料理表現の30%でしかなし、J い、うのを聞いて、料

理 t いうのはただ食べるだけでなく、おもてなしの部分があること、

五J惑すべてで感じながら食ペる、 血lの上以外の要素が非常に強い、

t 知りました。そのあたりの表現を自分で出来る、 と思いました。

フランスへ料理の修行に行って、自分が表現すること はこれだと

強烈にうけとめ、帰ってからしばらくは、食に関わる周辺のイベン

卜やパーティーを企画して、自分の料理を食べてもら っていたりし

ていました。初めは街中に出店することも考えたのですが、それで

はたんなるフランス料理店になってしまう 。 ここ上音羽の家で、予

約の一 日一組だけのお客様に料- 理をお出しすることにより、自分の

表現したいエスプリを最大限に出すことが出来ました。お客様もゆ

っ くりと究いでいかれます。場所も、幸i主踏から異次元に入っていく

のに、速すぎず近すぎず、という距離にあります。

こちらへ来て、 美味しいものを食べることιUニに、 自然の中の寛

いだ空間でストレスを解消していただければ、 t 思います。いきな

サロン・ド ・オ卜ワ (大植家) の外観

38 磁 築 と 社 会 ・l 捌 7

りお食事を差 し上げるのでなく 、お天気が良ければ庭を歩き、相 l室

でお茶を飲み、 気分を和らげ、好きで、集めたギャラリーの品を見て

もら ったり、それから、料理を召し上がっていただくのです。美l床

しく食べる、楽しく食べるために、 音楽も流れを考えて順擦を組ん

でいます。

「食べるJ 空間について

お客様をもてなすこの空聞を作るため、 長い|侍聞をかけました。

家 自体は8年前に建て直したもので、手11室は150年前の旧建物 t 同

じ、景色を取り込めるレイアウトです。建築自体に対しては設計の

小田切さんに具体的な事は何も 言わなかったのですが、相 l室にコ ン

セントなどの近代文化の気配を見せないでください、 とだけお願い

しました。 リピンク守の空間についても、 一番好きな安藤忠雄さんの

コシノヒロコ邸の「空気2il.It; J を作ってほしいとだけ注文しました。

うまく高さを作って、光取りの窓のある、いい縦空I':，r] がで き上がり

ました。 この縦空聞が活きるよう、 鳥が舞い下りるイメー ジの虫却庄

階段は、私がこ Tごわ ったものです。

家具やオ ーディオは建物より前に決ま っていました。特にこのオ

ーディオ( テマンマークのパング ・アンド ・オノレフセ ン) は、機能は

もちろんのこと、生活の中に入り込むデザイン感党がすば らしいの

です。調和が単体として臨し出せるのです。 そしてマ ッキン トッシ

ュの家具。 いい緊張感を与えてくれる 気持ち良さが伝わります。家

具 iま，使ってこそのも のですから、カ ッシーナの椅子は東京のショ

ーノレームに行くたびに、 1時間くらいズーっ と座って決めました。

本当に長続きのする快適さを生み出したいと思っています。建ち

上がってからは、施主が責任を持って住まいこなし、 家を生かして

いかなければ、 t 思っています。

客はまず座敷に通り庭の景色を楽しむ



サロン ・ド・オトワ

大阪府茨木市上音羽2- 1 T E L 0726- 49- 3017 F AX 0726- 49- 0155 

北大阪ネ オポ リス線千単中央駅 より余野行パスで約40分。

名神高速道路茨木 IC より阜で約30分。

営 業11寺UHは盆の剖111: 00- 16: 00 夜の部17 ・00- 23 :  00 

予約は 4 日iiii までに 屯 訴か F A X で。 無 休。

コースは畳の部のみ一人13，000PI より、夜の剖lは一 人17，00WI より。

ギャラリーを兼ねたリヒ'ンク'ルーム。 右奥に 2 ，皆へ上る螺旋階段 がみえる

サロンのもてなし

お客様は多彩です。若い方か ら最高85歳の方まて来 られます。料

理は強し、仕込みはせずに、お顔 を拝見した上で食器も合わせて考え、

出していきます。一 日に一組だけのお客様ですから、その方だけに

集中できます。

お客様を満足させるブデ法論はたくさんあります。女性の方には、

お帰り の際にテ ーブルの花を差 し上げると 喜ばれます。花自体も 、

都心か らラ|そら れる年輩の方には庭や野山の花を、 若 い方にはオ臼霊に

オーダーして撃やカ、な花を使ったりします。

器は、揃えたも のを使 うことは少なく、隣の人とは違ったもの、

同じ作家の ものでも絵柄違い色違い、などを楽しんでも らっ ていま

す。 レストランではなく、サロンですから、楽しみの種は多いほど

いいと思います。素材も 土地の山野菜や猪、鹿を用いたり 、炭もこ

の山の木を焼いたものを使っています。

フランスで一番学んだのは、いかにお客を楽しませるか、そ して

それ以上に、客の方も食べて楽 しんでやろうとし、う意欲を持ってい

ることです。 日本人のうちに向けた美意識し西駄の積極的な楽し

み方を、バランスよく 表現で言た ら、 と思います。

これからも 上手 な楽しみ方を、お客様と 一緒に求めていこうと思

っています。 (談)

(1111き手 壬i川 jJ -f- / 編集委L - t ・インテリアデザイナー)
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各 論 2 - 5 I 心の元気を生み出す生続空間の仕 掛け

技- 自然に暮らす、道具と生活

一一エルマー・ウ守アインマイヤー氏( ギャラリー日々 ) に聞く 一一

エノレマ一氏は、大学時代に京都てい哲学を学んだ後、 ドイツに戻り、

ふたたび来 円し、京都の大学「で語学を教える。ま た、日本の文化に

関するエ ッセイを害き、 日本の漆器、陶器な どの 「良さ J をヨーロ

ツノ f の人々に伝えるなど、日本とド イツの文化の架け橋としての役

訓をよ|主たして いる 。 そんな忙しい FI 々をおくる エノレマ一氏に、闘訓ー

と!-I 本の自然組、道具と生活などについて語ってもらった。

欧米と日本の自然観

一一ドイツのご出身ですが今は日本にお住まいですね。日本と ドイツ では

自然に対する考え方に違いがあると思われますか。

一 散 ￭ ｬ ｾ ｊ に日 本 人は自 然と共に生活し、 ヨ ー ロ ヅパの 人々、例えば

ドイツ人は自然を征服してきたなどと 言われますが、そのような比

較は昔の FI 本と 今のドイツ とを比ぺて いるようなも のであまり芯、l床

がありません。むしろ昔のドイツと背の H本の生活を比べると 非常

に似ていたように思います 。 ＱＹｉｊ えば Ｕ Ｍ Ｑ 止 ｦｦ［ 己頃までドイツの人々は ｉ ｾ

然や姐りの蹴境に非市に気を使いながら生活をしてきました。それ

は卜|本と同じです。でも焦点を現代に当てると、 ドイツの人の方が

日本人よりも自然を気に している人が多いように感じます。

もちろ ん日本でも問題意識を持っている 人は多いと 思います。特

に建築や工芸の世界にし、る人たちは敏感ですが、ーづ般の人々 の12識

カT薄いような気がしますね。日本人は自然を遠くに置きたいのでは

ないだろうかという印象さえ受けるのです。 自然に対する管理主義

が進んで. いると思いますね。

円本にはも ともと 伝統的に「自然は自然のまま J い 、う考えがあ

った と思う のですが、 それは明治以降、特に戦後大 きく変わっ てし

まいました。 ヨーロ ッパでは人間の力で自然を支配 しようという 考

え方が発達したのと同時に、人間のそうした力を jJPlIl lJ しようという

力が常に同時進行て澗j いてきて、バラ ンスを取りなが ら現代に至 る

のですが、日本は急激な技術力の進歩の陰でそうしたバランスを取

るのに苦 しんでいるように思います。

手n辻哲郎の「風土J によれば、日本の自然は人間にとって恵み多

〈豊かであると同時に大いなる脅威ともなり得ました。そこで日本

人は恵みに対 しては自然に対する敬愛の念を抱〈 一方で、、脅威に対

してはただ黙って耐えるしかないという受け身の姿勢を取らざるを

得ませんでした。ても技術が進歩して自然を コントロ ーノレて申告るカ

が培われると、人々はやっと自然の科威となる部分、嫌な部分を抑

えられるようになり自然に対して過剰防衛にな ってきているのでは

ないでしょうか。

円本の住宅は昔と異なって今では外( 自然) に対して非常に締め

切った空間になっていますね。 その1' 1' で温度が市い" 郁朗には除湿を
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する、気慌が高い t きにはクーラー をかりるというのが、 一般の人

の 日常的な生活にな ってき ていると思います。

一一日本とドイ ツの自然を比べるとどうでしょう 。

植物にとっては日本の自然は非常に豊かです。例えば北海道から

沖縄まて¥通してみると非常に 多種多様な植物が見 られます。 これは

ドイツには無いことですね。 なのに人々の住んでいる身近なところ

に花がｾ眠い の です 。 もちろん 山に 行けば花はたくさんありますよ。

でも日常生活においては、花屋さんに行って南洋産の花を買って来

る。

ドイツの自然は長い|問、人聞と共同生活を してきた自勿? であっ て、

その自然にはほとん E 人間の手が入っています。 そうしづ意味てやは

人工的な 自然なのですが、そ の自然 と人聞は長い間非常にイ中良くや

ってきたんです。仔IJ えLt: 'c'こにてやもハイキングできるような身近な

自然があって、目指' 的に花を摘んで帰って来てそれを花瓶に入れる、

というような形てや、人々は今でも自然ぞ生活にうまく取り入れてい

ます。 日本には人の手が入っていない自然がまだまだたくさん残っ

ていますが、逆に人の住んて¥、る身近な部分てやは完全 に自然を支配

しているようにも，思います。

日本の「道具J の文化

ー一自然を生活に取り入れるというお話がありましたが、ご自身のお住ま

いについての工夫をお聞かせください。特に例えば今インタヒ.ユーをさせ

ていただいているお部屋は畳敷で、窓には薩摩すだれがかかっていて、伝

統的な道具による工夫をしていらっしゃるようにお見受けしますが。

こ の薩摩す だれはｾｦｬｕ｜さんに寸法をい っ て作ってもら っ たんです 。

普通の簾よりもかなり 太 L、でしょう 。職人さんには「面禁武士のよう

に強いんだと教え られました。

これは個人的な話になりますが、程、は職人文化に非常に興味があ

るのです。特に日本の職人文化に対して。 日本ほど工芸や職人の手

仕事が優れた国はないと思います。 いわゆる「道具」の文化 は世界

的に見て日本は非常に優・れています。 日本人は道具と人間の生活と

のつなぎ方が非常にうまいということです。 ウォークマンもそうで

すよね俣) 。畳の部屋のイ郎、方、食卓や布団によるしつらえ、食器

にしても器で遊ぶい、う感貸与 そういった道具の使い方が日本人は

非常にうまいし、そうした伝統的な道具には今でもすばらしい物が

職人文化として残っています。例えば鋸や鈍などの大工道具 は日本

の物が一番素材の美 しさを号| き出すことが出来ると思います。良い

仕事のためだけに日本製の刃物を使うというドイツの職人を知って

いますよ 。

また漆器の技術も非常に良い物が残っ ていますね。私は昔からあ



る技や知恵、に興味を持って、良い物を見る ことは犬切な ことだと思

うのていす。仔IJ えばそのような漆器を円常の生活に取り入れてみては

どうでしょう。確かに非常に高い技祁πザ作られた漆器は大量生産さ

れたプラスチックの椀に比べれば:iil I i 格も高いのですが、 30年もつ こ

とを考えれば決して高くない t 思います。 もちろんプラスチックの

椀が悪いと思って いるわけではありません。: k - ' . Y l 生産の椀は現代の

業化 された大量生産の時代には非常に「自然な j ものです。 それ

よりも私には「本物らしく見せたJ まがし、ものの漆器のほうが非常

にわざとらしし、ものに感じられます。杉柾fごと思っていた天井を触

ってみたら印刷だったというとき、初、はそ こlこ非常に不自然なもの

を感じます。

自然の素材を活かし自然に暮らす

ところで1i 誕、自然の木をそのままの形てや使った椅子のようなも

のに人気が集まったりしていますね。一方にはシックハウスのよう

なものがあって、そ こに疲れた人たちが何か新しいものを求めよう

というときに非常に極端な方向に走るように思うのです。例え 1;( 東

南アジアの能や自然を感じさせる木の根っ こなどをほとんど信仰に

近いような形てや住まいに持ち込んで‘ 慰めを感じていたりします。 こ

れは心理立1".) にはよく理解て》るのですが、 もの作りの文化 にとって

はあまり歓迎された ことではありません。 ものに救いを求めるよう

な姿勢には気をつけなければならないと忠います。

初、は近代化 を踏まえながらも良心的に手て物を作ろうとし、う職人

の動きに魅力を感じています。 ぃ、うのは今の時代すべてのエ躍を

昔ながらの手法で作るのは無理ですし、不自然で、もありますから、

現代の技術をうまく取り入れているものに興味があるのです。 そこ

から出てきたものは完全に自然なものというわけではないですが非

窓には薩摩すだれが掛かり、部屋には和紙でつくられた照明器具が置かれてある

常に魅力的てすO

A 、和、が注目しているのはドイツ食器を作っている 5 人の職人の

工房です。 もちろん手作りなんてれすが、電動ろくろを使ってカ。ス窯

で焼いています。

tお丘の日 :本の若い陶工さんの中で気になるのは、ろくろ目を残し

てわざと形をいびつにしてみるような傾向があるのです。大立生産

で完壁な形のものが出来るから面白くないとし 、ってくずす。 それが

「自然J だいづ既成概念があるように思います。 それによって自

然を思い起 こさせようとしているのでしょうが、私にとってはそれ

は非常に人工的に思えます。 わざとらしいものに感じるんてすね。

自然のようで自然でない、 l盛を通した自然ですね。

英語の NATURAL にはいわゆる「自然のJ 1: Lづ意味と 「無型

のなし、」とか「自発的なJ というような意味がありますが、私はそ

のような無理の無さ、わざとらしくないものに惹かれます。「自然にJ

暮らす。 これには両方の意味があるのです。無理なく自然に暮ら し

ていいその中でできれば自然の素材を活か したものを身近な生活

の中に取り込んでし、〈 。例えば食器や家具、畳の部屋なんかもそう

ですね。 そのうち「自然」に対しての意識も高くなる 。 こういった

住まい方が理想ではないでしょうか。

良い家に住んでいる人はその廻りにあるもの、食事や住まいを取

り巻〈自然といったものに対しでも 「自然にJ 興味を持っていくよ

うになるのだと思います。 ( 談)

( 聞き手 商印刷I F- / 編集委 H . 大林組)

ギャラリ ー 「日々 J

J;¥r.l 1市中京区新fぅ) L j昌二粂 lソ レ

TEL075-256-1270 

FAX075-256-1255 

ギャラリ一見学 を希虫の }J li 、，jij もって上記にご述給 F さい。

ギャラリー「日々」に置かれている陶器の数4
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「独楽蔵Jが創る元気な空間

各 論 3

一 一星 野 厚 雄氏 ( 独楽蔵代表) に 聞 く 一 一

星野厚雄氏

今現在はね、を入れて 4 人て。す。所員には、実務への対応、アピー

ノレ能力、マス コミへの対応、仕事の発掘、計画、実施、監理まで誰

もがすべてを こなせるよう指導をしています。 これ らの内容を自己

管理シー トい、うものを作って所員の自己採点と私の言刑而によって

その達成度引信悲して L、〈方法を取っています。所員 が仕事を取っ

てきたりもしますよ 。 とにかくあらゆる面で実践主義なのです。私

自身、学生1I寺イ七決して優等生ではなヵ、った。大学て身につ いたも の

は何一つ ないし、むしろそれ以外て半 んだことの方が役に立ってい

るくらいです。 学校やメテV アは視党的なことを中心に教えます。

しかし私は五感のうちでも! 他党が特に大事だと考えています。材料

を手にして実際に作ってみる。そこで所員には、煙突帰除、校

し、薪の割り方、堆肥の作り方、芝生の育て方、そんな実体験をこ

の独楽蔵の』加也全体で仕事と してさせています。 そんな行為の中で

生きた空間性をf科 専していくように指導しています。作品の中にも

我々の手て1乍ったものがし、くつもあります。 また私自身、スケッチ

をかなり描きます。初、はテ キサス の田舎IIITが好きでこ の前も行って

ろ

「建築」の世界は、社会そのものの中へ浸透、同化し見えにくくなって

いる、といわれている 。これはむしろ 連綿とそうであった にもかかわら

ず、近代建築がその狭義の領域性に拘泥し、自己を参照しつづけてしまっ

たからである。オモシロゲな技術や理論的背景も百花綴乱するが、どうも

具体性に乏しく企業論理やメディアの話題作りへの関与に留まる。リアリ

ティのなさが元気 (社会のためになにかやろうという ) を触発しないので

ある 。 しかし、試みの中には、ホンモノを感じるものもある 。病弊化した

都市を治癒することは他人事ではなくなっているのだ。

われわれの生きる環境を「住宅J という装置によ って見直し、人らしさ

を復権しようとする、「元気な」建築家がいる。「独楽蔵J 星野厚雄氏は東

京の郊外、埼玉県の入間にホームグラウンドを持ち、全国津々浦々に「住

むことの楽しさ J を発信している。場所に潜在する「元気j の根を綴り起

こし、着実に文化として熟成させていく 。「楽しい住まい」の道先案内人と

して注目され続けている。そうした氏のリアルな取り組みを紹介する。

多くの作品を通して、流行にとらわれない元気な表現が注目されてし

ますが。

平凡を磨く

私は、理論などを構築して権威を持たせるようなやり方の、いわ

スケッチを随分描いてきたのですが、私にとって描くということは

即ち風景を体に取り込む ことな のです。 テキサスて'1;): 人聞が風景、と

自然の一昔11 という感じがします。ハー ドなトレーニングによって何

かを極めるように、描けば描く I H' 風景が体にしみ込んでくる 。喰

えていえば円空が仏 ｻ 象を彫り つづ けることて Ｑ 可かをホｾめようとした、

ば建築村みt.:. ，、なものはあまり信用していません。む しろ否定的で

すね。歴史や風土に培われた正直さや世相、外的条件から見えてく

る流行歌のようなものカ f私のベー スとし、えるかもしれなし、。物司- .に

は必ず人間にとって良いものとそうでないものがある。それを見抜

というようなことに共感守党えるのですよ 。 その反面、品丘のコン

ピュータ一、あれは信用できなし、。同じ枠の中でのレー スに過ぎな

ぃ、う感じがします。私は施王 にプレゼンテ ー ションをすると

き、 こんな風に腐a風 状の本のようにし てイメ ー ジをまとめるのです。

毎回形を変えて、そのとき に応じてスケ ッチや ことばを綴る 。 これ

は施主に こち らのハート の温度を伝えようと考えた ことです。

き、形や素材そして空間へと高めたいと思っています。 それはとて

も平凡なことだけど、回叶| 生がある 。 平j- しを磨くのです。 日本人は

自分自身の住み方や生き方をどうも照れて隠 してしまう 。 それを引

、

、
し

き出して強制してあげるのです。ほかの誰にもないその人だけの動

作のようなものを形にするのです。つ まりそれが「イ土佐トける」とい

うことです。 パフツレを通しでも時代的によいものは残っている 。 そ

こに含まれない何か欠けてしまった部分を見ようとしているのです。

この新しい独楽蔵は 10年前、芝生を貼った人工地盤をつくって土

(  R  LI ト1A

f  

イラスト・テキサスの風景

一一一独楽蔵はどのように活動しているのですか。
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施主への想いを込めたスケッチ集

左はボクシングジム、右は星野氏のプライベートオフィス、下はリピンク.ルーム、

若手造形の問に緑が割って入る

地の有殻坪l聞を しようという ことで、 15i:J 二間住み慣れた以前のアト

リエを壊して新築したものです。独楽蔵の中をち ょっと見 ますか、

見たほうが話も早いですよ 。

玄関から入るといきなり 裏が見える。星野氏によると、最近の住宅には

裏 という発想が少なくなってきているらしい。昔の民家だと納屋があった

り、井戸があ ったり、洗濯場があったり、そういう生活の多くの部介が裏

にあった。 それを現代の住宅は隠してしまったのだ、という 。

玄関の脇に 2. 25m平方の身体感覚の小さな和室がしつらえられている 。

日本人の広さ信仰に対して、狭さへの憧れを呼び起こそうとしてつくった

ものだという 。星野氏はこの空間を「道具のような空間 j と呼んでいた。

玄関から見渡す空間はリビング兼ホールである 。ここは、ミニコンサー 卜

や独楽蔵の個展、星野氏の講演( 一部の企業が研修のために星野氏のもと

へ社員を送り込んでくるそうだ) など活気ある多目的な使われ方をする 。

中二階が所員のアトリ工、たびたび模様筈えをするらしい。その上が星野

氏のフライぺー トオフィス 。屋上が芝生貼りになっており、ボクシングジ

ムと コテージ風の小オフィスがそれに面する 。楽しげな群造形の際問に樹

木などの自然を滑り込ませ、まさに風景化した建築である 。この芝生のフ

ィールドは、ジムになったりテラスになったり、子供たちの写生の場( 小

学生が屋上一面に鈴なりになっている写真をみてひ'っくりした) になった

り、「季節まみれにな って森羅万象、様々な発見と出来事を誘発す るJ仕 掛

けである 。隣の喫茶庖とはフリッジで繋がれており、時折お茶を飲みにく

る客と自が合う 。 このブリ ッジ が「あっちとこ っちJ をつくり、 ;度 る、見

返る、という行為が異なる風景感を生み出す。ブリッジの下の緑陰は夏の

ワークフィールド。なにしろどの部分をとっても一つの行為と用途で説明

できるところがない。星野氏は、安全性や動線なんて考えない、という 。

家族には動線という制約は必要ない、と言い切る 。

イラスト独楽蔵全景

フ'リッジの下の緑陰はワークフィールド

43 



施主と「家」

一一一独楽蔵の中にもいろんな仕掛けがありますが、どういう設計プロセス

をとるのでしょうか。

拠定は「家」と 「庭J i : 書きますね。私 1;): 家と庭を区切らないで

考えます。 そして地域に繋カ守っている「庭」を意識することで家全

体を街や自然に溶け込んだ「ヤシキJ として捉え t::. ｾ＠ 、と思っていま

す。 しかも建築家の思いつきで作るのではなく、家を取り巻く環境

や習慣、ハレやケみたいなものをうまく化けさせる こ とで、風土と

寸本となった「ヤシキ」が作れるのではと考えています。

たとえば飲み食いのコミュニケー ション。飲食にはいろんな形が

あります。火が女子きだったら、岡炉裏やかまどや|暖炉。これ らは食文

化そ のものを変えます。生火 ( なまび) をうまく採る 空聞を作るの

です。 そういう 事柄をいかに施主の記憶や習' 出から引き出して具体

イヒするかていす。

一一一施主とはどういう コミュニケーシヨンをとるのですか。

ヤシキを「つくる」も、そ こに 「住む」も、大変なエオ、ノレギーが

必要です。我々だけではなく、施主自身にも大変な労力カ f かかるの

ていす。

これまで25年間の聞に 三百 数十軒あまり の住宅をやってきまし

たが、 70年代の頃付き合っていた施主は 「住むJ i : いうことに食欲

な人が多ヵ、った。彼らには社会への否定形みたいなものがあった。

今は この否定形に耐えられない人が増えてきています。施主の体力

が落ちてきた t いえるかもしれません。

これは決して世の中の不景気が理由ではな し、。生活に対する時|生

や姿勢、つまり生活能力の弱体化ですね。 そういう印象を持ってい

ます。40歳から 50歳代前半の男性に官険心がない。表向きの薄っぺ

らな部分にしか興味がなく、しかも奥さんや子供のいうがまま t い

う場合が多 L、。「家主? 翁IJ るのだJ という力強さがないのです。

それと、住宅文化の質の低下は、多くの企業の責任も大きいと思

います。想像力の訓練カ B ら始めるべきなのに し、きなりも ののイメ ー

ジから入る 。苦労なしに簡単にイメ ー ジぞ得て しまう のです。簡単

に辿り着いたものはたカョが長1: 1 れていますよ 。

生火( なまび) を囲んで
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高齢化よりも幼齢化

一一昨今の環境の問題や高齢化社会への関心はありますか。

ささほどの家づくりのこともそうだりど、世の中にヒューマ ニス、

ムが不足しているように感じる 。 そのことで精ーに品ι 思うことは、

子イ共空間にそれが欠けているい、うこと 。私は老人福祉というもの

はあまり必要だ t は思っていない。老人の元気よりもむしろ子供の

元気がないのに気づくべきだと思う。子供のために金をもっ t 使う

べきでしょう 。これからの世の中は幼齢化社会ですよ 。2003年あた

りには受験生と定員がほぼ同じ数になると聞いた。学歴の社会はも

う終わりです。 これからはまさに佃性のH剰でですよ 。誰もが自分の

子イ共をよくしたいし、そのためにはあらゆる情熱をかける 。何のた

めにかけるのかという疑問や展望もなくかける 。建築家はさまざま

な建築や空間て¥思想的青少年社会とはどういうものかを考えるべ

きです。体力と情操そしてE到尚。子供のための空聞を考えるのは t

ても楽しいですよ 。 ( 談)

緑に固まれた独楽蔵は、ドライな表情の入間市役所と向き合うように立

地している 。 その対照的な風景は星野氏の「公共」に対する真剣な眼差し

が、行政の態度を見据えているような、独楽蔵の思想を象徴するかのよう

でもある 。通りに面して独楽蔵自作のショ ーケー スがあった。独楽蔵内で

催される内容を通りに対して発信しているのである 。時には子供に、時に

は大人に。小雨の降るなか、訪れた独楽蔵の玄関にはスリッパがー そろえ

用意してあった。吊るされた鐘を鳴らすと予想以上に大きく響いたのには

驚いた。星野氏は、初対面の来客に対して非常に積極的に話をしてくれ

た。閉達に繰り出される言葉群にどんどん引込まれる 。いつしか取材であ

ることを忘れて、興味本位に話を伺うことになってしまった。後で思え

ば、星野氏はこうして相手を「共に考える j という行為に誘い込むのかも

しれない。住宅作家というにはあまりにも広範囲な思考とアグレッシブな

行動。30歳を過ぎて何か遣り残したことがあるといって始めたというボク

シングでは、 10年聞かけてトレ ーナーとオ ーナー ライセンスを取得したと

いう 。取材中にも氏が主宰するジムへの入会申し込みの電話が鳴った。氏

は言う 。「ポクシングはことが速くていい。前線に立って挑めるかが、まさ

にダイレクトに問われるのだ。J なるほど、何ものにも真っ正面に向き合い

ファイテイングポ ー ズをとる 。 そうして次の場面のために仕掛けるのだ。

(l J拍 手 ・津田英行 K AJ I MA DESI GN)  

A

凶

ま

九

五
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0'1 1  

星野氏のスケッチ

子供の工作大会

通り l二面する独楽蔵のショーケース

チー

r; 干と緑と風は友達なんだj と星野氏
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沖縄からの風

畑 康之( 編集委員)

沖縄で、の心と体を元気にする空間とは

2住11¥'1の中にいる人の視党や聴党、触党など五感に訴えかけるさま

ざまな要素が有効に作用する時、その空ll¥lは心 t 体を元気に してく

れるのではないか。

そういった点て考えるとがl' 制での心と体を元気にする空間は、 今

回の特集の主 旨から外れるようで伐念だが、インテリアでなくエク

ステリアの自然部境に こそ存在しているように思える 。 そこには五

感を刺激する要素が溢れているからだ。

陽の光、海や空の色、流れる主主。海の '11
には色とりどり の魚達。

木々の緑や花、そしてその香り 。烏のさえずりや虫の声。 それらは

単体て鴻じられるので刊なく、いくつかの要素が互いに関係しあっ

て訴えかけてくる 。大きく枚を張った木々の木陰の意外な涼しさが

あるからこそ陽射しの強さをさらに実感する 。天気の良し悪しは海

の色に1il郷げ及ぼす。雲の動き、木々や花の香りに風を感 じるい、

った具合である。

地元の人達にとって

は や り

全国的にもアウトドアライフが流行のようだが、特に沖縄てやは土

限 ・円11程ともなると多くの人達がピーチや公園にパラソノレやテント

用品、パーベ、キューセ ットを持参してゆったりと過ごす光景をよく

日にする 。

ピーチといってもカ、、イドブックに出ているような有名なピーチば

かりではなく那斬近郊のちょっとしたビーチで、公園もハイキング

コースカ主主主備されているような大型自然公園のたく守いでなく、都市

公閣でも緑豊かで木陰さえあればといった感じのおおらかさである 。

とにかく 一定の時間、自然環境の場に身を置く こ とが犬切なのだろ

。

‘F

「

ノ

旅行者にとって

旅行者にとっても沖縄は滞組側|悶の長短にかかわらず、その魅力

を素直に受け符れる姿勢と天気にさえ恵まれれば、( 長期滞在すれば

雨もまた良いものなのだが) きっと心と体を元気にしてくれる場所

だと 思う 。

1'=1砂が透けて見える透明感、 リーフで固まれた内海のエメラノレド

グリ ーン、そして外海の深い紺色と、 言葉にて3 ないほど盟カ、な色

数の海だけでもその魅力は十分てあるが、できればお気に入りの本

か雑誌を片手に、海の見える風のそよぐ木陰な Eて、、ボー ッt 過 ごし

てみてほしい。

主主の動きや太陽の高度に伴って変化する海の色を、西海岸てあれ
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1.;( タFI州挑めれば言 うことなしだ。 スコーノレもまた楽しし、。 そうい

ったものに少しでも触れることさえできれば、たとえ短羽問の強行

スケジ、ユーノレの1j 誌で身体が疲れていようと、少々陽に焼きすぎて背

中がヒリヒリしていようと、皆その目をイキイキと輝かせながら帰

路につくようである 。

沖縄での建築は

しかし、豊かな自然はl昨 t してきびしい環境へとその姿を変えて

しまう 。 その為沖縄における建築物は、照りつける太陽や猛威ぞ奮

う台風などから身を守るシェノレタ ー としての役答| 陪第ーとせざるを

得なし、。

だから こそ沖縄の建築物は、 自然域境の穏やかな時には積極的に

その思恵をインテリアに取り込もうと、数々の工夫が施されている 。

NI 純ならではのインテリアの醍醐味はオ ープンエアにあると思う。

現代建築を戸閣はした場合、名護可7街WI ま特に有名なと ころだが、

それ以外にも数多くの仔IJがあげ、られる。

近年竣工したあるリゾー トホテルのロビーでは、オ ー シャンビュ

ーの前面はもちろん背面の壁をも可到j壁にするほどの御底したオ ー

プン化に取り組み、客室への通路にもサッシュはない。エアコンデ

イショ ニングと外部の風をみごとに両立させているのである 。

家庭や自家用車においても、窓を聞けたままでエアコンディショ

ンしているケースは少なくない。エコロジ、カノレ( 尉境にやさしいか)

やエコ ノミカノレ( 経済的か) な南河mili5) ll の機会に譲るとして、気温

が高くても絶えず風があるが1
I

純ならではの、精キII I[I{] にもとても賀沢

な空I:lrl 作法であるように私には思える 。

それは実に気持ち良〈、そして元気になるのだ。

( はた やすゆき/ 宏弁建築設計事務所インテリア剖i統指主任)

沖縄のリゾートホテル( テラス)
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W 

Wel comi ng 

美術家、ルポライターに聞く

一生活空間としての建築についてー

まず、自己紹介からお願いします。

野寺 フリ ー のノレポライタ ー です 。写ｾ ＱＺ家として紹介してくださる

ところが明えましたが、人に会いに行 って人の生活を見る、あるい

は自分の生活て活じたことを害〈、織る、 ぃ、うことが、あるとき

には詩になったり、あるときにはコラムになったり、あるときには

写兵展になったりし表現の形が変わるだけで、私自身は、根っ こ

のと ころ はフリ ーの新聞記者fごと思っています。写兵lま主に臼W; で

す。人物をずっと織ってきました。 それは保育園の子イ共たちであ っ

たり、私と同世代の臨月の 106人の女性であったり、もちろん男の人

も織ります 。男 性を織っても、女性を搬つでも、子 ｾｈＢ 撮っても、

私の ｲ ｬ ｾ Ｑ では向かい合い方はそんなに変わりません 。 あまり引ｾらし

くとか決めつけた向かい方をしない。女性らしさを打ち破るような

写兵を搬り続けてきたと思われる ことが多いんですけれども、広い

意味で、いろんな 、ら しさ 。 にとらわれない、そういう分かりやす

い枠組みを打ち破るような、人物の写兵を撮っていきたいなあと思

い、少しずつ織っているつもりです 。 ￭ｬｾＱｩｨ 月 ｊ も、突出したものでは

なく、自分が年をとっていくのと だぶらせつつ、同世代・の女性逮に

出会ってきたなかのーってある t 思いますね。

「鼓動を聞く J

一「京都 ・伏 見 ・あゆみ助産院のいち

日」よりー

野寺夕子

古家 小さいときか らf旨にぺンタ守コがて》 て いて、描いていない t

あふれでくるから苦しいという感じがあ ったんですね。流れ星なん

か見たら、絵を干茄〈人になり t:L 、と思ってましたね。私、は、フェミ

ニスームの歴史とともに生きてきたような世代て二女ーである ことそ立

識せざるを得なくな っておりました。私の、京都大学の恩師から、

仕事と 家庭が両立するか何度も J志台をくださったような! 時代でした。

そういう怠I ! 未で、女って何かとか、火力吋士4J玉をする ってなんだとか、

結婚とは何かとかーから考えなければならなかったんです。また、

フランスの詩が好きで、なかでも火性詩人のヴ‘ アノレモーノレが好きで

して、そのテ ーマて"tuiL 、たりしていました。 そのようななかて二恋

愛についても、男女のはかなさ、もろさを感じていた頃でして、ふ

と 同!j 紛日記J を読んだんて" すね。そ したら E うして 1000年も前に

手ムの思っている ことを書いてくれたんやとびっ くりしました。 それ

から紫式部、和泉式部に主; ， ｲＺ Ｑ ｾ Ｑ に なりました 。 ちょうどフリ ーセ ック
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スとかいわれ始めたころやから、平安:1: 羽の教育を授けられ、経済的

にも恵まれた場所にいた女性たちの考えていた ことというのが、そ

の頃の男女のあり方にとっても示唆があるのゃないかと思って、そ

ういうテ ーマて絵も 拙 きました。 そして形式的にも日本の伝統的な

大和絵の方法を現. { " t i絵画に生かしたら E うかと思いました。 レオナ

ノレド ・ダ ・ヴインチの三玖j e的なものは男の人が考えた文化で、そ

れに対して、大手n絵って女性的な1JV点からかけているんですね。 そ

ういう 実験を 20年間ぐらいしまして、五対立は防EJ t は何かとか、

死後の世界に魅力、れています。 このまえは「夢の果ての扉」という

個展をしました。私にとりまして、絵というものはその11寺その| 時に

感じている ことを何かの形て'ti ¥' i かずにおられないからやっているだ

けのことで、まあ、絵日記のようなものゃないかと思っています。

野寺 私はどちらかというと 言葉から入っているから、足りない部

分を言葉で説明してしまう 。わき出てくる人にはかなわないですね。

古家 あなたの「春の布団」はすばらしいお仕事です l 何もかも

あけっ広げなんですが女性の可憐さがあります。 それで「言葉」に

|刻してですが、日本の伝統芸術は言葉と密接に関わっています。私

自身も 言 葉と造形のスレスレの 世界 ぞ追求しているんです 。 人 ｾ、

考えながら生きていくうえで" r言楽J な しで はあり得ないんです。

野寺 文章 t 写ヲ込で 1+ 1= 3 になればい いなとずっと思って いま

した。文章 と写共の微妙なずれが表現してくれるものに期待しなが

ら、です。 また、私はウーマンリプか らフェミ ニズムと 言葉が変わ

ったころに結婚して出産したので、 r-:kJ をいかに消すかということ

にカを入れていた頃がありました 。 ｮｾ ｬＧＺ［月 ｊ の ｬ 時も、女だからできた

といわれるのがいやfごった。でも間違いなく、女だから受け入れて

くれたんですよね。 もう少し女である ことをおおらかに受け入れて

もいいのにと思い始めています。

一 一古家さん、阪J について品丘考えておられることを少しお話く

ださし、。

古家 5i Eぬということがそんなに惨めな恐ろしいこととは思えなく

なりまして、何となくあの世を信じているんですね。 とても親しい

ものに感じる 。 それで、かえって死の附いづ黒の色が、今まで炎

のような色で拙いてきたけれど、作Iとなく エロ チックな、美しいも

ののように思えます。宇宙の|品! とか、 星座 t かとつながっていて。

この背い星の上に私たちがいて、いろんな こんなすてきな こt を考

λ るい、うのは、すごい不思議なことゃから、死んだからとい って

全〈消え去るとは思えないですね。

野寺 私は、 小 さい時から死のl燐II lJ を身近に見てきました。2人の祖

父の寝たきりと痴呆という状態が、とても苦しくドロドロしたもの

だったので二死の瞬間をいつも凡つめていたのでしょう 。いつまで

生きられるかわからないけれども、生きて いられる聞は一所懸命生

きようという衝動はものすごく強かったで、すね。
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-野寺夕子 古家玲子

ルポライター 美術家

1959年岐車県生まれ。舷皐日日新聞( 厳阜県紙) を経て、

フリーの J レポライターに. 女性の生き方や母子、夫婦の

関係などを取材、コラムや写真を新聞等に寄稿。女性学

実践績としての「写真教室j や「表現講座j を指導。育

児 ・性 ・家族 ・表現などで悌，寅も。96年度( 第33図) 準

太陽賞「臨月 J ( 平凡社主催、正賞は空席) 。著警に「春

の布団H 女の顔に惚れるとき J (共に法政出版) 、写真集

「臨月 J ( 100人のドキュメントヌード、かもがわ出版)

等。

1952年、京大美学を卒後、大阪市立美術研究所、 パ リ・

グランド ・ショーミエー J レ、小磯良平氏に学ぷ. 初期に

デモフラート運動に参加。 日本アンデパンダンと個展 で

発表 (大阪 ・京都 ・東京23回) 、マドリ ッ ド日本人画家

展、瑛久とデモクラート展、京都銅版画協会シアトル展、

兵庫現代美術展、関西女流選抜ウイメンズ展などグルー

プ展。 1974詩 画 祭 「 枯 れ 落 つ る 花 の 如 < J  ( 詩聖咲 奇

氏) . ＱＹＷＹｾＸＵ 毎日新聞「女の講座ｊｲ女の神々 ｊ 、 ＱＹＸＷｾＸＹ

朝日新聞「さらりいまんよう j 等連載挿絵。 1996ローマ

「クオレ ・アJ レテ ・ディ ・ローマ j 展入賞. フェミニズ

ムの歴史とともに女の魂を炎のように描きたか った. 平

安鎌倉の女流文学をテーマに伝統的様式の現代化を実験.

今は死と終末のイメージに魅かれる。仕事は私の生の絵

日記.

企画/ 会員企画小委員会

Director / A. TSUKAGUCHI  

1998年 3 月 3 日 於本会会議室

古家 いつまでも生きるんやったら生の美しさというものはないで

すわね。死 t いうものがあるから、それに. ! i I 打ちされているから美

しく、後ろがnっ11音だから 前がカラフルに感じられるわけです。

「夢の征き来J ( 1996)  

古家玲子

一一「思い出の風景などの中で印象に伐る建築についてお話( 1 . ごさい。

古家 私が好きなのは、 ヨー ロッパのオペラ劇場て、す。古典主義的

な。たとえば田舎の小 さなIIIT(こ行っても、鹿の木の家具が入った円

形の同じ形式の劇場があります。建築というものは、役に立つ箱で

あるほかに、夢の場所になるんですね。 そして、あの形は、母の) J 古

内のような、赤と金でうっとりするような、現実にないものですね。

それに対して、日本は河原に掘っ立て小屋を建てたのが始めやから

立派な劇場でも小屋い、いますね。今の日本は、者rl 市にしても建築

にしても実用的すぎると思います。

野寺 ノf スポー トを持った ことがありません。InTなかの路地を秒間E

して過ごしているといったところです。 日本家屋の木の古びてゆく

様が好きなんです。瓦の朽ち方と全然: i i l i ; うみっともない朽ち方をし

ていく建築材を見ますと) J 旬が痛みますね。10年後や2併阿去に自分の

皮膚が変わっていくように、可l奇-.11 を吸収していくような建築物のそ

ばで暮らして いると幸せですね。

古家 古さとカオ衷かしさとかいうものは大事ですね。 それに昔の道

を見たら坂道になったのに沿って家が縫っているから絵をも!'，] < にし

ても、 とても風景の線が美い、。今のIIIHi 、道がまっすぐで、「不，思

議さ j の要素がなくなりましたね。

一一建築家に期待する こt は。

古家 ダリが「これからの雄築 li 毛深くなる J い、ったが、そんな

建築を見た ことがな し、。パノレセロナの方、ウディはそんな気がするけ

ど。私は、フ ニャリと大きさが 1' 1由になり、外からは見えないカ、、ラ

スて、囚われていて、字情船のようにさ主を飛べる家があったらいいな

と思う 。家の中は、形も色もマ ーブリングのようにカラフルに変形

したら L 、いなと思う 。fごって、セ ーヌの上で住んでいる人がいるし、

それを発展させれば海の上ても住めるし。

野寺 気分的には竪穴式住居に戻って欲い、なと思いますね。マン

ションの閉塞した空間や暮らしの1:1" で子供を育てていくことの息苦

しさが気になります。親子のi民l係、夫婦の| 刻係ふもとをた E れば

|羽取りや建築材料との関わり) ; がつくってきたのではないかと感じ

ることがあります。

古家 みんなの共有している懐かしい風景を壊さないて。いただきた

い。7れ、ものには人間の思い山があります。 フランスにいっても、

30年前のブJ がゆったりして I1郎 、がありましたね。アメリカの1; ( a響か、

なんか恐ろしい時代が来ているなと感じます。

野寺 この春、築百年ほどの[ Ii い家に移り住むんですね。古びた家

のあち こちを触っているうち、知名の職人の細かい仕:ZJjトに感動しま

して 、 見ていて涙がて、ました 。写 Ｎ ｊｾ を撮っていて感じたんですが、

人間の皮般の古び方に仰i値をおく文化は、古い建物の朽ちていくの

を、良し。 t していけるんじゃないかと思うんですね。干からびて

いく こt が、みっともない t か、惨めfごねて、終わらないで、あんな

とこになかった鍛がどうしてできてくるのか、而在1，、ねえ、不思議

だねえい、うような ことで、子イ共の心に繰り返し伝えてやれる大人

たちならば、古いIIITやら建物の凡方も 実に変わってくると思います。

古家 ごみになっていくか付宝在品になっていくかの遠いですね。

野寺 粗大ごみを? 捨てる大人の姿を見て子供が育つんて、すものね。

古家 それとね、昔はお正月になると百人一首するとか、子イ共でも、

1斜仰向の一つもうなって、芝居のまねをしたりとかありました。そ

ういう共通の教義というか、ゆとりというか、それが少ないですね。

伝統の美意識や美い、ものにも っ と子供のl侍から親しんで、それが

良識の基盤になるように小学校、幼稚園から潤いのある共通感覚を

もっ とつくってあげたら、 1止の11' 良くなるんじゃないかと，思います。

W 
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素材と技術が生み出す desi g

高 砂 正 弘 建築家

T akasago  Masahiro  
音量から

素材、技術の源流へ re- appr oach によ って新たなる創造性に向か う

ことを企画する シリーズ第 7回は 「竹」 について考える。竹は木材

資源として古来より生i舌道具や建築材料と して 多様されてきた。普

段、 ほとんど意識 しないほど心の奥深く にかかわ っている。その中

から、 素朴な味わいを持つ縫をと おして竹の新たな展開を探 りた い。

<1素材と技術が生み出す desi gnJ 幹事会)

しなう

かつて私たちの生活のrl-'には 臼然素材を巧みに利用したよ色具がたく

さん見られた。 その中には竹ーを使ったものも意外なほど多かった。

竹が日常の道具として愛されてきた型IjJ を考えてみると、 強 くて縫

い性質がある 。 さらに編まれた竹の道共は一層強 い 。 そのｾ Ａｬ Ａさは竹

のしなやかさにある。

素

材

と

技

術

ｾＺｕ｝Ｍ 、竹カｾｾｾくや ｬ Ｇ ぴて Ｉｬ｜Ｈ こ しなっているのをｽ 己 る こ とがあるが、折れ

る こ とはない 。 竹は越訴ｉｦ ｾ が強〈、カヵ ｦ 係ってもそれを受けて ｼ出 がり 、

もとに戻る ことができるのである 。竹の強度は木と鉄の中間で、強

度テス トによると モワソウチクは、圧縮、引っ張り、 IIJ:J げのいずれ

もヒノキの約l. 51脅から 2倍の大きさを持つ。

竹は温暖な気候を好み、I . t . ば日本 '1'に分布している 。西 日本ではそ

ワソウチクとマダケをよく日にする 。竹細工には主にマダケ剖 11- 、

る。 日本以外にも竹は分布している 。東南アジアにあるバンプー と

いわれる種類は空洞が少なく加工には向かなし、。 このように気依や

樹 Hの遠いで附旺に適さない素材も 2長い。

爽ゃく+

私たちは こうした竹の特徴と恵まれた風土を十分に迎解し、日々の

生活の中て巧みに利用してきた。特に口や手など、京JVLに直接触れ

る物の中には、 fJ て. 出来たものがとても多かった。今でも箸や楊校、

杓子などは竹を使っている家庭も少なくない。知らないままにお? 潔!

な素材として認識している 。竹林に生えている |砕から、その鈍やか

な表l支に触れ、感じているのである 。

尖|祭、 竹の表皮はとても級街て二水を掛 けてみるとコ ーテイングで

も し であるかのように Ｗ 以前 ｬ が 滑 り務ちていく。 こ の質 ｊ 訟は 市首 Ｑ ， ｾ ｌｾ￬ ｾｬ ｾ

な日本の風土においては、たいへんi ' tl l ! なものである。かつて庭先

にSLられた竹を並べたt剥]!I Jは、家のιl' を素足で歩〈智↑ ，{It をもっ日本

人が、蒸し暑い互を心地 よく過ごすために考えた優れた! 絹4てあ っ

た。

建援と社会 ・1998. 750 
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編 む

私たちは竹を古りいたり編んだりして 日用品をつくってきた。竹は簡

や総になっても清潔さをむi なう ことはない。むしろ編まれることに

よって光を透かして清涼感を増す。

竹紺仁Eでは、組な E をつくることを編組( へんそ) とl呼ぶ。 その編

み)1は松村I(J なもので 8樹 R。 その応刑となると数百混という多様

きである 。ひ t 通り党えるだけでも 10年はかかるとしづ 。 そして、

この技はが以:11寺代から竹工の手て. ) i l i 怖と受け継がれてきたのである 。

今では伝統工芸としての価値まで見いだされるその技は、竹の長所

主ナ余すと ころなく使って L、る 。

市III < 訓かれた竹ひごは、それt:<けを見れば弱し、ものであるが、 これ

を品従繊斜めにと編む ことによって強い製品が生まれる 。例えば、ザ、

ノレ li 竹のしなやかに 曲がる性質を使って半対司犬に編む。竹は山がっ

ても、 J: r 直ぐな形に戻ろうと反発するために強さが生まれる 。 その

強さは人が釆っても壊れない。色々な手法で編まれたザノレや能は生

きているものだけが放つ緊張感をもって私たちを感動させる 。 そし

て編自の美 しさは見るものの眼を選ぶ ことはない。

茶道では今なお多くの竹製品が{史われている 。竹ーが茶道に残ったの

は、その質素で清潔な美しさカヨモの精神に繋がるからであろう 。利

休が っ くり上げた美の世界は、プラスチックなどの新しい材料て ＧＱ Ｍ ｾ

れるものではなかったのである 。 日用lE1がフ。ラスチックに代ったの

は、 美 しさに対する妥協があ ったのではないfごろうか。竹は決して

高{mi なもので1まなかったはずで‘ ある 。安易な普通性を求めたために、

日市生活力、ら美しさを遠ざけてしまったのてある 。

新たし

協 力 石 田 竹 美 斎

竹は生れてから枯れて土となるまで、休みなく私たちに恵みを与え

てくれる 。土から高くそびえる姿を観賞し、 |侍に食し、その皮でも

のを包み、制:1ほとって紙制定き、布制裁る 。竹は成長過程のすべ

てを私たちの生活に提供してくれる 。再び目を向ければ、 これから

も限りない恵みを与え続けてくれるのである 。
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京都府福祉のまち推進室長

2. 手続きと整備基準適合証

特定まちづくり施設を設置しようとす

る場合には、建知i節忍に先立ち工事着手

前に知事への事前協議を行い、工事完了

後に届出を求めている。 これらの協議と

届出によって、施設が整備基準に適合し 図 1 i整備基準適合証」

ているかどうかを石街忍し、適合しているものについては「鐙備基準

適 合 制 ( 図 1 ) を交付している 。 この整備基準適合証は、その施設

が整備基準に適合していることを示すとともに、事業者に施設の適

切な紛持管・理が高齢tされるように促す役割lを果たしている 。 なお、

平成10年 3月末現底、府内の30] J J 1! i 設に交付している。

3  . 整備の基本的な考え方

具f本的な主主術基準の内容は、施設の状況等によってそれぞれに定

められているが、いずれも以下のような考え方を基本としている。

・利便性 整備のための基本的な考え方は、すべての人にとって施

設を利用しやすくしようい、うことである。誰もが必ず老いを迎え、

また、障害者 となる可能性があるいづ認識の下に、誰ても施設を

利用で き、そ こでや同じようにサービス を受けられるようにすること

が求められる 。

・安全性 施設内でどうしても危険を伴う場所、たとえ ! J 、階段な

どでは手すりや視掛掌害者誘導用ブロック守設置する、床は滑りに

くい材料制定うなど、安全への配慮が大切である。

- 共通性 障害者や高齢者のための持別なものを} . j IJ 途用意するこ t

は必ずしも必要ではない。 トイレの設置にしても「車いす用トイレj

ではなく、子イお亙れの方な/ : : ' r誰もが使える トイν j として すべて

の人が使えるい、うことが大切になる。

また、これ以外にも、自然な却臓を考慮した移動の込細企、テV ‘

インにも配｛ｾされた快適性、誰にでもわかりやすい明 ｴＮ ｫＺ 性などへ の

配I . ¥l ! : を重視してし、る 。

4. 事業者、市町村に対する支援

京都府ては、樹止のまちづくりを総合的に推進するため、事業者

や市町村に対し、様々な財政支援を行っている( 表 2 ) 。

平成 9年度には、近主賭庁田辺駅( 京国辺市) ，こ新方式のエレベー

ター ( 出入口が直角 2方向) を全国に先駆りて設置する事業に助成

を行うなど、京都府の助成の積極的な活用により安全で快過な環境

づくりが進められている。

高齢社会を迎え、障害者や高齢者をはじめすべての人が安心して

↑ 対直に暮らし、自らの意思で自由に移動し、社会に参加することの

できる「福祉のまちづくり J が重要な? 府選となっている 。

京都府では、この樹止のまちづくりを進めるため、平成 7年 3 月

に「京都府樹止のまちづくり粂例( 以下「鮒IJJ という 。)J を制定

し、同年10月から施行している 。

1. 条例の適用

制列てやは、病院、飲食底、物品販指古な口帯定多数の入力苛l阿

する建築物や道路、公園、駐車場を「まちづくり施設j とし、これ

らの施設について、出入口 ・厨了下 ・階段 ・エレベーター・ トイレな

どを、障害者や高曲筒ーをはじめすべての人力苛l聞する際の安全性及

び利便性に配慮された盤備の基準( 以下「整備基準J という 。) に適

合させるよう努めなければならないとしている。さらに、まちづく

り施設のうち、社会生活を営む上でより 重要 と認められる施設を附1

定まちづくり施設J (表 1 ) とし、整備五回皇への適合を義守新司けてい

l福 祉 の ま ち づ く り の 推 進

法

令
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ー
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ー
る。

なお、条例の実効|企を高めるため、条例の j)J IJ定とともに建築基準

湖包行制列の改正を行い、同時に施行した。

また、この粂例の特色としては、 1200年の歴史を持つ京都が有す

る歴史、文化、学術等の世界的な蓄積を、すぺての人が享受できる

環境づくりを進めるため、全国に先駆けて、ヰI紳士 ・寺院等をも粂例

の対象とした こt であ る。

表 1 特定まちづくり施設一覧

福祉のまちづくりはハー ド整備だけで進められるものではない。

施設の整備とともに、すべての府民が樹止のまちづくりについての

理解剖菜め、 地域社会の一員として共に生き、共に支え合う意識づ

くりも重要である。

1. 京都府福祉のまちづくり推進協議会

「京都府布地のまちづくり J側主協議会( 会長 ・勝須賀弘久ネ11
1戸女

子 国明大学学長)J は、 学識経験者や建築、樹止、経済、行政など言1-

70の団体等で構成され、平成 6年 3 月に設立されて以来、樹止のま

ちづくりの普及啓発の推進母体とな っ ている 。 樹 ｾｴ のまちづくりは

府民総参加による息の長い取り組みであることか ら、京都府は協議

会とともに、シンポジワムや府民説ｽｾの開催など、様々な府民への

l福 祉 の ま ち づくり の 普 及 啓 発

用 途 手続きが必要な胞設の規絞

学校

博物館 ・美術館 ・図空}館

病院 ・診療所 (病室のあるもの)

すべてのもの

福祉施設

公会堂 ・集会場

火葬場

飲食庖 ・物品販売底

*  
500m' を超えるもの

体育館など

*  

劇場 ・観覧場など

*  

展示場など

*  
1000m'を超えるもの

遊技場

*  

ホテル・旅館

*  

公衆浴場

*  

共同住宅 ・寄宿舎

3000m' を超えるもの

Ｔ Ｑｾ 務所

工場 5000m' を超えるもの

官公庁舎など

電気 ・ガス事業者などの営業所 すべてのもの

銀行など

理容 ・美容所 本

旅行代理庖など

*  
500m' を超えるもの

その他のサービス底舗 判k

神社 ・寺院 ・教会

各施設の併用 (本のあるものに限る) 2000m' を超えるもの

駅 ・停留場

港湾旅客施設

パスターミナル

地下街 すべてのもの

道路

都市公臨l

遊図1也・動物園 ・植物l麹

L 墜聖望( 路外) 50台以上のもの

鎗築と社会 ・1998. 752 
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えていただけるよう、啓発ビデオ「まちのやさしさウォッチング]

を作成した。 このビデオ は 「樹立のまちづくり 100巡」の司酬などを

数多く織り込みながら、主人公の小: 学生 t 車いすの女性との交流を

通し、「樹止のまちづくり粂例j の迎念、まちの現況や訪唱な E につ

いて考える契機となるように面白志している。

4. rさあ でかけよう ! 公園・スポーツ施設ガイドマップ」

障害者や高齢暗の方々の社会参加の機会の増大に応える ため、府

内で利用の多い公園 ・スポーツ施設について、施設やその周辺地域

なE をわかりやすく紹介する「きあでかけよう! 公国・スポーツ施

設方、イドマ ップ」を作成した。公園 ・スポーツ施設について、車い

すの方も利用できるトイレや駐車場の位置など施設の現況とともに、

車いすの方が一人で行りるノレー トや介!l jJ があれば行けるノレー トなど

をイラストを使ってわかりやすく表示している。なお、平成10年度

比 ヲ |き絞き、美術館や寺社等の文化施設についてのガイドマップ

を作成していく予定である。

粂例の施行後、布地のまちづくりの ｾ ｜ Ｎ Ｚ￬Ｑｉ ｈ 立高まりつつあり、府内

各地て利用者の利使性 ・安全性に面白ili された施設が判官 えてきて いる。

たとえば、 J R西日本京者防Rではすべてのホームにエレベーター

が設置され、また、京都市営地下室必K西線ではすべての駅に ホーム

ドアが設置されることにより視姐邸害者等の転落事放を防〈ーなどの

配慮や工夫がなされている。

すでに建築されている施設についても、地形や敷地など様々な制

約がある中で、条例の趣旨を活かす改修がなされ、障害者や高齢者

の外出にと って欠かせないエ レベーターや車いす対応型トイ レの設

置、また寺院等では率いすの方の拝観を容易にする通路の整備など

が行われている。

おとこやま

また、「男山京都府歴史的自然環境保全地域( 八幡市)J において

は、散策路への手すりやス ロープの設置、点字の樹名札や車いすに

対応した休憩所やトイ ν の重量備など、障害者や高荷賭ーをは じめ、誰

もが安心して 自然と触れあえる施設の整備力主行われ、五J惑を使って

自然を体験するえ、イチャーフィ ー リング観祭会等の開催、率いす利

用者や投抱j障害者の自然観察マ ニュアノレの作成など、新たな取り組

みが展開されている。

「整備基準適合 制 にも用い られている樹止のまちづく りのシン

.  .  ボノレマーク( 国 2) は、 K ( Kyoto- fu)  

F  ( Fukushi )  M  ( Machi zukuri ) の

3 つの文字からできており、高齢社会

を迎え、障害者や高由緒ーをは じめ多機

「福祉のまちづくり な入力f互いに理解し、地主財上会で共に

シンボルマーク」 暮らす姿をデザ‘ インしたもので、ノ ー

マライゼーションの理念を表現している。 このシンボノレマークの理

念の下、 「障害者や高齢者の暮らしやすいまちはすべての府民にと

っても暮らしやす いまち J を合言楽に、今後 とも 京者|切符をは じめ園、

rnlllT村の行政はもとより、即開! 味と者J J . ぴ府民が→本となって、京

都らしい文化け防止がとけあうまちづくりの実現を目指すこと t し

l今後の取り組み

推進事業一覧

事 業 名 等 趣 u  ga  ｾ＠ *;1 

鉄道駅舎エレベーター務官1I 事業

補l VJ対象采降客5000人以上/ 口

段差5 m以上 特に重要なアクセス

補助率鉄道事業者が実胞 手段である鉄道の利 京阪中 j.!!=島駅

府 ・市町村 1/ 4  J l j を促進するため、駅 京阪丹波情駅

市町村が実施 合エレベーター盤備 近鉄新聞辺駅

府 1/ 3 に対し補助を行う。

補助限度額鉄道事業者 25.000千円

市町村 33.333千円

まちづくり施設整備促進事業( 利子補給) 既存施設の整備を促

補給対象条例に定める既存のまち 進するため、筆筒改

京阪中型ｽｾ駅
づくり施設の改修 修のための借入資金

京阪丹波情駅

補 助 率 年 利 率2. 3%との差 に対し利子補給金を

有fi lVJ JlIW:J 5年間 交付する。

広〈利用できる文化

歴史的文化財共有のための環境づくり推進事業 財保有施設について、 西本願寺

補助対集 国・府指定文化財をjよく公 京都が有する歴史や 平 等 院

関している寺院等の改修 文化をすべての人が 高是醐寺

有nlVJ  率府1 / 2 共有 ・享受できるよう } 此相寺

補助限度額 5. 000千円 条例に基づく整備を 来 初 寺

進める。

公共性のZEい姥設に

福祉のまちモデル地区整備促進本業 ついて、述統的な移

富 津 市

補助対象 市町村が行う重点地区整 動を確保できるよう面

備計画策定等 的な整備を促進する

域 防 市

有nlVJ  率 府1/2 ためモデル地区を指

1[ t 岡市

補助限度額 2. 500千円 定し計画的な型車備 ・

京田辺市

改修を実施する。

障害者等の住みよし、街づくり推進事業 府内34市町

補助対象生活環境改善事業 村で実施。

住民啓発事業等 市町村の既存の公共 平成 9年度

補 助 率 府 1/2 施設、道路交通安全 は1 rl'i 3 町

布nlVJ限度額 胞設等の改哲[ を図り、 l 村( 宮津

T行 5.000千円 (3年で計 10. 000 障害者等の住みよい 市、山城町、

千円以内) 街づくりの推進を図る。 岩花町、弥

町村 2. 500千円 (3年で計 5. 000千 栄町、南山

円以内) 減村)

表 2

普及啓発を行っ ている。

2. 宿祉のまちづくり 10耐き

福祉のまちづくり 100選は、府民や事業者の方々の福祉のまちづ

くりに対する関心を高めるための施策のーっ として、京都府内に実

在する障害者や高齢堵へのｾ￪ｊＮ｜併工夫がなされている建物や取り組

みなどを紹介 した事例集である。 この選定に当たっては、府民の

方々からの推薦を基にし、前述の 「京都府福祉のまちづくり f刷出:"

議会Jの意見守得て、平成 9年 3月に 10回E例を選定した。この中で

は、移動、衣食住、教育 ・文化、文化 財 ( 京都らしさ) 、レジ‘ ャ 一、

設備 ・機器の 6 つの分野に分類して写真を数多〈凝り込んた事例集

としてま とめ、広〈情報発信を行った (写真 1、 2 )。

E  

図 2

竜安寺の石庭ミニ

チュア

視覚障害者に方丈庭園( 史跡及び特

別名勝) の配置が理解できるようにミ

ニチュアを設置

京都府立植物園の

観覧温室

大温室を寧いすのまま見て図れる. 温

室内に車いす使用者が利用できるトイ

レも

ム写真 1

d 写真 2
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滋 賀 県 立 琵 琶 湖 博 物 館 テ ン シ ョ ン マ リ オ ン 構 法

g構 tI Eの頁

滋賀県立琵皆市l博物昨日立、草i新 liの琵琶湖岸の烏丸半白に位置し

ており、建物の前而には琵琶湖の美 い、大自然が広がっている 。琵

琶湖! と人間のかかわり令いを通じて 「人I/ ¥J と初lのよりよい共存|剥係」

をつ くり，' 1'，す ことを設法理! 念として建設されて いる。

産物は、本E官僚 t 水族館杉Rから桃成されている 。

写真 1 湖岸からの博物館全景 ｭ 最重点 Ｚｊ ｾｩｕｊ ＢＧｪ

構

造

の

頁

本6 t'.t東は、抗出二交通の主力であった九子骨合の船底をイメ ージした

全長 120mにおよぶ三 Fl )' J  ｊｦｾ 平岡形の木張りの大天井を持つ建物で

ある( 写真 1 )。 この大天井の下には、透明感のあるガラスファサー

ドが胞工され、湖岸ｻ ｊＡｩ ｊ から建物を ｊ，ｾ ると、 ｰ ゲラスファサ ー ドによ っ

てその上に船底をイメ ージした大天井の丸子情合がj手き上がって比 え

る。 また、主主物内部から外を見るし このカ、ラスファサー ドによ っ

てｼ眺望の良さ ｴ 開放 Ｑ 惑が実現され、陪龍治 ｊｊ を見る こ とか ら 、 こ の ｴｾ ｬ ｪＮ

物館のスト ー リーが始まる J いうコンセプ卜が具現化されている 。

設計 ・ ｬ 担 ｉＡ 滋 ｦｾＡＱ 日土木剖泌謀本日姥［がｼ

胞 E 本館拐し/ 竹中日量J.!=i

水族館十点 Ｏ辻 ｾｑ 述説、間 ＱＱ 組、。嚇ＱＺ刷 ｳｊｖ

lテンションマリオンの概要

この日さ 9- 12m、総延ー長100mにおよぶ巨大で透明感あふれる

カ、ラスフ アサー ドは、 「テンションマリオン将怯J により

純工されてし、る 。

「テンショ ンマリオン材紙j は、ガラスの

持つ透明性を最大限にヲ |きtl' ，

しfこ将訟の一つである

(写真 2 、 3 、図 1 )。

図 1

54 建築と社会 ・1998.7
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マリオン マリオン力パ

織部金物 SUS 削リ出し加工 HL

でff;ココT ;ニ「「引;111刑S↓UsωJ ι ιUJ I r相昨lff肝昨ff相昨lf阿(r:
. A部i

マリオンのilii 内l主Hi iを

ガラスが負担する部分

・B 部

一般部分

断面図

後行ちコンクリート

図 3

テンションマリオン

断面図

いかに万ラスの支持部材の鱗成を制〈、かつシンフ勺レにするかを追

求するため、 ヨットの技術を随所に取り入れている 。

方、ラスを支持するテンションマリオンは、ヨットのマス トのよう

な構成になっている 。できるだ、け目立たないように細い音Il材て和 成

し、視界を遮る ｾＡｉＮｾ 自営取りやめ、縦のマリオンＨ方立Ｉを強制した

シンフ勺レな構成 t なっている 。

マリオンは、ｻｩｩＭＩ￧ ￯ｾ きが ＱＲｭ あり、アノレミに比べて強度古市 Ｇ￮ｴ 、ス

テンレス材を用いた事JI し出し成型品である 。断而の大きさは、見込

，Ji 去が160mm、見付寸j司法がl l Ommの楕円形をしている 。このマリオン

の市さ "1" 央より水平材( スプレツダー) が室 内 ・室外に突き出てい

る。 このマリオンの上下端とスプレツダーの先端を、ロッド材て' つ

ないで、ヨットのマストのような変形の形状をしたテンションマリ

オンを構成している( 図 2)。このロッドは 16φ 二相ステンレスでで

きており、約3.6 t の初期張力が導入されている 。 16φ のロッドは、

高さ 12mのカボラスフ ァサー ドに比較すると非常に細〈、少し離れる

とほとんど目立たなし、。

このテンションマリオンに、ガラスがはめ込まれている 。カ。ラス

ーー一一百一

7 リオン

SUS押出し型材

B 部

スプレッダ- /  ヰ 2  

SUS50ql SGS シ ー ル 創 刊 壬 I) ;f/t:"こス 外部ウエザーシーJレ

溶綾( 工場)

A部 図 4 マリオンとガラス A 部( 繍座屈防止) B 部

の取り合い マリオン sus 押出し型材・平断面図

lま高さ 9 - 12m、籾1. 5m ( コーナ一部分てやはO. 75m) 、! ♀さ 19mmの

フロ ー トガラスを床置きにして用いている( 図 3 )。

方、ラスが厄旺力を受けると、そのカがテンションマリオンに伝わ

FL る。 テンシヨンマリオンは細L、部材て精成されているが、菱形をし

__ _9_ たトラス構造となっているため、思旺方向の力に対し十分に耐える

構造となっている 。

一方、マリオンには車111方向の圧縮力が加わるため、 J!PJ旺方的11:.直

交する方向に対しては ， 刷主屈しやすくなる 。 通 ｾｬｩ 訂正マリオン同士を

つな〈明白 によりマリオンの械幽苗剖坊くやのだが、本f，Vii 去では透明

性を追求するためにｾＡ，，ｲ［目を用いていなし、 。 そ こ で、ヵーラスの而岡削ミ

によりマリオンの横座屈を防止するという、 今 までにない設計手法

を採用した。図 4 に示すように、マリオンの市さ方向 3 点 ( A部)

において、マリオンと方、ラスの問の隙聞を E P DMゴムと高モ ジ、ユ

ラスシーノレでふさぎ、マリオンの横F却話防止を行っている 。

また、ロッドの上下の接合点をマリオンよりも室内外に出す こと

により、風圧を受けてもスプレツ夕、、ーの先端が横方向に回転 しない

ように工夫し、スプレツダ一同士を結ぶ横つなぎ羽が不安となり、

すっきりとした外観を可能にした。

l部晶設計

部品設計においても、ヨットの加工技術を随所に取り入れ、部品

をコンパク卜にする ことを追求した( 図 5 ) 。

ヘッダー加工 |  継手金物 端部金物

d l  

二相ステンレス

d，O 強度決定部の径

図 5 各種部品概要

(  1  ) 二相ステンレス製 ロッド.

ロッドには 16φ の二相ステンレスを用いている 。ニキ目ステンレス

は、寸止のステンレスに比べi覧強度でかつ耐久性に優れているため、

径ぞ小さくできる 。二 相ステンレスは、 ヨ ッ トや到 ｾＱ￯Ｇ 機の部品には

使われているが、ま f立主築桃造材としてそれほど採用されていない。

強度、耐久性に優れているため、今後は建築l 1 Yt造材としても使われ

る材料と考える 。

(  2  ) ロッドのヘッダー加工

通怖のロッドの両先端はねじ加工されており、ロッドの強度はね

じの谷部分が一番弱いので、ロッド径は太くなってしまう 。 しかし、

構

造

の

頁
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オ= 構法ては、 ヨット音11材て1史われている「ヘッダー力旧: J 1: I呼ばれ

る冷間プレス加工により、 ロッドの両先端の径を→ 腕日の径より 大

くしている 。 そのため、強度的に弱点になるねじ部がないため、 16

φ い、う細いロッドの使用が可能となった。ヘッダー力n工した二相

ステンレスのロッドの使用により、ねじ切りした→段のステンレス

ロッドに比べ、 2回りほど1潤い径のロッドの使用力可T能となった。

(  3  ) 上下のロッド同士をつなく継手金物

スプレッダーの先端につく、上下のロッド同士をつなぐ継手金物

比 一般には大きな断而が必要となってくる 。 しかし本物件では、

ロッドのヘッダー加工の形状ぞ生かし、スプレツダー と同径の継手

合物とし、あたかも継手金助なしてロッド同士が連結しているよう

に見えるような樹溝となっている 。

(  4  ) コンパ クトな端部金物

一両生に、ロッド材の途中 lこはタ ーンノ{ " / クノレがついており、張力

導入や長さ調整に使われている。木秒パ'll ニで‘ はタ ーンパックノレ機能を

内蔵したコンパクトな端部合物を採用し、シンプノレなデザ、インとな

っている 。 またタ ーンパックノレの共回り防止機構も討柿日合物に組み

込んだため、通常 2人必要なタ ーンパックノレの回転作業が一人てやて、

き、施工費のf邸威に役立っている 。

l張力計

ロッドに加える初期張力は、 今までは ロードセノレや歪みゲージ、

音 による判別などでillil 定されていたが、 簡便性、メンテナンス、 iJli I

定精度などすべてを湘l足するフア法がなかった。本物件てな新たに開

発した F炭力計J を用いてロッドの初期張力を測定した( 図 6 )。

張力計には両端 2 点の支持点と中央 1点の支持点があり、 この 3

点をロッド、にひっかけて張力計を取り付けて、会柿日の支持点を一定

量動かす ことにより、ロ ッド に一定の刻彰角を生じさせる 。 その変

形角を生じさせる分力をiftil 定し、その分力からロッド材の張力を換

算して求める iR11定

器である 。施工性

を考応、し、軽量か

っ コードレスて、操

作も簡単である 。

号|きi度し後にもロ

12 部 J L 4ま

ず ヂ~E J t l t

ッドの張力変化の定期損1庄が可能であり、メンテナンスl侍に迅速な

対応が可能となった。

もともと張力計は、ケーブル材の張力を高み青度にif!i l定するために

開発した測定器であり、ロッドに使用するのは本物件が最初であっ

た。 ここ で一 つの問題があった。其円であると考えていた ロッドの

断面が製造誤差から具円てなかったため、張力計の支持点に一定量

の変形を加えても、張力計を取り付ける位置によりロッドに生ずる

変形角が微妙に異なってしまい、張力の測定値にばらつきが生じた。

しかし、 最終的には支持点の接触部の)1ヲ状を修正するこ t などによ

り、張力 のilli l定誤差を: t 5 %に抑えられた。

l実大実験

実際の施工に入る前の設計段階において、風圧を受けたときの ロ

ッド、の張力、テンションマリオンの変位の石院君、を行うために、高さ

56 

圃 暗炉

7]<.平

荷 重

座屈防止用ゴム

平面断面図

図 7 実大強度試験概要

10 

0  

1500 2000 2500 3000  

水平荷量 (kgf )

図 8 水平荷重と張力・ 変位の関係( 初期張力 1.5t on)

11mの笑大サイズの試験休を用いた試験を行った( 図 7)。

主ｾ免を行った際の水平荷重 とロ ッドの張 力、マリオンの水平変位

との関係の実験結果のーイ列を図 8 に示す。点線で、幾何学的手時期妥

を考慮した解析イ直も何十f. Cする 。図 8 からも分かるように、実験{直と

解析値が非常によく 一致し、解析の有効| 主力苛師Eできた。

また、ロッドに初期張力 3.5t を導入し、風圧相当の水平力を加え

ても、マリオンの横座屈を止めるためにカ、、ラスに発生する応力はほ

とんど Ot であり、マリオンの横座屈の心配がない ことを確認した。

l最後に

ガラス透明建築を遂行するにあたり、万、ラスは透明材として扱わ

れ、外からも内からも高い「方、ラス透明美j が求められる 。 しかし、

カ、ラス透明美を追求すればするほど、ヵヲスを支えている支持部材

が目立ってくるため、支持昔11材の断面を細くし、構成をシンフ。ノレに

し、美しくデザ、インした「支持桃造体の構造美J が求められる 。す

なわち、「カ、ラス透明美J 1: I支持桃造体の構造美」の両立が求めら

れる 。

それを実現するために、テンションマリオン将絃では、 ヨット の

加工技予防、知識を随所に取り入れた。 ヨッ トの部材IJ . 、高耐食性と

高強度を求められる過酷な条件下て使われており、シンプノν な全体

構成にな っている 。例えば、ヨットのマストを連想させるテンショ

ンマリオンの形状、 二澗ステンレスの使用、ヘッダー加工などはヨ

ッ トの技術の応用である 。

今後は、 ヨットに限 らず、航空機などの建築以外の分野の知識が

新しい建築の章l随に役立っていくと息われる 。

( わくい きとる)
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阪神大艮災直後に停電や断水により消火する水が出なくなり、結

果として大きな被害を出した。 その時より、電気の要らない消火設

備はできないかと考え、釜索方、スの圧力を利用したカ、、ス庄式加圧送

水装置の開発が開始された。

今年 1 丹、財団法人日本消防設備一安全センタ ーの審査を経て、ヵー

ス圧式加圧送水装置が従来の消火装置と同等の性能があるとして評

定品に認められた。危気不要のガス圧式加 l圧送水装置 「ワォ ータッ

プJ として商品化するこ t ができた。

写真 1 WAT6000 

l消火のしくみと特徴

高圧容拡にｊｬ ￭ｾ Ｎ蔵されている窒素万スを、 ｩ 劇王弁によりイ史 ｪ 刊圧力に

減王をする 。淵王された釜索J ゲスを圧力7kf，¥¥i 1こ送り込み、加圧した

状態にしておく 。消火栓制前においては消火栓ボ、ツクスのパノレフーを

聞ける ことにより 1次水ができ、またスプリンクラ ー設備においては

ヘッドの{ わffiH同時に放水して自動i向火ができる 。

大きな特徴として、電気通j}カか7 嘆になり、地援や火事て移屯に

なっても確実に作動し消火作業ができる 。 また非常電源、白家発i屯

機力部要になり、意I}力設備も含めて制il i授の大きな軽減になる 。受

電設備が小さくてすみ、受誌のしにくい山間地、烏には多くのメリ

ッ卜がある 。従来、設備のポンプなどは内部の水によりサピやかじ

りつきを起こすな E 、経年変化による機械的な1. i 5cf l f . l 要因を数多くか

かえているが、 この 「ワォ ータッフOJ l.:t i仇 t機器なので経年変化 も

少なく、室索方、スに密封されており j腐食もなく、非常に信頼性の高

図 1

ウォータップの

消火設備システム

貯水タンク

スプリンクラー

; 威圧弁

建 築 物

主弁

新 し い 消 火 装 置 ガ ス 圧 式 加 圧 送 水 装置

三鼓伯志

ポエック勝信業部開発 l 課課長

い装i笠である 。 またJ ! 宇7ド問: の* も腐敗しにくく、非常用水として活

用できる 。吐出圧力 WII砥I} もなく小流盆から大流乱まで安定した圧

力が得られるため、 nJ .7ド11寺の圧力変動や振れが少なく、女性や老人

ても容易に放水がて、きる。押し出すエオ、ノレギーの窒素ヵース ( N
2
) は

空気中に 7 8 %も存在し、不活性な気体であり、自然や! ) ; : 加にやさし

く去' 全で、 しかも安制li なガスとして採用している 。

消火のしくみを図 1 に示す。

l仕様・用途・構造

消火主主哨の屋内消火栓、屋外消火栓、スプリンクラ一樹滞等の加

圧送水装置として設置できる 。圧力水槽( 二平型王力容器) 、減圧弁及

び高圧容器( 窒素方、ス) で構成され、各設備に必要な 20分間の有効

水量カ苛鮒呆されている 。(主な水盆、吐出圧力は、 表 1 を参mu。設置

は、樹成室、地下ピット、屋上などに可能である 。

表 1 標準仕様 (  ) 評定取得予定

WA T3000 WAT4000 WAT6000 W AT l 6000 

布効ノドiIt (el 3000 4000 6000 16000 

定絡 11上山水盆

130  200 260 800 
( e / mi n)  

定絡 l止出圧 力

(7.0) (7.0) 

(7 .0) (7.0) 

( kgf / c m' )  6. 0 6. 0 

ｾ￭ｩｾ Ｇ ｾ 節水 庄
(8.0) (8.0) 

(8.0) (8.0) 

( kgf / c m' )  6. 9 6. 9 

圧 力 水 柑 ・一種

｛ｦＮ Ｉｊ ｾ 李総 9. 9 9. 9 9. 9 9. 9 

( kgf/ c m')  

;没iEボンベ本 数 5 本 6 本 10本 24本

1I111' ，ll 筏 40φ 50φ 50φ 100φ 

評定A71 ( 予定) ( f ' 定) ｊｉｾ 得 1収得

屋 内m火 絵 共同住宅 屋 内 ii'f 火 後 ス7'リンクラー

HI 途 1 号 屋上設置t 2 栓m 10コ

2 号
1  "ド?  

設

備

の

頁

l設置上の主な留意点

火災の恐れのない不燃区画て二直射日光の当たらない、高熱の発

しない場所に設置し、周囲田直は40'C以下に保つこと 。窒素Jゲス

容総の入れ絵えや点検スペースの目制呆をしておく 。屋内及び屋外消

火栓箱での起動スイッチと起ffij }灯は不要で、あり、取り扱い操作弁法

の標識についても、方、ス圧式加圧送7)( 装置用になる 。施工 ・保守 ・

点検は消防設備士、消防設備点検資絡者のうちカヌ庄式加圧送水装

置に車内通した者が取り扱う こし消防法施行令第32条の適用による

ため、 R岬書消防署と協議のうえ言問lを進める 。

l今後の展望

室素方、スて水を事l' し出すJゲス圧式加圧送水装置は、今までにない

全く新しい消火装置で、' ; r ; : 気がなくてもパノレフ冷Hf. j ければ放水て、き

る。また、屯気やエンジ、ン動力を使わないため、排気カヌゃ CO
2な

どで'J lllJ ぷ!l;i't}zを害さない消火設備て泊もある 。一番多い住宅火災よる

高齢者や子 どもなどへの被害 を最小限にとどめられるようなーづ般住

宅向け商品の小型化も計る 。初期消火への信頼性を高め、人々の尊

い命と財産を守り、安心で安全な暮らしを支える防災機総として今

後、広〈浸透していくと確信している 。 (みつづみは( L )
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型枠兼用断熱パネル

203 

ゐ 施工材料の頁

工頁 日 111 位 特 性11立

容i1:友 ｧ Ｏ ｣ｾ＠ 0.4 

l仰げ強度 kgf /w  48. 9 

接持強度 ｫｧｦ Ｏ ｣ｾ＠ 2. 6 

木ネジ保持力 kgf  12 

非M主導率 kcal /mh.C  0. 04 

防火性能 革推燃 3 級

アサ ノマルチパネルの物性表 1

近年、熱待雨林の伐保による l計J胡段や、建前売材の発生制移jl な

ど、

方、建築業界では、作業員の高齢化 ・若手イ侯業員等の不足など

による労働力不足や、労働時I i IJ の短縮、労働生産性の向上などの対

応力f求められています。

特に、鉄筋コンクリ ー ト造娃築物における型枠工事は、熱帯ffi跡、本

材を原材料とした酬明制反を大量に使用するため、担民蹴境に配

地した型枠への転換が望まれており、また、型枠工の技術を必要と

する労働集約型の工事であるため、労働生産性が向上しにくい工事

であるため、 これらの改善力志望まれています。

lはじめに

l性能

断熱性能によるアサノマルチノ f ; i ，; 1 / の必要厚さは住宅金融公庫の

制限蛸造基準に準じると以下のとおりになります。

I 地区 コンクリ ー 卜150mm+アサノマルチノ叶、ノレ30mm+ 内装仕上

lアサノマルチパネルとは

ぶ

J

'

B

V

 

コンクリ ー 卜150mm+ アサノマルチノ f オ、ノレ30mm

コンクリ ー 卜150mm+アサノマルチノ f オ、ノレ20mm

II:t也区

11I :t也区

アサノマルチノ叶、ノレとは、ビデオテ ープ、オ ーディオテーフ噂の

磁気テープの製造l侍に メーカーから発生する磁気紛の1，惜した磁気

テーフ顎の廃材を原料として、これを粉併し特例拠理を行い、パイ

ンダーを加え、加工成型 したノ材、ノレて. す。
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l特徴

アサノマルチノ f オ、ノレは型枠としての性能をもった断摂y fオ、ノレであ

り、断製¥t;H_ 型枠の組立作業が一度て済u ' ほか、型枠の撤去作業も

ないためエ程を短縮できます。
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在来工法本工法

型枠生住込み( 令板)アサノ 7 /レチノマヰ、j レ主Ir込み

壁部取合E童込み図スラブー壁取合部建込み図
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納まり参考図図 2コンクリート打設コンクリート打設
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lまとめ

多数の現場施工により、作業性も問題のない ことを石間E しました。

また、ア サ ノマルチノ叶、ノレ，［ｊＺｾ釘 ｩ 鼓気テ ーフ 。 を用いたノ旬、ノレであり、

リサイクノレの観点からも ￭ｊ ｩｬｬｊｊｾに優しいパオ 、 ノレ ｪ です 。

.!J，. 

i民型枠 ・端太 ・伐 木 解 体

伐材片付け ・合板荷上 ・降

在来工法との比較

日

サ

.!J，. 

仕上げ

断熱材 I収1'1け

端太 ・校 木 解 体

図 1

仕上げ

施工例( 壁面)写真 1
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建 築 電 気 設 備 編

建築技術者のための建築電気設備の要点目

谷本敏和

船きんでん技術本部 F M' B M推進部部長

予備電源・発電設備

の似1d合も可能にしています( 図 2)。

建

築

技

術

者

の

た

め

の

建

築

電

気

設

備

の

要

点

l省エネルギー化( 常用発電設備)

契約危力のピークカットによる Ｇ［ｇＺ ｪｊ 料金の低減及び、Ｇム Ｚｻｾｉｩ な燃捌

t か持防! 搾1I斤l による常用発屯を行い、エネルギーの低減化が進めら

れています。図 3 にその代表例のコ ー ジェオ、レー ションシステム

( CGS) の概袈システムを記述します。

、li システムは、 isi Jli ';G: i.原と並手1I に発屯した屯力を利用し、そのエ

ンジンより発生するお降! 吃利川し、冷i暖房や給湯などに手11mするも

ので、そのtH苓! ¥が十分にi古川できる Ji 昨 釘 は

大きなメリッ卜があります。

給水

システムフロー図

社会ニーズとして、 1江i1J ;l のイ言煩性が強〈求められていますが、由主

使うたは人命の尊重であることは当然であります。 したがって '，G: J J会

社の停 Ｑｅ 丸肢として、防災Ｇ［ｇＺ ￬ 原 ・ 非常屯 ￬ Ｑｊｾの附呆は重要です 。

一方、経常令理化のためのヂiエヰJ レギー化の屯i原システムやJ也球

環境保全のための新屯源の IJFI 発も進められています。

約3 5 %力

図3.1

油 軽j由なとj

入力エネ J レギ

一一一一一一一ーー

100% 

A  

l電源信頼性の確保

デイゼルエンジンでの C G S のフロー図図3.2

表 1

H宇年、京都国防f会議場て開催された COP 3で、地球関jl 保全のた

めの省エオ、ノレギー化の却例目標が設定されました。I白玉j獄 境 保全の

IliH乱仁、将来ますます増加するであろう エオ、ノレギー需要に対応する

ために、以前よりクリ ーンエオ、ノレギ- 1 : しての新電源システムの|泊

予Eが進められています。 その概裂を次に記述します。

(1) 太陽光発電システム

パネノレに太陽光が入射すると、直般電気が発生するシス テムで、

すでに数十万kWのシステムカマ刻助しています。

ただし現状ては、製品の コストヵ市; < 、また効率もイ尽く、天候に

左右される という欠点があります。

(2) 燃料憲也発電システム

燃対ヰと酸素をｾ ｇＺ 気 化 学 的に反応させ、直後屯 気を発生させるシス

テムてす。持降! 吃平 IJ l J すれlぶ吉i効率となります。

燃料には、天然ガス、L P G、石油、メタノー庁、石炭方、ス等カ努1I

川されています。

(3) その他の発電システム

① 風力発屯システム

⑫ 也仰を電システム

等カＨｊＧ ｊ ｾ 注すでに ｒ Ａｬｬ化されています 。

l地球環境保全のための新電源

(2) 蓄雪; 也設備

アノレカリ帯屯池と鉛蓄屯池の 2干封讃がありますが( 表 2)、 その使

用目的に応じた最適システムを採用します。

表 2

59 

としかず)
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( たにもと

(3) 交流無停電電源装置 ( UPS)

コンピュター ・OA. F Aなどの重要fl ｦ， Ｚｦ に刈して、定ｾｇＺ圧 ・ 定周

波 ( CV ・CF) の安定した' ，l!: i/J;l を停屯または|繍時屯圧降下に| 共l係な

くOL給する装置です。またヲE也機屯ilj官をパックアップさせ、長H寺1111

整流器 インバーター

耳h- M

A C 出力

(CV .  CF) 

交流無停電電源設備システム構成図

A C 入力

商用電源

自家発電機電源 一一。

図 2



日本建築総合言鵡剣庁

〒565- 0873 吹田市蔵白台 5- 8- 1

業務時間 9  :  ｏｏｾ＠ 17 :  15 

財 団 法 人

GB R Cニュース

建築技術安全審査委員会について

lはじめに

当委員会は、昭和49年 11月近畿建築行商皇絡会議の要請により建

築主: t!J : の諮問機関として発足 し、同連絡会識が定め る桃造等取扱要

領に掲 げられた建物等の安全審査 (以下 「審 査j とい う) 営行う こ

とを目的としています。問要領は、昭和56年 6 月の建築基語紙施行

令の恥主に伴って建設省住指発第96号の通達を受けて改訂され、高

きが45m ( 鉄筋コンクリ ー 卜造は31m) を超えて 60m以下の高用『建

築物についての安全性を判断する 「芸科目U が追加されました。

な お 、 当 委 員 会 で は 近 叫 砂 防地域の側牛についても「矧而J ゃ

「審: t. 'J を行っております。

( 財) 日本建築総合鉱験所

敬祢略・50音順{ 平成 10年 5) ) 1 日現在)

例日 :本建築総合試験所顧問賀林

関西大学教授

名古屋工業大学教授

大阪大学助教授

大阪大学教授

京都大学教授

大阪大学教授

大阪工業大学教授

豊橋技術科学大学教授

京都大学教授

京都大学助教授

神戸大学教綬

神戸大学教授

京都大学教授

近畿大学教授

大阪工業大学教授

福井大学教授

紛日本建築構造技術者協会関西支部

(v掬東畑建築事務所構造部長〕

大阪市立大学教授

京都大学助教授

摂南大学教授
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。l羽日本建築総合試験所机造部長
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〔附大建設計大阪事務所総造室室長〕
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千百山大学教授

。i事日本建築総合試験所理事

関西大学教授

間日本建築構造技術者協会関西支部

〔鮒昭和設計常務取締役〕
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( ) ! 事日本建築総合試験所所長育l
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委l運営

当委員会は、大学の椛造系研究者及び椛造技f i I i 南協会から推せん

された設計実務家て構成されており、月 1 回聞かれる常任委員会に

おいて申込み案件を務報し、案件ごとに 2 - 3 名の委員からなる小

委員会 (部 会) を設けます。詳細輔 ri はこの小委員会て、行われ、通

常 2 - 3 回聞かれます。審議終了後、担当委員により報告哲( 案)

州宇成され、常任委員 会 で の 街義を経て報告書が交付されま す。
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l申込み方法

建築主事から建知i鰍申請予定制牛について、当委員会の矧孤あ

るいは審査を受けるように指示された場合、下記の書類をそろえて、

常任委員会開催 1 週間前まで、に当試験所に お申込み下さい。

なお、資 Ｊ ＭＧ Ｑ 等の 作成に あたっ ては、 事 前に 当事Ｎ ｾ主所と相談の上、

進めていただくようお願いします。

Ｐ 詞制又は審査申込書Ｈ当事ｾ主所所定の用紙Ｉ・… Ｎ ＮＱ 通

0 委員会用資料・ ・…・・・…. . . . . . . .・・・・… ・・・・・・・…・・… ・・・ ・・..22部

。庄由。

l評価・審査の手数料について

基本手数料 (f見)} IJ) は、詞ヰ凶95万円、務査60万円です。

常任委員会での受付終了後、当試蜘庁より申込者に対し、請求書

を送付しますので、郡勝了までに所定の銀行に振込んでいただく

こ とになっております。

l常任委員会の開催日

原則として第 3 火 曜 日です。平成10年度の常任委員会開催日は、

6/ 16、 7/21、8/ 1& ※ 9/22、 10/20、 11/ 17、 12/ 15

平成11年 1/ 19、 2/ 16、3/ 16の予定です。

※ 9 月のみ第 4 火IIWl 日です
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0

0
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0

 

資料請求およびお問い合わせは、

当所企画古来反日務係、( 屯話06- 834-4775 ( 直) ) までご連絡下さい。

夫

。 印 は、常任委員会委員長、 O印 は 、 常 任 委 員 会 委 員

広

史

山

辺

脇

波
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[ " : 1 白域共生の者間帯情u い、うタイトノレは、

者間T計1軍| の新しし、パラダイムを主張している 。

本書は、人、地域から都市を見つめてこら

れた著者が、京都大学て、の全学共通講義ノー

トに i誠 ir 内容などを加筆されたものである 。

冒頭に都市計画観と本舎の位置づけがある 。

都市刊直| は、これまで雄築 ・土木などの主I ! : 設

系の必4貝専門分野とされてきた、しかし今日

では、建設系専門分野を中心に多様な他分野

との連携を要する広範囲な「相会システムJ

t して変化している 。変化に応えるために、

建設系専門家だけでなく、建設系外の専門家、

市民などに都市計画ぞ迎解、 学習してもらう

テキストとしたいとの思いが述べられている 。

「思いJ の試みについて述べてみる 。

第ーは、都市計画に| 具lわる人に ついての記

述 t 位置づけ( 本舎の構成) である 。全体 5

茸端成の第 l 章で、者|川7計画の主体である市

民、プランナ一、コンサルタン卜、支媛ボラ

ンティア専門家、 学者 ・研究者、自治{ 料T政

スタッフなどの人の役jfj: リが述べられている 。

投的テキスト t 上回l交すると特徴がl I . A" 3者であ

る。通常は、第 1立てな者11市論、者11市苦|画の

歴史力主記述される 。 さらに、これまでは市民

など人についての記述は希である 。あっても

都市施設の利用者などとしての登場である 。

第二 に、人に対する位置づけは、都市計画

とは何かぃ、う定義に発展する 。第 4 i ; i の「都

市空fl ¥J を造り運用する活動I. t . 、市民個人や団

体、企業などの創立とエオ、ノレギーでも って具

体化されて L、る 。市民 U ま、自らの者1I市状態

を 謝rr し、批判し、調遁を自覚し、共有でき

る将来空1M] 像を彬思し、 実現のためのノレーノレ

t 協力関係、を築〈 主体である 。 とする t 都市

青h直! とはその営みを支援する社会システムで

あるといえる 。」という文が樹氏に再掲されて

いる 。都市空聞を実現し、有用な モノとして

いるのは、者11市計t国の制度 ・事業でなく、線

源的には市民などの人、団体の高l随的エオ、ノレ

ギーである 。都T惰| 恒lはエオ、ノレギーが結実す

るようにする支援システムである、 との位置

づけて‘ある 。人、特に市民の都市計画への、

体的、 fiE却d向な関わり、価i)} きかけが英月待され

ている 。

第三は、構成のJ守徴て. ある 。同特徴として

人に ついての記述が第 l にある ことに触れた

が、その他に、 5掛械の中で、者111'開 li mlの

「言 ｉＭｪ 亙 ｩｾｩ 命」が多様、多用な計画の調整として

書 評

地域共生の都市計画

さ還さ己宅話器三村吐L

第 3f，' i: の「計値|の総令t 1 J に、者11間十回lの n摘

発 ・実現論」が第 4 1' ! f : の「市街地I l 日発 ・居住

地整備のイ1議長みJ に、それぞれ全体の 3分の

l 五Uこを害IJ いて記述されており、この二つの

立に重点が置かれている 。 さらに、- l iJl f;灸の第

5立に「 これからの?泌mJ として、本:;5の書

名である出或共生の都市計画に向けての吉見極

が諮 られている 。網雑的に記述すると、都市

計画の仕組みがええ雛くなるので、立区l的に

lり1示的な桃j戎にしたと忠われる 。

犯人上の他に、以下の内容が語ら れている 。

者|例措十回 t しては、都市計画に| 刻わる人が

人材として育成できる 青|恒lプロセスが非常に

重要である 。主体となる市民の都市づくり能

力の発達が者間1 f t 十闘の発展の基盤であるので、

能力発達の支援が必喫である 。 そのためには

都市計画に| 刻わるプランナ一、コンサルタン

卜には、計画策定のプロセスを企画、判的活、

支媛する新しい専r"-J家としての資質能力カちR

められる 。

近f明日T慌「画lま肪伏先進国の思想と 実践の

学習 ・導入から始ま ったが、{ 也分野との共同

作業力市J fmなプロセス、および、市民、プラ

ンナーな E が育成するプロセスを提供する社

玄システムとするな ら、都市計画は借り物て、

なく人と地域に同化する必裂がある 。 アジア

tlTtJGへの同化ではわが国における者II T開十回の

成果ヵヲ釘言出来る 。 また、 手引言・交流に杭艇

的な気持ちがあれば、人の育つプロセスをも

っ社会システムとしての都市計画lが発展する

と述べて、発信交流に前向きに取り組むな義

の大きさを諮ってし、る 。

全体 t して「人間らしさ、地域らしさ」を

追求する都市計画が語られている 。多樹剖資

されている手書 き的イラストはテキス卜に親

近仰を与えている 。

実際に利用してみると、建設系専門家て" な

い人が少し本格的に都市計画を理! 解するテキ

ス卜として、専門家教育ては第 2 のテキス卜

として極めて有用であると忠、われる 。

Ｈはま ｴｾ Ｎ ｴＮ よかあき Ｏ 布 ｬ ｾ ｦｘｌｉｉ 大 学シ ステムｔＢｩＧ ｣ 部

環 境 システムと河 if教綬、告11市計画家)

書

評
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BOOK 

STATI ON 

建築基準法・大改正

建築の設計はこう変わる

建 築 基 準 法 研 究 会 編 著

日経 8 P 社

1997. 10. 17刊

A5判 252頁 本 体2800円

企 函 ・編 集

竹
井
」

作

品

R

社

建

置

操

凋

間

断

苅

引

出

和

学芸出版社

1997 . 12 . 10刊

A4W平IJ 144頁

HOTEL  FACI Ll TI ES 

New Concepts in Archi tecture &  Desi gn 

現代建築集成/ 宿泊施設

柴 田 陽 三 監 修

メイセイ出版

1997. 9. 20干IJ

A4半IJ 変形 224頁

RELl GI OUS FACI Ll TIES 

New Conceロts in Archi tecture &  Desi g円

現代建築集成/ 宗教施設

藤 木 隆 男 監 修

メイセイ出版

1997. 6.20刊

A4判変形 224頁
本 体57∞円本 体 15534円

本 体 15534円

回

O

O
穴

「建築情報j

整理・活用マニュアル

社団法人日本建築学会図書委員会

ドキュメンテ ー シ ョ ン 小 委 員 会 編 著

学芸出版社

1997.  10. 25刊

85半IJ 2∞ 頁 本 体2800円

都市・公共土木の

C Gプレゼンテーション

ーデザインーコミュニケ シヨンと合意E庇のメディアー

榊 原 和 彦 編 著

小谷通泰・土橋正彦・山中英生・吉川断司著

学芸出版社

1997 .  10. 20干IJ

85W判 176頁

日経 BP 建築デジタルブッヲス 目白

C Gでよみがえる古代都市

NHKスペシャルにも登場した驚異の復元技術

大成建設設計本部 CG デ ザ イ ン 室 著

日経 8 P 社

1998. 2 .23干IJ

85変形半IJ 168頁

日経 BP ' 建築デジヲルブックス・。l

大江匡のデジタル・スタジオ

勝吉残るための CAD環境樋築法

大 江 匡 、 泉 俊 哉 著

日経 8 P 社

1998. 2. 23干IJ

85変形判 176頁

印
↓
》
↓
一

O

Z

本 体3500円

j樹 E ι

マミミフ奇川J 5m

本 体2800円本 体2800円

建築と社会 ・1998. J  62 



[ お知らせ] llii lllll lllllll lr n  f  0  r  m D  I  i  0  n  

「江戸・東京モ夕、ンJ展開催中 『建築の20世紀展- 終わりから始まりヘ- J

J  R東京駅 ・赤煉瓦駅舎内の東京ステーションギャラ 建築や都市の介野からこの| ∞年間の変動を振り返り、

リーで、r ; 工戸 ・東京モタ. ンー浮世絵に見る幕末・明治 それを革新と伝統というこつの関像性の枠組みの中で

期の世相」展を開催中。 再考しようとする展覧会を、東京都豆見代美祢沼官て企画。

江戸幕末から明治30年代に最後の繁栄を迎えた浮世 本展は、さまぎまな要素か被い合い、その関保全の中

ょうし 命 うら必吻ぷ

絵約200点( 五雲亭貞秀、 三代歌川広重、揚州周延、 て矛盾をはらみながら 20"世紀の建築は発展してきた

やす じ

井上安治ら最後期の浮世絵師が画いた) で、激動の時 とする史観に基づいた企画で、未来の人間と建築 ・都

代の政治、風俗、文化の変遷を紹介している。 市との関慨を展望するものである。

会 期 1998年6月6日仕ト 7月20日( 月 ・祝) と き ＱＹＹＸ 年 Ｗ 月 ＱＰ 日幽 ｾ Ｙ 月 Ｖ 日 Ｈ 日 Ｉ

10:  ＰｾＲＰ Ｚ＠ OO( 土日祝日は 18 ・00まで)

*  7 月20日を除く月曜日は休館

会場東京ステーションギャラリ ー ( 赤煉瓦駅舎)

(*  J  R東京駅・丸の内中央口下車)

主 催 ( 財) 東日本鋭蓋文化財団/ 東日本旅客鉄道側

入 場 料 一 般800円、大高生600円、中小生400円

出 品 じ受草公園綾雲閣之図J (田口米作、 1890

年)、 『東京汐留鉄道御開業祭机之図J (三代歌

川広重、 1872年)、 I芝公園紅葉館楼上之真図j

(三代歌川広重、 1881年)、 「東京海運橋第一

国立主良行の全図J ( 永島孟斉、 1876年)、 「貴顕

翻査の略景J ( 楊州周延、 1888年) ほか

月曜休館( ただし 7 月初日開館、 7 月21 日休

館)、 10: 0ト 18: 00 ( 金曜日21 ・00まで)

会 場 東 京 者 限 代 美 祢 溜 ・企画展示室

東京都江東区三好4- 1-1 TEL03- 5245- 41 1  1  

東西線 ・木: 1 崩尺/ 都営新宿線 ・菊)11駅

観覧料 一般 1200円、小中高生600円

展示構成( ーイ列)

・世紀末の大計画: 世界を秩序だてるマ ッピング

. 20"世紀初頭の植民地主義

・パウハウスで近代的な教賓と生活

・田園都市とニュータウ ン. ヨー ロッパ、米国、中東

・荒廃と再建都市の再建

・今世紀後半における新しい首都の創造

. エ コロ ジーの建築

- 構造の若手見

・ユー トピアのエッジ ' 巨大概置と社会資本

• ＱＹＶＰ 年代 ｾＷＰ 年代の 建築王監命の台頭

“-
J レ・コルピユジエ 〈チャンテ'ィガールの知事公邸> 1953年

チーム ・アンビルトによるコンピュータ一再現イメージ

- 記念シンポジウム「建築 ・都市の未来に向けてj

と き ＱＹＹＸ 年 Ｗ 月 ＱＰ 日 働 ＱＸ Ｚ ＰＰｾＲＱＺＰＰ

会 場 東 京 グ ロ ーヴ座/ 東京都新宿区百人町3- 1-2

高田馬場駅徒歩 9介、新大久f呆駅徒歩 6 分

構 成 ・基調講演 ・ジャン= ルイ ・コーエ ン氏( パ

リ= ウ.イルマン建築大学孝知受)

・討論会. 荒)11修作氏( 芸術家) / 石山修武氏

( 建築家) / ジヤン= ルイ ・コーエン氏 /エリ

ザベス ・スミス氏( ロサンゼルス現代妥当桁館

キュレータ )

参加入場無料、同時通訳付、定員700名先着順

申込朝日希望者は所要事項と参加記鴎先恒斤を

記入し、 FAX でデルファイ研究所 ( TEL03

3222- 5031、 FAX03- 3222- 5062) へ。

『ヌーヴ、工ル・ヴ、アーグ: フランス現代建築家 7人展J

『東京名勝吾妻橋鉄橋之真図長八十六問巾七間J

1888年 小 林 幾 英

1888年度「松井源吾賞J受賞者

わが国構造設計の向上発展に貢献した故 ・松井; 原吾氏

の早稲田大学i国哉を記念し、 1991年に「松井; 原吾首j

が創設され、毎年、構宣言知者の功績をたたえている。

第 8回「松井; 原吾賞」の選考には、菊竹清訓( 委員代

表) ・青木繁 ・内井昭蔵 ・小堀鐸二 ・佐々木1盟月の 5 氏

があたり、受賞者は安綴欽也氏、丹野首眠に決定。

. 安藤欽也氏( あんどうきんや) / 1944年 2 月東京注まれ

1967年法政大学工学部建設工学科卒業。側藤田組( 現・

フジタ) に入社。現在、建築本部エンジニアリンク言宣

言十昔日担当部長。受賞対象はノ Tークドーム熊本( 設計/

第一工房 ・フジタ共同t本施工/ フジタ九州支広、構

造/ s 造、 R C造、ケーブル補強二重空気膜構造)

・丹里子吉雄氏( たんのよしお) / 1951年宮城県生まれ

1972年宮被高専建築学科卒業。1972年側竹中工務庖入

社、現在、東京本庖言宣言惜日補筆担当副部長。受賞対象

は大館構毎ドーム( 設計/ 伊東豊雄建築設計事務所 ・

日本て中刀めて、フランスのノマりではなく地方において

精力的に活動する ＳＰｾ ＴＰ 貴重代を中心とした建築家に

スポットをあてた展覧会 「ヌーウ.エル・ヴアーク' フ

ランフ現代建築家 7人展J が開催される。入場無料。

本展は、「日本におけるフランス年J の公式イベン卜

であり、建築家の選定はf I ' Archi tecture d'auj ourd' huij 

誌主幹のノ T 卜リス ・グーレ氏、写真は建築写真の第一

人者フィリップ ・ルオ一氏による。

会 期 1998年 7月6日伺ト 9月11 日倒

10:  ＰＰｾＱＷ Ｚ ∞土日祝日と Ｘ 月 ＸｾＱＶ 日

竹中工務底、施工/ 竹中工務庖、概皇/ 秋田杉大断面 Ol i vi er 8audr y 映画館「カフェ・デ・ジマージユJ 座

集成材アーチ構造屋根+ R C造) <<:>1998 phi l ippe Ruaul  

休み

会 場 ギ ャ ル リ ー・ タイセイ TEL03- 5381- 5510 

東京都孫庁宿区西新宿| ー25-1幸府首センタービル

協 力 フ ラ ン ス 建 築 協 会 (ifa)

展 示 ① Ol i vi er Baudry(  1957年生まれ) 、 ② BDM&

Aeri a (Ducerf / B DM・1948年 + Mar c/ B DM・

1950年 + Lull ne/  Aeri a 1945年)、 ③ Manuel l e

Gaut rand(  1961年) 、④ Raphael l e Hondel at te  

( 1967年) 、⑤ Lacaton&Vassal ( Lacat on1955 

年 + Vassal 1954年) 、⑤ Bruno Pl i sson ( 1957 

年)、 ⑦ Rudy Ricciotti  (1 952年) の作品を、

建築写真を中心に展観。会場内では建築家紹

介の CD- ROMも。

. シンポジウム「今、 マーヴェル ・ヴァーグとは ?J

日 時 1998年7月8日制 18 :  ＰＰｾＲＰ＠ :  30 

会 場 大 成 建 設 大ホール( 新宿センタ ーピル52 F)

出席者相田武文、三事里一、ノ f トリス ・グーレ、フ

ィリップ ・ルオ一、マニュエル ・タルデイツ

ツ、ラカ卜ン& ヴアッサル、リュデイ ・リッシ

ヨッティの各氏ら 12名

申 込 電 話 に て ギ ャ ル リ ー・ タイセイ ( TEL03- 5381

- 5510) へ。先着順 150名。参加費無料。
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i nf or mat i on 

( 仮称) 浪速区合同庁舎公開設計競技設計案募集中

現在の浪速区役所用地に区役所とf尉建所の合同庁舎を

建てることを決定した大阪市は、公開設計責対支方式( 応

募資格のある諒十事務所すべてが5主計搬に参加でき

る) で詰十築を募集しているが( 将忘 5 月号で予告) 、

その詳細が発表された。

応募案提出 1998年 9 月 1日似ト 3日同昼休みは除く

受付場所 大阪市都市整備局営繕昔日企画課

( 仮称) 浪速区合同庁舎公開設計競技事務

局 TEL06- 208-9324

審査委員三欄佐久氏( 大阪市立大学名誉耕受)

片倉健雄氏( 近畿大学理工学部教授)

篠崎由紀子氏( 者肺生活研究所主宰)

賞 金 最 優 秀 作 品 l 点2∞万円ほか

審査結果の発表と公開展示は 10月下旬予定。平成 11年

度に工事着手。平 13年度完成予定。

・( 仮称) 浪速区合同庁話十函概要

所在地大阪市浪速区敷津東 1-4-19 ( l ! 見区御庁用地)

地域地区商業地減‘ 防火地I或(一部準防火地域) 、容

積率600%

面 積 敷 地 面 積 1633m' 、延床面開句9800m'

施設内容区制庁一一事務室、区民ギャラリ 、会議

室、宿直室等/ 1 : 尉建J斤一一事務室、 f新建相

談室、保健指導室、集団検診室等/ 共用一一

パブリックスペース

「せんだいメディアテークの構造J - 建築 Next Phase 研究会一

「津村家住宅J 塗録文化財に

日本建築協会が大正 11年に大阪府箕面市桜ケ丘で開

催した「大正住宅出重博覧会j て建てた洋館で、今も

残る 9棟のうち「津村家住宅j が、 5 月15日に国の登

録文化財建造物として、文化Rオ保護審議会から文部大

臣に答申され、指定された。

「住宅改造博」開催のため、 日本建築協会は大正 10年

ｾ ｉｉ 年に Ｓ 回の 「 改良ｻ主宅懸賞募集 ｪ を行い、第 ｼ 固

と第 3回の上位入選作品から各 4 点計 8点に変更を加

え博覧会に協会出品として建設した。漂村家{ さ宅は、

その第 l 回の l 等当選図案で、設計者は谷本甲子三。

阪急電車箕面線 ・桜井駅を降り、北に向かつて 5分ほ

ど歩くと、箕面川の田村橋にさしかかる。ここから前

方に緩い上り坂が250mほど続しこの坂の東側が当

時5000坪の実物住宅展示場であった箕面市桜ケ丘 2

丁目。

L 字形の木造総 2 階建ての津村家は、人造石の外壁に

日本瓦をふき、落ち着いたたたずまいを見せる。内部

は、応接室兼害斎の壁画に 3 力所アーチ形の窓をつけ

95年のコンペて最優秀に選ばれた伊東豊雄氏諒十のせ 日 時 1998年 7月16日同 18 : ＳＰｾＲＰ Ｚ＠ 30 るなど、ミッション様式の洋脚力要素を加えている。

んだいメディアテークは、 99年 3 月の竣工を目指して 講演者佐々木睦朗氏( 佐々木隆朗構造司田芳究所)

工事が進められている。 会場東京デザインセンター TEL03- 3445- 川 21

ユラユラと波に漂う海草を連想させる、「チュ - 7'J と 東京都品川区東五反田 5-25-19

名付けられたは本の柱。伊東豊雄氏のこのイメ ージ 参加費 10∞円

を、概皇家 ・佐々木隆朗氏がどのように受けとめ、実 申 込 名 前 ・草h務先 ・TEL . FAX を記入して FAX で

現させていったのか、苦心点を交えながら干あ色との特

徴を解説する。

東京デザインセンタ ー建築 Next Phase研究

会 ( FAX03- 3445-1 125) へ。

「トヨタプリウス- 21世紀へのデザインメッセージJ

大阪デザイン振興プラザデザインセミナー「ヒットデ

ザインはいかにして創られるかj シリ ーズの 12回目

は、電気とガソリンの両方をパワーソースとするハイ

ブリッドエンジンを搭載した初の国産車「プリウスJ

を取り上げる。低燃費、低公害、さらにデザインにお

いても今後のセダンの指針とすべ〈斬新なスタイルを

導入したこの車に込められたデザイナーの夢を、開発

プロセスに沿って紹介する。

講 師 ， 翠 正 憲 氏 ( ト ヨタ自動車側第 2 デザイン部

第21プロダクトデザイン室プリウス室内デ

ザイン担当)

日 時 1998年 7月17日悩 15 : 0ト 16 ・30

会 場 ア ジ ア 太 平 洋 ト レ ー ドセンタ ー ITM棟 10F

ODP デザインセンター内セミナールーム

定 員 100名( 先着順)

参加費 1500円( 当 日受付支払い)

申 込 開 催 前 日までに電話06-615-5510か FAX06-

615-5173で ODP セミ ナー係へ。

スペースデザインゼミ「進化する C A D設計J

- 7 月10日ω1 8 : 3ト 20 : 50 会場大阪ガスインテリアデザインスク ール教室

f CAD化 ・ネットワーク化でどのようなことができる 大阪市中央区備後町3-6- 14備後町オークピル

のか ｊ 基樹既念 ・ 各種機能 ・ Ｒ 次元 ｾＳ 次元 ｃａｄ へ 受謝ヰ 一般25000円( 干抱込み、耕オ費別途) ー講義初

・7月24日倒 18 :  ＳＰｾＲＰ＠ :  50 日に受付で支払い

「設計の実務の中でどう使うのかJ ( 実演) 協力事務所 申 込 受 講 申 込 書 を FAX または郵送で同スクール

との図面のやり取り ・インタ ーネット、イントラネッ ( FAX06- 262- 7202) へ。定員は20名

卜の利用 講師 ・鈴木裕二氏プロフィ ール

- ａｉｾ ｉＷ 月 ＳＱ 日 幽 ｯｲ B m8月7日幽 18 : ＳＰｾ＠ 1954年生まれ。1991年に西宮市で一級建築士事務所ア

「設計者lこよる活用に向けてJ ( 実習) 図面データや部 ド設計を創設。Aut oCADアプリケーション「アドメ ニ

品の活用、 3次元て・のヴォリューム把握 ューj や fLT BasicJ の開発 ・販売も行う 。
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第18回大阪まちなみ賞募集

大阪府域内の建物及ひ建物を中心としたまちなみで、

周辺環境の向上に資し、かつ景在見とすぐれたものを表

彰する「大阪都市景観建築賞( 大阪まちなみ賞)J は、

今年も Ｗ 月 ｬ 日 ｾＷ 月 Ｓ Ｑ 日 まで 市 民による自薦、推薦

を受け付けている。入賞発表は 11月中旬予定。

対 象 建 物 ・ 平 成 5年 8 月~平成 9年 7 月末竣工

まちなみ : 平成 9 年 7 月末までに完成

推薦方法官製ハガキに、推薦物件の名称 ・所在地 ・

完成時期 ・推薦理由 ・推薦者の氏名 ・連絡

先住所 ・同電話番号を記入し、大阪府都市

景観建築賞事務局( 干540-00 11大阪市中央

区農人橋2ート 10 大阪府建築士会内、 TEL

06-947-1 961) へ。

審査委員 浅野満男 ・今井範子 ・岩井I朱悪 ・織田峰彦 ・

高盟予桂人 ・高橋叡子 ・徳田二美郎 ・速水久

夫 ・ベルナルドカ 卜リッセ ・増田昇 ・松村

慶三 ・宮井市太郎 ・宮本茂弘 ・山下弘 ・吉

川博教の各氏。



アジア太平洋インポートマー卜

Asia-Paci fic Import Mart  

展示場棟・西日本総合展示場新館

設計監理/ 北九州市、日建設計

路工/ 鹿島 フジタ若築建設工事共同企業体

九電工 あいはら共同企業体

三信工業

タイダン 目白共同企業体

東芝

日本電気

西部ガス

流通センタ一棟

設計監理/ 日建設計

施工/ 鹿島住友金属- 山九 シヤール建設工事共同企業体

写真 / 東 出 清 彦
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企画・建築計画

Pl anni ng Archi tectural  Desi gn 

中 井 進 / 神 津 昌 哉

- 北 九 州 市F A Z計画

グロ ーパル化 ボーダレス 化が進展する世界経済の変化のl ↓l

で、 n*でも 一府の輸入促進や岡|僚経済交流が急J 労とな っている。

1993年北九州市は、国際貿易港としての長い歴史と伝統に新た

な活 力 を 加 え、国際都市への新たな河 ｾ ｬＧｾを目 指し て 、ｼ 主 ｼ から ｆａｚ

( 輸入促進地域 F oreig n Access  Zone) の第一指定を受け、北

九州 F A Z計画を策定した。F A Z青|岡の目標は、地域の特性・機

能を最大限に活かし、物流基盤の整備にとどまらず広く愉入品に

対する需要を喚起 - 創出する創造型の愉入拠点づ、くりである。共

体的には、第 3セクタ - KI PRO (1側北九州輸入促進センタ ー)

を主体として、国際総合流通センタ ーを整イjill し、港湾地区の物流

機能をIW強し、それぞれをネ ットワーク化して拠点形成づくりを

することとなる。その中心施設として、アジア太平洋インポート

マート. AI Mが位置づけられている。

AI Mは、 G漣11売マ ート 機能、② ビジネスパ ックア ップ機能、

①プロモーション機能、④ イベント、コンベンション機能をもち、

国内外の貿易 ・流通業者、貿易促進団体等が入居し、在Il・ 展示 ・

取引- 商談や情報サービスの行われる大規検複合施設である。こ

こでは良質で、多種多様な海タ凶2品に符易にアクセスすることカf可

能となる。

北九州市F AZ計画

小u駅北 II Jtk IR より d1街j世を|臨む
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- 北九州市ルネッサンス構想と小倉駅北口地区開発

北九州市では 「水と緑とふれあいの同| 努テクノロ ジー者間lJ を

テーマとした “北九州市ルネ ッサンス構想" を推進しており、

AI Mの立地する小倉駅北口地区は 「海に拡がるにぎわいの交流

都市j の実現のための最も重要な地域と位世づけ られている。こ

こでは既に尚業 ・業務施設が着 と々 4剖mされており、また ]R小

企駅、モノレール駅、凶道199号線、フ ェリーターミナルと交通

アクセスにもすぐれている。 AI Mはこの地区の中核施設として、

既設の西日本総合展示場、北九州国際会議場、リーガロイヤルホ

テル小倉などと連携して、 一大コンベンションゾーンを形成する

役割をも っている。

またAI Mのオ ープンにあわせ、小倉駅、商業施設、ホテル、

会議場、展示場、駐車場との回遊動線であるペデストリアンネ ッ

トワークが整1i J l j された。このネ ットワークは北九州市の新しい玄

関口としてのシンボル的な広場や、今後日駒市がすすめられる施設

群との歩行者動線を確保するものと位irrづけられている。

- アジア太平洋インポートマー卜

次のような点を基本とし AI Mの建築計阿をすすめた。

① 国際交流拠点の中核施設にふさわしい活気 と交流を創wす

る。

② “ アジアのII命入拠点者Ili li " 北九州市を象徴し、良好な者1I市最観

をつくる魅力ある施設とする。

③ わかりやすく 定 kで、向い機能性・ 紛 組 を もっ施設とする。

ベデストリアンネ y トワ ークにつながる大空間“ カ、、 レリア" を

中央に、* に流通センタ一、西に展示場を配し、 全ての動線がガ

レリアからはじまり、 n然なにぎわいと 交流が生まれる栴成とし

守 、

ｉｾ 。

外観は、周辺のコ ンベン ションゾー ン既設建物や街並と統ーし

た ｉ ｉ 拍車泉の上にリズム感 の ある特 ｱｾ 的な シ ルエ ッ トで、新しい ＱＱ 寺 代

を拓く核施設にふさわしく、 J!TI lをは らんで大海に出帆する船団を

表現している。 リズミ ックな五本の シャ フトは開かれた世界・五

大陸を象徴し、風 . i皮を表現する銀色の屋根、明るいベー ジ、ユ色

の外観やポイントカラー、 30m四方のガラスブロ ックの大表示壁

面で、人々が集うにぎわいと楽しさを創出するも のとした。

小倉駅北口地区開発

J R小倉駅

小倉駅南地区

小倉駅北口ペデストリアンネットワーク

・・・・・圃圃・・・・・・圃

ム--- ; - J 四 ) - ) J  Ｉ ｾＮ Ｉ＠ 北九州国際会鰍場

西日本総合展示場本館

アジア J ぐI' i下インポート マー ト



匡 週

駐車場

西日本総 合 展示場新館

小Ｚ￭￬駅北 ｉｉ ｊｉＡＡ ｉ ｘＺ ｬｭＱｴ の小伎施設 Ｈ ａｉｾｉ Ｉ

にぎわいと裂しさを創出するメインエントランス { ガレリア )

7 F  

6 F  

| トレードマートゾ ン 1 5F  

4 F  

3F  

|プロモーション、ノーン 1 2F  

ローディングヤード 1F  

B1F  

流通センヲー

アジア太平洋インポートマー卜施設備成

- 施設構 成

小1 ¥駅から連続するペデストリアンデ、ッ キを 21併市. J↓ 〈に通し

て、それと結ぶ l札| ヒに動線のri
'
心で‘ あるガレリアを配し、 * 側に

輸入ピジ‘ ネスの拠点となる 8 階の流通センターを、 I} 可側に8，000

ｲｮ の大空Ａ日 ｪ をもっ以示場を、ガレリアから北にガラス屈Ｎｦ ｬｾ で既設

) _ &示場と結ぶ椛J戊としている。地下には、東側タコマ通りより出

入 ＱＱ をと っ た ＵＰＰｦ￬ 収作の ｾｴＧｬｩ 場を設け、また ｝ｒ 駅ビル、ホテル、

会議場など北l寸地区をカバーする地域冷暖房施設を併設してい

る。

〈ガレリア 〉

ガレリアは流辿センターと展ポ坊のメインエントランスであ

り、ロピー、コンコースの Ｇｾｉｉ て絡もあわせても っ ている 。 流通セン

ター側は商業施設“ えいむスクエア" に而し、展示場人11のエス

カレータも設けられ、あらゆる動線の要として、また周辺胞設と

結ぶ交流布IJ としても機能する。|師16m、長さ 110m、高さ 13mの

大空間のq -Iに、やしの樹列、コンセプトアート、シースルーエレ

ベー夕、エスカレータなどの要素で施設にふさわしいにぎわいや

出会いを泌/ _ I II している。

ガレリアは波形制人りガラス屋根からの分{ 政光のi炎い光にみた

された110mのメインアトリウムと、南北の DPG工法による 15m

立方の透明なガラスキューフ' から椛成されている。号問は活動遮

光 ｫｴｾ によりＡＡ日度調蛙を行い、夜ｉＱ ｕ はライトア ッ プにより友附を 一

転させ、ガラスキューブーが外側にあふれる光をみせることで施設

のにぎわいを感じられるものとした。
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Ｓ 分 ｾ ｬｬ ｦｉｊ可能な ＸＰＰ Ｐｮ ［ の ＮＱ Ｑ 川 ｬ 空 ＱＺ 日 Ｈ 州日 本 総 合民 示 場新町 ｩ Ｉ

多機 な制l光 ビジ ネス拠 l .r: (流通セ ンター〉

m血圧射カラス

アルミカーテ J ウ有ール化緩H型FI N

F . BE 

7ラスファイパー発光蝿部 a124.4 

アクリルチ y プ乳白色

F山錨ils .I 円形ンャフト90 にーヶ所} より

200wメタルハライドラJ プを問射

円形カーテンウオールグラスファイパ一発光部

〈西日本総合展示場新館〉

8，000ni 、有効高さ 13m以上の大空間をもっ展示場は、張弦梁

構造の Ａｉｩ 壬快な鉄骨トラスで ＧＱｦ Ａ ｾ 柱空 ＱＱｍ を構成し ている 。 大屋線は耐

食性の極めて iEi J いオ ーテ ィスナイト系0.4111011坊11支型表而処四! ステ

ンレス板で誼われている。

8，000ぱは可動II¥H:I::-切で 3分割でき、壁而・天井面は吸音性を

高め講演会・集会など様々なイベントにも対応できるものとし

た。展示場は トラ ックが一方通行できる動線、搬出入口をとり、

重量物展示や搬入に配慮して床荷重は 5 t  ni として計画した。 ま

た様々なユーティリテイ供給ピ ットや吊物機机なども備え、高い

サービス水準としている。|幼JJUこも38条特認手続きにより帯; 煙方

式、 IJr] 放型tl X7J<設備と万全のものとした。

既設展示場本館とあわせ西日本最大級の15，000111'を維保でき、

囲内で行われる見本市・展示会の約80%をカバーでき る言|聞と

している。

〈流通センター〉

流通センターは 2 階を中心に 8昭椛成で、 1  .  21)7，rをプロモー

ションゾーンとしての一般向け飲食・物販の“ えいむスクエア" 、

ＳｾＷＱ 渚を卸売やショ ー ルーム、事務所などのトレ ード マートゾ

ーン、 8 階を KI PR O，] ETRO、サポートセ ンタ 一、展示場、貿

易協会・外国公館オフィスなどのビジネスパ ックア ップゾーンと

している。 9 mx 9 mのク、 リッドを基本として梢成し、フレキシ

ブルな平而計画としている 。 また ＲｾＵ Ｑ 滑には将来の商業施設対

応にも目白苗して、物j仮としての法的条件を備えるものとした。 3

|階はキ ャッシ ュアンドキャ リーなとaの卸売広告ili に対応で、きる充分

な階高、荷重条件とし、また 6 ，7 階と 地下 l 階を結ぶ垂直前品

搬送システムも備えて、多様な卸売ビジネスへの対応を可能とし

ている。物品の搬出入は 11倍ローデイングヤードとし大型トレー

ラーの動線も可能とし、地下 11精の駐車場はハイルーフ車に対応

できる 高さとして、賞受の荷物をピックア ップできるシステムと

している。

Ｈ な かい すすむ ＱＱ 悠Ｎ ｕｴ ［｜ｉ大阪 ｅ 没 ，｜Ｑ前 長 Ｏ こう ずまさや 閃， 没ｾ ｩｉ 本 Ｉ

づう 1

ファイパ- 1 0ill

(保i重チユ 町

一ブA 8匂) 担



構造計画

St ruct ural Desi gn 

吉津 幹夫 / 山本 健二

- 西日本総合展示場新館

展示場は75mx  108m、有効高さ 13m以上の1! ! l i 柱大空間で、座

板桃造には鋼管の立体トラスで仏成したアーチ架栴と高強度の被

覆平行線ケーブルとを合成した一方向の張弦梁を採用した。

屋棟梨構は、波をイメージしたタj . Mi を形作るために、東刊のllif

先を南北方向 9 m毎に高低差をつけたアーチ梨Wt を配置した。ア

ーチ梨椛の? 例犬は、頂部レベ l レを同一に揃えた 2種類の異なる IIll

率半径を持っ た形としている。

アーチ架構を構成する鋼管立体トラスの7闘犬は語、匠性と応力変

形性状を基にして決定した。立体 トラスの断面形は逆三角形の断

而をもち、下弦材を 2 本ベアの鋼管とした断面形としている。東

西の支承音1I は東側のスパン方向をローラー支承とし、大スパンで

生じるスラス トを解放させるとともにケーブルへの張力導入をス

ムーズにさせることを意閲した。

ケーブル材は耐久性の信頼が高い被覆平行線ケーフソレを張弦材

に探用し、材質は日本構造協会 「構造用ケーブル規絡J に適合す

るNGS- 121を選定した。これは直径 7mmの高強度 (160kg mni) 

の亜鉛めっき鋼線の素線121木を束ねてポリエチレン被覆したも

ので、ストランドの外径は85mmで、ある。ケーブル導入張力は、風

荷重時にケーブル張力が抜けないこと、並びにケーブルのリラク

セーションと方臼二誤差を考慮して決定している。ケーブル定治音11

は意匠的に見えがかりとなることを避け、下弦材を 2本ペアとし

たことを利用して立体トラスの内部に納めて展示場内部から見え

ないようにした。

- 流 通 セ ン タ ー

流通センタ ーの柱スパン| 尚隔は 9 mグリッドで統ー されてい

る。架構形式としては柱S R C造、梁S 迭の純ラ ーメン構造として、

粘り強い構造であるとともにフレキシブルな平而配置計画が可能

なものとしている。

- ガレリア

南北のエントランスゾーンには、 一辺が約15mの立方体のガラ

スキューフーを設けている。このガラスキュ ーブザの構造フレームは

鋼管を回の字型に椛成し、ブレースなどの斜め材を設けないよう

に努めた。ガラスキューフe の内部で、は、 2 本の S R C柱頂部から

傘状に鋼管を広げ、屋根而の構造フレームを支持している。 また

ガラスカ ーテンウオールはDPG工法を採用し、奈| め材のない椛

造フレームとともに透明! 惑のある空間を演出している。

( よしざわみきお LI 建設。! 大阪椛造設計 J 215 やまもとけんじいl 椛込，i対I' :i? )  

張弦梁

直亙司

長 《 だ お 切 わ 万 数 込1

5500 

必 亙jJ : : : J : "-?' )-ト杭

75150 

展示場繕造概要図

ｉ［ｮｾ 土梁 Ｑ ＧＩ 組 ｩ

ケーブJレ端部
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杉山 隆 / 伊藤 昌明 / 松 本 浩作

- 基本的な考え方

多様な用途・機能をもっ大規模複合施設に適した、機能性、柔

軟性、安全性、経昨阻の高い設1/Hi 設計とした。

- 展示場や流通センターの核施設の用途、 f史川形態、空| 町村牲に

応じた柔軟で、保実な設備システムを構築した。展示場には屯気、

給排水、ガス、エアーなどユーティリテイ供給ピットを設け、

またＡＡ日 ｉ ｙｊ の部分点滅や調光、ＡＡな ｉｾ ｊ バトン設世など多 ｩ 隊な使川形

態にフレキシブルに対応できるよう計画している。 また流通セ

ンタ ーへはテナント単位何:に屯源 - 空調などのモジ‘ ュール供給

をおこない、柔軟な設備フレームを構築するとともに全体空調

システムと例別宅調システムを併川するなど快i菌性の向 l二を阿

った0

・不特定多数の人々が安全に施設利用できるよう各種防災システ

ムの充実を|支|った。特に大空! I ¥J 対応消火システムとしての.rt!oJ(

設備、高感度分離型感知器、火災検出センサーなどを採川し、

消防防災システム詞湘 ｉￎ を受け似 ｾｋ ＮＮ ｴ の安ベザＱＺを高めた 。 また展

示場の大空|日lは38条特認により帯煙方式としている。

.  i註小1¥艮のエネルギーやコストで最大限の機能を発揮できる計聞

とした。ポンプ台数制御、外気冷房、 C O，脱皮による外気取入

れ祉制御などの省エネルギー設計を行い、また地域冷暖房施設

ブロ ー水を I.. II ; J ( 利) IJ し、節水型器具を保川するなど省資源化も

凶っている。

Ｍ多様な用途、 Ｑｾ 川区分に対し管理 Ｑ Ｑ の明雄化、容易化をｼ支 ｼ る計画

とした 。 ａｉｍ 全体の設備符主ｾを 一 元化して保守運営の合理化

を図るため流通センタ一、展示場の設やiHEir仰を統合した 1.. 1
1
火監

視格設備を設置している。 また展示場話室や各テナント符のユ

ーティリティ 言1-111を行い、税金などを集"1符耳l ! できるシステム

を導入した。AI M各所に I TV、パッシブセンサーなどを適所

に配世し防犯上の万全も Jmしている。

展示場電気設備供給ヒ. ット ( 12m毎に設置)
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九州モーター y ョー ( 1998. 5)

ｻ史川形態に Ｗ レキン プ ｊ レに ｍｊ ，ｲ［、できる ｊｬｾ Ｏｪ ｾ ｪｊＩｩ ， ｬｬｴＱＡｩ￼

排水分舷j華航口 100.

(9 mピyチ)

給水分厳へ Ｚｴ ｾＭＲＵ￸ＯＨＩ レブ止め

(9 mピンチ)

ガス骨厳へ y ダ' - 25ゆコ ，7止め

(9 mピy チ)

ピy ト架台

(施設側訪置)

ピy 卜内防水

(ピy ト東西両端に

排水目皿80併設置)

展示場機械設備供給ヒ. ツト ( 12 m毎に設置)



- 照明計画

AI Mの照明言| ー阿では機能性、学[ エネルギーに配肱するととも

に、より向い付加Ifillif l山をf : 1 j 山レ出産性を演出するものとした。事

務室等における く 機能 ＡＡｗＹ ｊＩに 加 え、建築と 一 体化して宅 ｉ ｉ ｜ｊ を Ｉ ｉ ｾ

作る 〈空lI¥J tl IHl 'r! !¥¥19J)、 AI M施設をシンボライズする向付加If lllifl ![

の (i:dil l¥]!日19J> についてゆHすな性格づけのうえ訂 plij した。

建築の梢成と動総を強調し、空11¥j をドラマチックにi ! ir 山するた

め、次の.:.j T . ; : J 1 を指針としてシステマティックな手法で令休を統合

するものとした。

- 必要な場所に必要な19J るさを雌保し、 7' 6 のダイナミズムを侃: 保

する。 (扶f(J 光源の制 l介せにより適光適所を構成する。)

- Ｈ Ｑ 然、光によるＩＧＨ［と［［Ｈｾの動きに ＱＱ 千Ａ必する鉛 ｬ 立光の椛成を試みる 。

ill 築とー体化 して常] l IJ を創 11¥・ 統介する! ! 日 IYJ

Ｍ 光の色 ￬ｬｾｕ 立などに配慮し、 Ｉ Ｑ Ｚ 1二l常光と 11常的光をぷ別化する 0

・各種フィルターなどを利川し人の五感に優しい、心地よい克明(

境をお1111¥する。

器具とランプ効率、 日ＨＱＰ 別ｼ叩光と制御に ￭ｾ ｇｲＮＦし、ランニングコ

ストの逓減を lヌ|る。

- 小企駅北1- 1のにぎわいをお1111¥するライトア ップをわう 。

- 大型ガラスブロ ック面のAI Mビジョン

施設のイメ ージアップを|火| り、小倉駅北nの夜II¥J ランドスポ ッ

トを創出することを 11 的として、流通センター南側約30111f( Jの

ガラスブロックカーテンウオール而に ｒｇｂＡＡｈｉｙ ｊ 装 ｗ ｉ ｾ で ＧＱ ｴＺ辺、のメ

ッセー ジ 勤 前i グラフイックなどを表示する設備を設ＱｩＢ Ｑｾ し、

ａ ｉ ｍ をドラマチァクに ｩｾｕｉ ｜ するライトアップ

様々な情報発信などn・けを集めている。

発光素子持1¥は乳 rLI色ガラスブロ ックの哀而に設附された約

3，000fl ui のR GBネオン代収作の発光ユニットで仇成されている。

電源ユニットはインバータ ) J 式の C Rネオントランスと制光シス

テムを内政しており、 R GB各321絡調、約32，000色ぷ示 II J 能で、

パソコン制御lにより任意の l岨像を表示できる 。 ，4 U ;fイ17は約

50，0001時! I-¥J 、設11m符討は50KVA以 |ずであり、

にも配慮した設計としている。

ランニングコスト

いとうまさあき 1，;1 設制I設ln.l :3i:( すぎやまたかし 11ill ，此

まつもとこうさく木谷デザイン' ) i 務lijj)

小合国 ｾＭｉｴｬ Iの佼 IIUランドスポ γ ト (AJ Mビジョン )ロヱ工]

DJ[コ=ロ

田

町ロロ
ロコ
DDI  

E PDM三角中空ゴムチューブ

メy キ鋼板 / 一一一ケーブルセッター ( 溶融亜鉛メ γ キ-susボルト)

11 .6  /  / 一 金 属灼 卜

支持周アンヴル L 30X30X1. 6
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R GB発光ユニット断面図
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乳白ガラス

フ口 y ク

(器忍11Q

R GB発光ユニット取付位置図ガラスフロック力一テンウオール 1uni t  

( AI Mビジョンは縦11x 犠11uni t で構成)



施工

Const ruct i on 

瓦 田 進 一 / 小 森 浩 之 / 木 村 洋 介 / 中 楯 斉

- 展示場棟・西日本総合展示場新館

展示場練の屋fs込先日椛は、約75mスパンの鋼管立体トラスとケ ー

ブルを合成した張弦梁および従来の鉄骨トラス梁で構成されてお

り、施工計画は次のとおりとした。

屋根鉄骨建方は建物外周音1¥を 1F L までS RC化完了後、補強し

たBIF[I耐圧盤上より行った。 8 分剖で工場製作したトラスを海上

輸送し、現場で' 75mのトラス梁を 2 分割で地翁l し、 300t クロ ーラ

ークレーンを用いて上架した。 2分制したトラスのジョイン卜部

には仮設ベント支社を設置した。

張弦梁の施工は① トラス鉄骨地継l②仮設ベント組立① トラス鉄

骨仮設④ トラス問つなぎ梁仮取付け⑤ 2分割トラスジョイント古1¥

i割五IDケーフ守ル取付け、緊張 (張力約200t) ⑦仮設ベント解体③

各トラス問つなぎ梁本締め、の手Jlli'lて、行った。張力管理はケーブ

ル緊張H寺のジ‘ ヤッキ1111圧管理11、ローラ ー支承脅|吋t平変位およびト

ラス中央部鉛直変位の有' ( I i 認を行い、緊張後は振動法により張力の

雌認を行った。

以上の施工手JIInを繰り返し、 トラス梁を 1台ずつ架設していく

が、建方は建物北側より仮設スロ ープ桃台のある建物中央部に向

かつて架設後、南側より中央部に向け架設、 rl コ央官1¥最終トラス梁

については、全長を 3 分割し、建物西側道路上より 360duI圧ク

レーンを用いて行った。

展示場棟西日本総合展示場新館総合工程表

995 1996 1997 1998 

ＱＲｾ Ｑ Ｑ 月 2月3月4月5月6月7月8月9月10月11月12月1月2月3月4月5月6月7月8月9月10月11月12月ＱｾＱＲ 月 Ｓ 月

母3

内外部足場・ロンデスパンEV

屋根鉄骨工事

伝汁試す主れョ地上躯体工事

t  地下躯体工事 提 ｉ 星島 ｉ 事 ｅ 承認 ｾ Ｉ

日
」

屋根工事

外部工事

内部仕上工事

【外構工事 )

電気設備工事

機械設備工事

空調設備工事

都市ガス工事

〈 昇降機設備工事

総合案内システム工事

l l Ll l  障

104 

- 流 通 セ ン タ ー 棟

流通センタ 一棟地下 1， 21街には竣工に先立ち1997年10月から

周辺施設に熱供給を開始する地域冷暖房施設が入居しており、ま

た同一敷地内で縁働中の西日本総合展示場の増築工事 という仮設

上の制約から、施工計画に工夫が必要で、あった。以下の点が施工

上の特徴である。

Ｍ地上鉄骨主ｾ方を Ｑ ＰＰｴ クロ ー ラ ー クレーン Ｒ 台、 ＸＰｴ クローラ ー

クレーン l 台により、通常と興り垂直方向に先行する肝ニ風連て

とした。

資材揚重- 外装材取付けのために本体鉄骨を補強し、 RI街上部

に走行式ジブクレーン2 台、固定式ジブクレー ン1 台を設置し

た。また高速リフト 2 台、人荷用 E V 2 台およびホイストクレ

ー ン3 台を設置し内外装材の揚重に使用している。

- 外壁位置と敷地境界との関係から、揚重スペースの確保が困難

なため、 l 階躯体を補強し生コン車・大型車両の通行部分を確

保した。同様に揚重スペース雄保のため東側スロ ープ施工l時期

の調一整を行っている。

地域冷暖房施設の冷却塔が1997年 4 月より R 階に設世開始のた

め、 R 階スラブを先行打設し、基礎・防水工事を地上躯休と平

行して施工した。

Ｈ か わ らだし んいち ＩＩりるフ ジタ ｾ Ｇｩ築 ｩｬｬ 設工 ｔ ｊ ｔＭ，ｊ ｾ ｉ 口 ｬ 企 ｾＮ 休所 長

こも りひろゆき 1，;) [ 'Jj: 課長

きむら ょう すけ l彪);，¥住友金属 111九 シヤールill 設 r:'J i-JU日l企業 体 所長

なかだてひと し! 日J ＱＺｾ ｲ， ｒ 県 長Ｉ

流通センター棟総合工程表

1995  1996 1997 1998  

1月h2月1月2月3月4月 Ｕｾ＠ 16月 Ｗ 月 Ｘｾ 9月10月11月12月Ｑ 月 Ｒｾ 13耐用扇 6月7月B月9月10月11月ＱＲｾ Ｑ Ｑ 月 2月3月

陣

外部足滋

ジブヲレーン

品速リフト )  

↓ 品 外装工事 〉

ｩ ｾ 治団体工［ｾ上工事
鉄骨工事

地下躯体工事

起草野宇

ガレリア仕上工事 )  

地下スロープ工事

( 外備工事

電気設備工事

機械設備工事

空調設備工事

(  昇降機設備工事

障



国 道 199号線

地 ｱＧ 述統明 ｊＺＧ ｊ ｾ 96. 2  HL J: Ｎｊｾ＠ 96. 3 情f 1 品liJ ' j IJT' J  ｾ＠ 96.  6  

鉄1'i" illli 地下躯体 ｬ ♂ Ｇｊｾ 96.  J  J  鉄竹処 )j .  J世1.似体 J:'F 97. 2  111似鉄'I'J ・2人中;.ill)j .l ; i ! ・先行打設 97. 3  

- ・荷受用仕上材搬入用問ロ

9  

3  

，. 

号

総合仮設計画図

l¥illiIJ . 面l" J J' 幣 C.Ji 96. 9 

九f似 鉄 竹 鉄 竹 ill)J C  'Ji 97. 5  
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6 - 7 階平面図 1 / 1500 B陪平面図 1 / 1500 
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アジア太平洋インポートマー ト概要

- 建築主 北九州市

( 紛北九州輸入促進センター

・設計監理北九州市、日建設計

・施工 展示場 棟 西日本総合展示場新館

建築工事鹿島フジタ若築建設工事共同企業体

電気工事九電工あいはら共同企業体

空調工事ダイダン 日田共同企業体

機 械 工 事 三 信 工 業

昇 降 線 工 事 東 芝

都市ガス設備工事西部ガス

総合案内板システム設備工事 日本電気

流通センター棟

総 合 鹿 島 住 友 金 属 山 九 シ ヤール建設工事共同企業体

電 気 工 事 九 電 工 きんでん住友電設日鉄工レックス共同企業体

空 調 工 事 九 電 工 高 砂 烈 学 工 業 東 洋 熱 工 業 共 同 企 業 体

機 械 工 事 東 洋 烈工業三機工業新菱冷烈工業共同企業体

昇 降 線 工 事 東 芝 三 菱 電 機 日 立 製 作 所

商品搬送機工事 日本シユーター

・建設i也 福岡県北九州市小倉北区浅野 3 丁目 B番 1号

・地区地域準工業地域防火地域指定芯し

・主 要 用 途 展 示 場 卸 売 事 務 所 庖 鋪 駐 車 場 地 域 冷 暖 房 施 設

・敷地面積 58 ，832，33m 

. 建築面積 23，819，38m ( 既設等を含め 34，050，66m 建蔽率 579%)  

・延床面積 112，165，Ol m ( 既設等を含め 125，495，32m 建蔽率 182，9%)  

・建 築 規 模 地 下 2 階、地上 8 階、盗屋 2 階

( 西日本総合展示場新館地下 1階、池上 4 階)

( 流通センター 地下 2階、地上 8 階、提言屋 2 階)

・構造 地業場所打ち鉄筋 コンクリ ト杭

主体機造地下鉄筋コンクリ ト造

地上 鉄骨鉄筋コンクリ ート造、鉄骨造

展示場屋根 鉄骨トラス造( 張弦梁工法)

・最高高さ 56 ，9∞m (建物高さ49 ，400m)

・駐車台数 503台

. 工事期間 1995年11月- 1998年 2月

・外部仕上 西日本総合展示場新館

- 担当者名

外壁 アルミカーテンウオール( 高性能熱線反射ガラス) 、

コンクリ ト吹{ 寸塗装、ボダ磁器質タイル貼り

建異 ステンレスサッシュビーズプラスト仕よげ

屋根 ステンレスシームレス工法屋根

ガレリア

外 壁 強 化 ガ ラ スDPG工法、

アルミカーテンウオール( フッ素焼付塗装)

建具ステンレスサッシュピズプラスト仕上げ

トップライト 波形網入ガラス

流通センタ

タヰ壁 ガラスブロックカーテンウオール、

アルミカーテンウオール( 烈線反射ガラス)

押出成形セメント板シリコン塗装

建具 アルミサッシユ( フッ素焼付塗装)

ステンレスサッシュビーズプラスト仕上げ

屋根 アスフアルト防水押えコンクリート

・内部仕上 西日本総合展示場新館

床 コンクリ ー ト金鍾押え

壁 アルミ繊維吸音板一部コンクりート E P塗装

天井 グラスウール吸音材システム天井

ガレ リア

床 花 筒 岩J &P貼り部大理石模篠貼り

東西断面図

壁 コンクリート E P塗装、押出成形セメント板シリコン塗装、

- 電気設備

アルミカーテンウオール( 熱線反射ガラス+ 網入りガラス)

流通センター

床 O Aフロアー下地タイルカペット

壁。石膏ボード下地E P塗装

天 井 岩 綿 吸 音 板

受電方式 西日本総合展示場新館 高圧6，6KV、4，200KVA

流通センタ 特高22KV、2，0∞KVAx 3  

地域冷暖房施設 特高22KV、2，OOOKVAx 3  

予 備 電 源 西日本総合展示場新館 屋内開放型ディ ゼルエンジン3∞KVA

流通センター 屋内開放型ディーゼルエンジン1 . 500KVA

地域冷暖房施設 屋内開放型ディ ーゼルエンジン55KVA

蓄電池 措置裂鉛蓄電池を設鼎

・空調設備

烈源 地域冷暖房施設より冷水、蒸気受入れ

空調方式展示室系統専用空調機方式

事務室系統各階空調機+ F C U併用方式

庖舗系統各階空調機+ F C U併用方式

- 衛生設備

給水 西日本総合展示場新館 上水( 直圧式) 、中水の 2 系統

流通センタ 上水( 重力式) 、中水の 2 系統

地域冷暖 房 施 設 上水( 加圧ポンプ式)

給湯 電気式局所給湯方式

排水 汚水、雑排水の分流式、下水本館に放流

- 防災設備

消火 スプリンクラ一、泡消化、徹水設備( 展示場、ガレリア、流通センタ

一吹抜け部) 、 CO，消化、連結送水管、屋内消火絵設備、消防用水

排煙 機械排煙部自然排煙、展示場は38条特認による蓄煙方式

監視制御 中央監視鍍設備 ( 1 階防災センター、副鎗を展示場管理室に設置)

・昇降機 西日本総合展示場新館 乗用 3 基、人荷用 1 基、ヱスカレータ 2 基

流通センター 乗用 5基‘ 非常用 4基、人荷用 1基、荷物周 2基、

エスカレータ22基、商品鍛送機 1基 ( B 1  ，6，7階停止)

11 i勉]主1¥設J訂l' :  r可1"引i逃並 lリI' i沖|位Iリi敏政I明H別1 和利神Ili '丹"1¥争ハ J依止 l日藤F修事合I正E大 骨船{口}息泣i 久 j美主子 IJI'Iド1公L版l任i Iけ山11木武ぶ "引7刊i'干事和判4事わ引!υ汁't幹 ;

武問裕 二瓶学 前問泰 玉幸 ｾ i滋質 t 鼠博 高下克己 日野徹 石元l順順一 問中博隆 砂悶栄一 粁下武敏/ 木谷賢町i詳治千台; 松本i治告作 (木ネ科? デザイン耳事1務所)

以示場制 ｬ 凶 ｮ 本総イ ｴｽｬｾ 示 場新向。 Ｑ 脆 ｔ Ｚ 瓦 ｉ ｉｉ 進 小 ｾｩＺＧｩ パ と ＱＱＱ I
C  ￞ 弘次 ｩＢｪｾｬ 友治引ｩＺ ｊ 依利 ＱＱＨＱ イ ＧＡ､￭ｬｬｊ 持 Ｔ ド ｦｴ ＡＮｬ日米正尚瀬修谷 川 誠村上 ＱＱＨＱ -1ヒ江」 次 目H 新

ｩ 止品 ｾｩｦＣ 符山!.i JJ

流通センタ一棟施仁 I 木村洋介 '1' 邸| 定次 f色INiI I[ 治 問 山 興 夫 ｽ｜ ｾ ｍＮ｜ Ｍ '1'.1，知子千 川 IJ '成人 ｬｩ ｩｩｊ ｾ ＱＱ 幸ｴｊ ｬ ) 記念給食拠不1I 勝 ，ｉ ，ｉ ｾ Ａ［ 川町徳池川作訂 Ｑ :7' f UJ 保tjl

正JJ 木 功 小1J. ¥.!f:法 'F柴洋 一郎 坂 l日義孝 l悠ifi 1 聖徳布1m秀m . 佐 JI，車修 て 11' ｊｊ［ｻＧｴ ｊＮ ＱＨ とｾ川剛 Jf 出j・4手 宏 牟 ITI 弘ー木n ，止' 1 ' 村文夫

向;) 1義 IljJ 川端芳治 ｎｾ 巣元日 ｪ
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理 事 会

第 ｬ 回定仔 ｉｾ 里 Ｚ 事会

ＲＲ 日・ Ｔ 時 ｾＴ 時 ＵＰ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 市 川 会 長 ほ か24名

議 事 ( 1劇 会 長 ・理事の会務介掌および常任理事選

イ壬

(2)平 成 10年度各常設委員会委員 ・特別委員会

委員委嘱

(3)他団体役員引き継ぎ

Ｈ Ｔ 淀停 ｉｾ 呈事会および常任理事会日程

(5)入退会者承認

(6湾業報告、その他

第 l 回会勢主里;事会

ＲＲ 日 ・ Ｓ 時 ｾＴ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 岡 本 副 会 長 ほ か 8 名

議 事 ( I)入 ・退会状況報告

(2)今後の進め方

編 集 委 員 会

第 14回構造分科会

Ｑ 日・ Ｖ 時 ｾＸ 時半・於本会会議室

出 席 者 田 辺 幹 事 ほ か 7 名

議 事 ( 1) r概豊の頁J の 企 画

(2) 10月号構造特集の企画

(3)構造介科会幹事の選出

第 l 園施工材料介科会

Ｒ 日・ Ｔ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 十 倉 幹 事 ほ か 5 名

議 事 ( 1) r施工材車初〉頁J の 企 画

(2/'1Z成 10年度幹事の推薦

(3/'1Z成 10年度委員交代の件

第 l 回 計 画 分 科 会 建 築 系 ー

Ｗ 日 ・ Ｗ 時 ｾＹ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 塚 本 幹 事 ほ か 7 名

議 事 9 月号建築分手槍担当の特集企画

第 l @l 会員企画小委員会

Ｗ 日 ・ Ｗ 時 ｾＸ 時半・於本会会議室

出 席 者 塚 口 副 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 ( 1)シリーズものの報告と掲載予定

(2溌庁しい企画案について

第 l 回計画介科会 イ ン テ リ ア ・ 住 宅 系 -

Ｘ 日・ Ｗ 時 ｾＹ 時・於本会会議室

出 席 者 石 川 委 員 ほ か 4 名

議 事 7 月号「インテリア ・住 宅J 特集企画

第 l 回 設 備 併 捨

ＱＳ 日・ Ｖ 時 ｾＸ 時的介・於本会会 議室

出席者 安，工特別幹事、村杉キ委員ほか 7 名

議 事 ( 1) 8 月号「建築設備メンテナンスの展望J 特

集企画

(2)  r設備の頁J の企画

第| 固法令介科会

ＱＵ 日・ Ｒ 時 ｾＳ 時 ＴＵ 介・於本会会 議室

出 席 者 炭 崎 幹 事 ほ か 3 名

議 事 ( 1) 6 月号「地開景境保全と建築J 特集の検討

(2)  r法令コーナー」の企画

月間の動き
【平成10年 4月分】

(3)5委員の交代

第 l 回 酬 と 技 術 生 み 出 す デ ザ イ ン 」 構 会 |  建 材 委 員 会

ＱＶ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＹ 時的介・於本会会議室 第 l 回建材委員会

出 席 者 逮 琢 幹 事 ほ か 6 名 Ｘ 日・ Ｓ 時半 ｾＵ 時半 ・ 於本会会議室

議事 ＵｾＸ 月号テ ーマの内容検討 出 席 者 和 国 委 員 長 ほ か 8 名

編集委員会総会 ・第 l 回編集委員会 講 演 「松下電工の士也王将寮境保全への取り組みJ

ＱＷ 日・ Ｕ 時 ｾＶ 時半・於本会会議室 議 題 今 後 の 予 定

出 席 者 市 川 会 長 、 興 謝 野 委 員 長 ほ か2 8名

議 事 ( 1師 の 糊 |  出 版 委 員 会

(2)編集委員長の選出と挨拶 第 l 回出版委員会

(3)' J 、委員会副委員長・介平住幹事の選出 ＱＶ 日・ Ｕ 時半 ｾＷ 時・於本会会議室

(4)出席委員の自己紹介 出 席 者 山 田 委 員 長 ほ か 6名

(5編集委員会の構成と「建築と社会」の編集 議 事 ( 1)平 成 10年度正副委員長の選出

についての説明 (2体年度の委員会; 舌動について

(6瀬 告 事 項 ー 5 月号、 6 月号、 7 月号、 8 月 (3)  <フ ロのノウノ、ウ〉と特装本の組邑報告

号の企画 (4)今後のテーマと執筆者選定

(7編 集委員会定例日

(8体年度の編集のあり方と本年度収支目標 I  30' s  E Y E - 2 1 世 紀 へ の ヱ ス キ ス

第| 回作品作風小委員会 森田昌宏/ 竹中工務后設言十昔日

ＲＳ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室 「アアルト記念国際コンペ入賞レポー卜」

出 席 者 前 川 副 委 員 長 ほ か 3 名 24日 . Ｖ 時半 ｾＹ 時 Ｕ 分参加者 ＳＵ 名

議 事 ( I ) f 乍品の掲載状況 ・掲載予定の報告

(2)1乍品の選定 |  建 築 ク ラ ブ

(3)  r  gall eryJ 掲載報告・予定 第 3 12回朝食会

(4)  r SKETCH BOOKJ 掲載予定 ＱＴ 日 ・ Ｘ 時 ｾＹ 時半・於リ ー ガグランドホテル

演 題 「聞くクスリ ・・・ 話のはなしJ

事 業 委 員 会 |  講 師 小 池 ， 青 氏 ( MB  S 企画顧問)

第 l 回見学会小委員会 参 加 者 44名

Ｙ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 福 島 副 委 員 長 ほ か 川 名

議 事 ( 1漸旧委員の挨拶と各委員の自己紹介

(2)平 成 10年度見学会小委員会の副委員長 ・幹

事 互 選

(3駒 田事業委員会の報告

(4)今後の予定

(5)今後の見学会の候補

第 1国情報小委員会

ＱＳ 日・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ＳＵ 介・於本会会 議睦

出 席 者 川 村 副 委 員 長 ほ か 日 名

議 事 ( リ各委員の自己紹介

(2坪 成 10年度情報小委員会の副委員長 ・幹 事

互 選

(3淳業委員会の報告

(4)今後の予定

(5)平 成 10年度の企画 ・担 当

第 l 回若い会員の集い小委員会

ＱＴ 日・ Ｗ 時 ｾＹ 時山手子・於本会会 議室

出 席 者 芦 田 委 員 ほ か 8 名

議 事 ( 1)実施報告

(2)今後の予定

(3定委員の時間

事業委員会総会( 新旧委員合同)

ＱＵ 日 ・ Ｕ 時 ｾＶ 時半・方匂育交社会議室

出 席 者 多 井 委 員 長 ほ か 日 名

議 事 ( 1)平 成 10年度正副委員長 ・幹事の選出

(2)各小委員会からの報告と検討

入 会 者 ( 敬称略)

〔団体会員 l ヰ幻

ユニ・ タイセイ( 株)

〔個人会員 3 6名〕

植(問田岨) 久 夫 向島村〈問岨) 勉 江口 (且正村組則〉

津(奥田村姐}靖 三 森 本【奥村組育) 宏 上 田 控紘所夫)  

( 尼崎市

上{よ松寺公一組勝瞳聾男土恵輔所} 大(今西宮工襖正高枝室)  国岡( 閣岡瞳般隆)  

言{寄三藤情理軍公世平計事務所)
鳴 軍書F (大阪阻大国学大学弘院一)  

，頼{三j 井11支ホー名ム子〉 (コ谷ン山コー所ド紀理) 聾子世計

司区輯

筒必井 読 書殿F  

徳{誼山高値)正 司 (大長臣堀府強援晃都市;台師} 糟 谷{安H ll!殴fe}  

橋{象口フ 和 久
橋 本 友 行

(三林座瞳祭佐事輯智所代}  
アクトリー)

東(布野施工繁良高平棺} 平(高井砂舶掌康工繁之}  ア帝ー国キ国{細スみ田タ ぎわ
みジ オぎ わ}  

天(竹野中工輔直l吉樹}  {竹青中工山務J苫九州日支召庭) (竹中エ有輯I角苫九州支昇庖純]  

泉( 竹中工輯裕l苫之九州支底) (竹小中工)1輯|庖九州徹支庖) ( 竹中エ大輯J村苫九州支広次)  

賀(竹来中工輯正庖義九州支庖) (竹片中工岡輯底九R枇州支量底) ( 竹中エ木輯庖村九州康支庖彦)  

琴付守谷中工輔裕底之九州支l苫) (竹田中工中帯広九宏州太支J苫) ( 竹中工虞輯庖松九州支賢l苫治)  

建築 と社会 ・1998. 7 10 9  



暑中お見舞申し上げます

車

問
山 幸 夫

db株 式 会 社 青山建築積算事務所代表取締役

ｾ ＵＵＰ Ｍ ∞ ＰＴ 大阪市西区靭本町 Ｑ Ｍ ＶＭ Ｑ Ｐ 本町西井ピノレ

電話06(443) 0430 

⑮ 610- 1125 自宅 ・京都市西京区大原野上里勝山町14-6

話075(331)  8082 

j受 ;毎 伸 之

jえ 海 電 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

ｾ ＵＳＰ Ｍ ＰＰＴＷ 大阪市北区西天満 Ｓ 丁目 Ｗ 番 Ｔ 号電話 ＰＶ (362) 8701 

⑮ ＶＶＵ Ｍ ＰＸＴＵ 自宅 ・ 宝塚市栄町 Ｒ 丁目 ＱＰｾＲＶＭ ＱＱ ＰＲ 号

話0797( 81) 1174 

五 十 嵐 定 義

財団法人 日本建築総合試験所理事長

ｾ ＵＶＵ Ｍ ＰＸＷＳ 吹田市藤白台 Ｕ 丁目 Ｘ 番 ｬ 号電話 ＰＶ (872) 0391 

..6.‘ 

7  
井

由

I l!.'、 臣

イ マ ヰ 建 設 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

⑮ 547-0001  大阪市平野区加美北5丁目 11番12号

電話06(792) 4425代

⑮ 547-0041 大阪市平野区平野北2丁目9番15号

話06(796) 1839 

上
.::f::. 

.:::t::. 

ごム

J 口西

株 式 会 社 大 気 社 代 表 取 締 役 会 長

ｾ ＵＳＰＭＰＰＰＵ 大阪市北区中之島 Ｓ - 2  - 18 住友中之島ピJ レ7階

m話06( 448) 3603

ｾ ＵＹ Ｍ ＰＰＲＵ 自宅 ・ 兵庫県芦屋市浜町 ＱＲ Ｍ Ｑ Ｔ 電話0797(22) 5949 

植 野 知 雄

株 式 会 社 寿 建 築 積 算 事 務 所 所 長

ｾ ＵＴＲＭＰＰＸＳ 大阪市中央区東心斎橋 Ｑ 丁目 Ｑ Ｖ Ｍ ＲＹ つるのすヒ・Jレ

電話06(244) 1561代

ｾ ＵＹＹＭＸ Ｑ ＲＶ 自宅 ・ 堺市大美野 Ｕ Ｍ Ｙ 電話0722(37) 1162 

寄欠 俊 美

株式会社 歌建築設計事務所代表取締役

⑨ 649-6414 和歌山事務所 : 和歌山県那賀郡打図町打田316

m話0736( 77) 2711

⑮ 537-0021 大 阪 事 務 所 : 大阪市東成区東中本3- 16-23-304

話06(977) 0625 
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梅

A レ

円E田 手B

大 晃 設 備 株 式 会 社 取 締 役 社 長

⑮ ' 554-0012 大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 電 話06( 4ω) 4779

{ ダイヤルイン)

多 井 幸 男

多 井 建 築 研 究 所 所 長

⑮ 657-0063 神戸市灘区曽和町 3 ー l ー 11 電話078( 821) 6133

岡 節

-==-古書ｾ

吉 守
野

専務取締役

日本電設工業株式会社大阪支庖

支 庖 長

ｾ ＵＳＱ Ｍ ＰＰＷＲ 大阪市北区鑑崎 Ｓ 丁目 Ｑ Ｗ ー Ｑ Ｕ 電話 ＰＶ (372) 3533 

ｾ ＵＶＰ Ｍ ＰＰＳＲ 自宅 ・ 鐙中市蛍池東町 Ｒ ー か ＱＱ 電話 ＰＶ (841) 3832 

岡 本
差

E ヨfT 

株式会社 昭 和 設 計 取締役会長

⑮ 552-0007 大阪市港区弁天1丁目2番1-800号オーク l 番街

T el  06-575-5555 Fax 06-575-5556 

URL  htt p: //www. showa-sekkei .co. jp  

因

，C，、 庄 郎

ミよh

J ロ

大 阪 化 工 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

⑮ 565-0821 吹田市山田東I ー 12ー 12 篭話06(876) 2334 

<!!7J 565-0821 自宅 ・吹田市山田点 1- 12- 12 電話06( 877) 1406 

( 50音順)

数 利 美井

株式会社 西 村 建 築 事 務 耐 取 締 役 社長

⑤ 652-0032 神戸市兵庫区荒田町2丁目 1-8 繍六パレスピル

m話078(521)  0205- 0207 

⑮ 654-0103 自宅 ・神戸市須磨区白川台 2 丁目39- 13

話078(792) 5862 

久 米 手口宏

社団法人 大 阪 建 設 業 協 会 専 務 理 事

⑮ 540-0031 大阪市中央区北浜東 l 番30号 電 話06(941)4821

URL  htt p:/ /www. o-wave-or .jp/  

取 締 役 会 長 小 西 岬

取締役副会長 橋 本 正 章

取締役 社 長 此 谷 浩

株式会社 小 西 設 計

⑮ 550-0012 大阪市西区立売堀 1丁目12ー 16 電話06(532) 4051 

‘
、

I

E

J

 

，
，
 

本本 四 郎

住 友 電 設 株 式 会 社 相談役

ｾ ＵＵＰ Ｍ Ｐ Ｐ ＱＱ 大阪市西区阿波座 Ｒ ー Ｑ Ｍ Ｔ 電話06(537) 3430  

⑮ 662- 0093 自宅 ・西宮市西平町19- 11 tl.l話0798(74)  6621  

才'，t.干会長

佐 野 正

株式会社安井建築設計事務所代表取締役会長

⑮ 540-0034 大阪市中央区島町2丁目 4番7号 電 話06(943) 1371代

⑮ 662-0064 自宅 ・酋宮市雲井町 4 の 9 電話0798(72) 1569 

城 庸 平口

株 式 会 社 大 阪 城 口 研 究 所 取 締 役 社 長

⑤ 530-0017 大阪市北区角図町 2 番15号 電 話06( 372) 7151代

田 中 明
由

I l ! . '、

大阪エスピー紙工株式会社 代表取締役社長

ｾ ＵＴＰ Ｍ ＰＰＰＴ 大阪市中央区玉造 Ｒ 丁目 ＲＵ 番 ＲＰ 号 電話06(765) 5650i'¥: 

F A X06 (765) 5655 

ｾＱ Ｔ Ｍ ＸＰＵＶ 自宅 ・ 八幡市八幡復禄谷 ＹＸ Ｍ Ｗ 電話075( 971)0395



暑中お見舞申し上げます

制 服 会 長 高 橋 慶 夫

取締役社長 」二 日ヨ 君主ニ二

株 式 会 社 高 橋 上 回 設 計 事 務 所

骨 ＵＵＰ Ｍ ＰＰＱＳ 本社 ・ 大阪 ￯ｬｪｾ 区新町 Ｑ Ｍ Ｔ Ｍ ＲＱ ; k寸挙 出 レ 電 話06(533) 0972 

大阪事輔自rr . 11 電 話06(533) 0971 

骨 162-0824 斑 京 事 積 所・車 京 都 新 宿 区 描 場 町 ト21 旬間舌03(5261)8081

飯 田 幡 升 本 ピ ル

@同02-0081 九州事輔所・北九州市小倉岡t 区 紺 鹿 町11- 10 林 ピ ル

電話。93(551)55' 3

神戸 事 暗 所 ー京 初 瑚 暗 所 ・マニラ事 務 所

立 野 郎

株 式 会 社 ユ ニ オ ン 会 長

平成10年盛夏

内 藤 克

( 50音順)

松 ↑亘 彦

正

株式会社内藤建築設計事務所代表取締役会長

⑤ 675- 1379 兵庫県4明市上本町240 小野ヒ・J レ健話0794(62) 4757代

ｾＷＵ Ｍ ＱＳＶＲ 自宅 ・ 兵庫県小野市久保木町 ＱＰＶＳ 電話。794(62)46ω 

中 英 雄

田

株式会社 A R T 建築設計事務所代表取締役所長

⑮ 530-0044 大阪市北区東天満2丁目 3-10 トップス天満ピル

電話06(357) 5351代

⑮ 546-0042 大阪市東住吉区西今川2丁目 8- 7

電話06(701) 4571 

松 原 満 佐 子

有 限 会 社 柳 々 堂 代表取締役

⑮ 550-0015 大阪市西区南掘江 2丁目13番22号 電 話06(532) 3188 ｾＵＳＰ Ｍ ＰＰＵＴ 大阪市北区南森町 Ｑ 丁目 Ｒ 番 ＲＵ 号南森町 ＱＵ ピル ｾＵＵＰ Ｍ ＰＰＰＳ 大阪市西区京町堀 Ｑ Ｍ Ｑ Ｒ Ｍ Ｓ 電話06(443) ＰＱＶＷｾＸ＠
話06(312) 3001 FAX06( 443 )1826 

玉l

 

l

 

'

I

J

 

弘公

株式会社西原衛生工業所大阪底代表取締役社長

ｾＳＱ Ｍ ＰＰＷＱ 大阪市北区中津 Ｖ 丁目 Ｘ 番 Ｔ 号電話 ＰＶ (458) 3628 

ｾＶＵＹ ＭＰＰ ＱＵ 自宅 ・ 芦屋市楠町 Ｑ - 5  電話0797(22) 8166 

矢口 見 義 夫

元 ・本会理事

ｾＶＰＱ Ｍ ＸＴＱＳ 自宅 ・ 京都市南区西九条春日町 ＴＸ

電話075(691) 3860 

辻 本
呈邑

..!i:i!. 

株式会社 ツ ジ モ ト ユ タ カ 設 計 事 務 所 代 表

ｾＴＰ Ｍ ＸＲＶＶ 和歌山市東長町中ノ丁 ＲＰ 番地電話 ＰＷＳＴ (26) 2030 

ｾＴＰ Ｍ ＸＲＶＶ 自宅 ・ 和歌山市東長町中ノ丁 ＲＰ 番地

話0734 (26) 0576 

イ専 明馬 正

ム ツ ミ 産 業 株 式 会 社 代表取締役

⑮ 550-0004 大阪市西区靭本町 1丁目 17番目号

電話06(441) 0378大代

⑮ 557- 0042 自宅 ・大阪市西成区岸里東 2 丁目 13番22- 507

話06(651) 0566 

徳

目

Eヨ岡 克

株 式 会 社 徳 岡 昌 克 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

串 530- 00' 7 大 阪 市 北 区 西 天 糊6- 3- 11- 205 旬 隠06(314) 1688 

串 661- 0965 尼 崎 市 次 鹿3-6- 60 電 話06(.99) 0701 

晶 812-∞07 福 岡 市 博 多 区 東 比 四3丁 目25番5号 電 話092( . 74) 2112

骨 520-0501 滋 賀 県 滋 賀 郡 志 賀 町 北 小 校1157

電話0775( 96) 1149 

串 532-0033 自 宅 ・大 阪 市 淀川 区 新. 66- 6- 18

骨2106(391)8182

原

株 式 会 社 創 美 設 計 代表取締役

姥
I

 

l

 

-
-
E

，
，
 守男

大 阪 装 飾 株 式 会 社 代表取締役

ｾＵＰ ＭＰＰＰＳ 大阪市西区京町堀 ｬ 丁目 ＱＳ 番 ＲＴ 号 電話06(444) 1410 

ｾＶＵ Ｍ ＰＰＷＱ 自宅 ・ 兵庫県宝塚市社町 Ｓ 番 ＱＰ 号電話 ＰＷＹＷ (72) 6045 

福

;.、

ロ |

向。

株式会社 ゼネラルプリンティング代表取締役社長

⑤ 542-0063 大阪市中央区東平1丁目 4- 17 電話06(763) 2541 

⑤ 666-0129 川西市緑台 1丁目 8 ー 7 tI!話0727(93) 0409 

牧 英

日 建 設 計 取締役社長

喧 ｾ ＵＴＱ Ｍ ＸＵＲＸ 大阪市中央区南関橋 Ｔ 丁目 Ｖ 番 Ｒ 号電話 ＰＶ (203) 2361 

松 本 弘

西 日 本 建 設 業 保 証 株 式 会 社 取 締 役 社 長

⑮ 550- 0012 大阪市西区立売堀2丁目 l 番2号 電 話06(543) 2553 

谷
由

I (!，'、 義

株 式 会 社 三 谷 設 計 代 表 取 締 役 社 長

⑮ 694- 0051 島板県大田市久手町波根西777- 1  

電話08548(2) 8121代

⑨ 694-0051 自宅 ・島根県大田市久手町波様西225- 2

話08548(5) 8320 

由

一

小 司 良B

株 式 会 社 昭 和 設 計 代 表 取 締 役 社 長

ｾＵＵＲ ＭＰ ＰＰＷ 大阪市港 区弁天 Ｑ 丁目 Ｒ 番 Ｑ ＭＸＰＰ 号オーク ｬ 番街

Tel  06- 575- 5555 Fax 06- 575- 5556 

UR L  ht t p: / / www.showa-sekkei . co. j p 

副会長

薬 袋 公 明

日 建 設 計 取締役会長

ｾＵＴＱ Ｍ ＸＵＲＸ＠ 大阪市中央区高麗橋4丁目6番2号 電 話06(203) 2361 

村 石 全

株式会社クトクコーポレーション

代表取締役社長

ミユキ建設株式会社

⑮ 556- 0022 大阪市浪速区幸町2丁目5番3号 電 話06( 568) 3671

ｾＵＹＶＭＰＰＱＱ 工場 ・ 岸和田市木材町 Ｙ 番地の Ｓ 電話0724 (37) 2524 

⑮ 649- 7167 工場 ・和歌山県伊胡郷かつらぎ町移430番地

1話0736(22) 7880 

T

I

A

 

'
''A 

T

e
a
-

-



暑中お見舞申し上げます
平成10年盛夏

( 50音順)

) ¥ 木 重

τ 重E

.sa... 

11=司 山 本

E 邑

貝 士

平日 中 勝

株式会社 和 中 商 庖 取締役会長

Y A GIS O B RIC K S  

八 木 惣 株 式 会 社

⑮ 593-8322 堺市涼久野町3了28- 10

⑮ 593-8322 自宅 ・堺市津久野町3T28- 10

常務取締役

明I ｾ品屯主 ｩ 株式会社代表取締役

⑮ 530-0005 大阪市北区中之島3丁目2番4号 竃話06(385) 1361(ft) 

朝日ビルディング内

ｾＶＵ Ｍ ＰＸＷＳ 自宅 ・ 吹田市藤白台 Ｔ 丁目 ＲＳ 番 Ｘ 号

話06(871) 0851 

ｾ ＳＱ Ｍ ＰＰＷＲ 大阪市北区豊崎 Ｕ 丁目 Ｘ 番 ＱＱ 号電話 ＰＶ (371)  0731 ｾＵ＠

⑮ 150-0031 東京都渋谷区桜丘町11- 5 電話03(3464) 9723 

⑮ 453-0804 名古屋市村す区賞盆直3丁目34番地電話052(481)  7338 

⑮ 662-0836 自宅 ・西宮市大畑町10-22 電話0798(67) 0386 

矢 野 卓生 手口 田 克 朗

{ 旧社名 中央電気工業株式会社)

財 団 法 人 大 阪 住 宅 セ ン タ ー 理 事 長

⑮ 542-0081 大阪市中央区南船級 4 丁目 4番 3 号

御堂筋アーノマンライフピル 4 F  

話06(253) 0071  

事 務 局 職 員 一 同

中 央 電 設 株 式 会 社 取締役社長

ｾ ＳＰ Ｍ ＰＰＵ Ｑ 大阪市北区太融寺町 Ｓ 番ｩＲ Ｔ 号 電話06(312) 8881代表

山 内 '恒 男
手口 田 員

取 締 役

株 式 会 社 石 本 建 築 事 務 所

大阪支所長

⑮ 541-0054 大阪支所・大阪市中央区南本町2-6- 12

( サンマリオン大阪) 電穏06(251)  7507  株式会社 東 和 組 代表取締役社長

⑮ 102-0074 本社・東京都千代田区九段南4ーか12電話03(3262) 7161 ｾ ＵＳ Ｐ Ｍ ＰＰＴＷ 大阪市北区天満 Ｔ 丁目 Ｕ 番 ＱＴ 号電話 ＰＶ (363) 4051代

札幌・名古屋・九州 ・東北・横 浜・中国・PORT LA ND ｾ ＵＹ Ｍ ＰＰＶＵ 自宅 ・ 芦屋市公光町 Ｓ 番 Ｘ 号 電話0797(22) 3282 
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設計事務所有志

健康で、豊かな生活文化の創造に貢献する

圏 24.H.I 建 築 事 務 所

・本 社/ 大阪府大阪市中央区谷町7-3-4-203 干 542-0012

建築家 T E L  06-768-1771 F A X  06-768-1406 

晃 治 ・東京支庖/ 策京都千代田区東神田1-7-8 東神田大治ピ l レ内

・神戸支庖/ 兵庫県神戸市東灘区本山北町6-17-24

・創 立/ 昭和37年4月1日 ・資 本/ 7，600万円

・登 録/ 一級建築士事務所 大阪府知事( リ) 第1848号

・作 品/ 帝塚山学院大学、帝塚山学園大学、関西外国語大学、

大阪明浄女子短期大学など多数

. ク. ループ/ (株) ar ix

浅井謙建築研究所続

K E N ASAI  A R C HI T E C T UR A L  R E S E A R C H I NC.  

〒530-0047 大 阪 市 北 区 西 天 満 2 - 9  - 4  

TEL.  06 (36 1) 0035 FAX.  06 (36 1) 0  I  49 
代 表 取 締 役 浅 井 謙

株式会社伊東建築設計事務所

代表取締役 岡 本 清 彦

干556- 0016 大阪市浪速区元町2丁目 12番30号 難 波KI ビ ル 電 話 大 阪 (06) 646- 016H側

株式会社伊藤建築設計事務所

代表取締役会長 鋤 納

代表取締役社長 織 田

忠 治

愈 史

本 社 干460-0003 名古屋市中区錦二丁目 2番13号( 名古屋センターピル) 電 話<052>222-8611

東京事務所 干 101-0021 東京都千代田区外神田三丁目 5番12号( 聖公会神田ピル) 電話<03>5294-6211

a<< 
I  S  H  11010 T  0  

株式会社石本建築事務所

古

菅

山

長

長

長

会

社

市

川

又

変

4
3

附

桁

明

取

取

乞

表

表

締

代

代

取

雄

男

誠

道

恒

畠

原

内

本 社 〒 102- 0074 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 4- 6  - 12 句 話 03( 3262) 7161

大 阪 支 所 干 541- 0054 大 阪 市 中 央 区 南 本町2- 6- 12( サ ンマリオ ン大阪) 電 話06 (251) 7507代

支 所 札 幌 ・名 古 屋 ・九 州 事 務 所 東 北 ・縦 浜 ・中 国 ・P OR T L AN D
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株式会社

U R B A N  DES I GN &  ARCHI T E CT URE  F OR  B E AUTI FUL E NV I R ONME NT  

浦 辺 設 計

代 表 取 締 役 松 村 - 慶

大 阪 市 北 区 梅 田1丁 目12番39号 ・新 阪 急 ビ ル 〒530-0001 電話 06 (341) 1680 

岡山事務所 岡山市問屋町26- 103 〒700-0977 電話 086(245)0090

/ 1  
Ｏｾ＠ S HO' MSEI<<EI 

ｉｾ ・・ ｖ 株 式 会 社 昭 和 設 計

代 表 取 締 役 社 長 三 宗 司 郎

本 社 552- 0007 大阪市港区弁天1 - 2- 1- 800 オーク 1番 街 TEL 06- 575- 5555 

東 京 160- 0015 東 京 都 新 宿 区 大 京 町23- 3 四 谷 オ ー キ ッ ド ピ ル4 F  TEL  03- 3357- 8631 

神 戸 650- 0024 神戸市中央区海岸通り 6番 地 建 隆 ビ ル302号 TEL 078- 33 ト4568

広 島 730- 0015 広 島 市 中 区 橋 本 町4- 7 TEL  082- 222- 3760 

九 州 862- 0913 熊 本 市 尾 ノ 上2- 18- 3 千代田ビ J レ105号 TEL096- 384- 8045

額瀬戸本淳建築研究室

代表取締役 瀬

J 官

tニ子戸 本

干650-0002 神戸市中央区北野町 2丁目 7 - 1- 120 TEL078-222-1665 ( 代)

園

株 式 会 社 創

代表取締役

美 膏十設

中 原 英 雄

大 阪 市 北 区 南 森 町 1丁目 2 番 目 号 南 森 町 15 ビ ル 干 530一日日 54 T Eし ( 06) 312-3001代表

lV 
.

春

郎

=

一

日

ね

正

一

九

又

川

〈

幸

=

=

日

悶

材

建

鉱

小

大

問

問

式

社

U

A

姉

株

会

!

日和

常 務 取 締 役 由

フて ｉ 坂 主 β ｾＥｦｩ ｦ￭Ｇ 月千 二 長 記号

大阪市西区京町堀 1丁目 13番20号 大 建 設 計 大 阪 ビ ル 屯話06-449-6800(内

札幌 ・仙台 ・東京 ・横浜 ・名古屋 ・長野 ・京都 ・神戸・広島 ・北九州・ 福岡

万レパッフ

株式会社地域計画建築研究所

代 表 取 締 役 社 長 金 井 寓 造

本社・京都事務所・干600- 8007 京都市下京区四条通高 書 大和銀行京都ピル6F

P HONE . 075- 221- 5132附 F A X .075- 256- 1 764

大 阪 事 務 所 ・ 干 540-0001 大阪市中央区績見ト4 - 70往左生命OBPプラザピル 15F

P HONE . 06- 942- 5732lft) F AX.  06- 941- 7478 

名 古 屋 事 務 所・干460-0008 名古屋市中区制ー18- 1ナディアパークビジネスセン9ービル13F

P HONE .052- 265- 2401  F A X .  052- 249- 3925 

東 京 事 務 所 ・ 〒 160- 0022 東 京 都 新 宿 区 新 荷 2- 5- 16 霞 ピ ル 401 号

P HONE .03- 3226- 9130lft) F A X .  03- 3226- 9560 

九 州 事 務 所・干81 0- 0001 福岡市中央区天神1 - 1 5-35 ホンダハピ エ6. F

P HONE .092- 731 - 7671 F A X . 092- 731- 7673 
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，rr= 株式会社
東 海 設 計

代表取締役社長 小 坂 忠 勝

本 社 名 古 屋 市 中 区 栄2丁目 8番 1号( 白川ビル別館) 〒460- 0008 TEL052- 202- 1241 ( 代表)

東京事務所 東京都中央区八丁堀3丁目 1番1号(京橋第3長岡山レ) 干104- 0032 TEL03- 3555- 0474( 代表)

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

取 締 役 会 長

取 締 役 社 長

市 川 宏

真 塚 達 夫

オバ 宇1:

人 1払<' H -l:労 J 9r

東京事務所

名古屋事務所

九州事務所

大阪市中央区伏見町 4 丁目 4 番 10 号 電 話 ( 06 )  202- 0391  

東京都千代田区永田町 2丁目 4番3号( 永田町ビル) 電話( 03 )  3581-1251  

名古屋市中区錦 1丁目 13番26号( 三井生命伏見ビル) 電話 ( 052) 223- 3931  

福岡市博多区博多駅前2-2- 1( 福岡センタービル) 電話( 092 )  472- 8737 

大 阪

東 京

名 古 屋

支 所 ・そ の 他

建築・土木の設計監理

日建設言十

代 表 取 締 役 会 長 薬 袋 公 明

代 表 取 締 役 社 長 牧 英 二

54 ト 8528 大 阪 市 中 央 区 高麗 橋 4 丁 目 6 - 2 電 話 (06) 203- 2361 

1  12- 8565 東 京 都 文 京 区 後 楽 2 T 目トー 3 電 話 (03) 3813- 336 1  

460- ∞08 名 古 屋 市 中 区 栄 4 丁 目 15- 32 電 話 ( 052) 261 - 6131 

東北( 仙台) ・神奈川( 横浜) ・北 陸 ( 富 山) ・神 戸 ・広 島 ・九州 ( 福岡)

シンガポー J レ・上海・台北・ソウ J レ・クアラ J レンプール

株式会社日積サーベイ

会 長

社 長

生

力日

島

藤

道

哲

春

也

本 社 〒540-0012 大 阪 市 中 央 区 谷 町 3 - 1  - 9  (M G 大手前ピル) T E L (06)  944 - 2755代表

S S Dセンター 干540-0012 大阪市中央区大手通 2 - 1  - 6  (M G大手通ピル) T E L (06) 944- 9348代表

側 東 京 日 積 〒110- 0016 東京都台東区台東 4 - 14- 8  ( シモジン ・パークピ Jレ) T E L (03)3836- 1271代表

日積設計監理側 〒550- 0003 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 10 - 8  ( 福岡ビル) T E L (06) 444- 2  7  0  6  

刻4

株式会社安井建築設計事務所

取締役会長

取締役社長

佐 野

佐 野

正

吉彦

本 社 干540- 0034 大阪市中央区島町 2 丁目 4 番 7 号 電話 06( 943) 1371 (大代)

支 社 大 阪 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 福 岡
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建 設 業 有 志

ￄｳ￤￱ｾｾ￘ｭ￡＠
株式会社浅沼組

取締役社長 浅 沼 健

本社 ・ 大阪本底大阪市 天 王寺区東高 津 ｾｉ ｔｬ Ｒ 番 Ｖ 号 電話 ＰＶ Ｈ ＷＶＸ Ｉ ＵＲＲＲ

東 京 本 庖 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 5 番 地 電 話03( 5269) 3111

名 古 屋 支 庖 名 古屋市中村区名駅南三丁目 3番 44号 電 話052 (571) 5571

支 庖 北 海 道 ・東 北 ・横 浜 ・神 戸 ・広 島 ・九 州

空間に新しいエナジー

安藤建設

取 締 役 社 長 沖 田 幸 作 常 務 取 締 役 支 底 長 柳 津 淳 右

本 社 東 京 都 港 区 芝 浦 3 丁 目 1 2 - 8 電 話 ( 03) 3457- 0111附

大 阪 支 庖 大 阪 市 福 島 区 福 島 6 丁目 3 - 21 電 話 ( 06) 453- 2190附

。++
株式会社今西組

取締役社長 今 西 邦 夫

本社大阪市天王寺区上本町 6 丁目 9 番21号 TEL06 (779)  336 1  

支 庖 東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 | 番 地 TEL03(3354) 0  5  8  I  

営 業 所 京 都 ・ 奈 良 ・ 西 宮 ・ 神 戸 ・ 埼 玉

'‘ 株式会社大林組• 取締役会長

取締役社長

大

向

林

ノ骨んー

三ヱ

芳

慎

良R
OBAYASHI  

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 町2丁目 3番 地 電 話 03 (3292) 1111番

本 庖 大 阪 市 中 央 区 北 浜 東 4 番 33 号 電 話 06 (946)  4578番

支 店 札 幌 ・東 北 ・横 浜 ・ 北 陸 ・名 古屋 ・神戸・広島・四国・九州、|

e、
株 式 会 社 奥 村 組

取締役社長 奥 村 正 太 郎

本 社 干545-8555 大阪市阿倍野区松崎町二丁目2番2号 電 話 大 阪 (06) 621-1101 ( 代表)

東京本社 干107-8429 東京都港区元赤坂一丁目 3番10号 電話東京 (03) 3404-8111 ( 代表)
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代表取締役社長 梅 田 貞 夫

高ZE22 豊 田 佳 徳

本 社 東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 - 2  - 7 電話 03(3404) 3311 ( 大代)

関 西 支 庖 大 阪 市 西 区 阿 波 座 1 - 3  - 15 電話 06 (536)  3311 ( 大代)

共立建設株式会社関西支応

取締役支庖長 飯 塚 英 雄

支 庖 〒540-0026 大阪市中央区内本町 2 - 2  - 5  T  E  L  06- 942- 2491 ( 代表)

本 社 〒 150-0043 東京都渋谷区道玄坂 1- 16- 10 T  E  L  03- 3461- 6141 ( 代表)

⑨ 株 式 会 社 熊 谷 組 大 阪 支 庖

。

自B

ノ '， 
S A N W A  

本

取締役社長

取 締 役

大阪支庖長

松 本 良 夫

山 口 啓

本 社 東 京 都 新 宿 区 津 久 戸 町 2 番 l 屯話03(3260) 21日番( 大代表)

大阪支庖 大阪市都島区片町 2 丁目 10番 5 号 電 話06 ( 353) 2516番

公 盛 建 設

代表取締役社長 京高 ]1 1  治

社 干600- 8322 京 都 市 下 京 区 五 条 通 西 洞 院 西 入 n 075- 365- 8300

大 阪 支 庖 〒531- 0072 大 阪 市 北 区 豊 崎 2 丁目 4 番 3 号 n 06- 375- 1121 

東 京 営 業 所 干141- 0021 東京都品川区上大崎 3 - 3  - 9  - 215 n 03- 3442- 1100 

名古屋営業所 干453- 0023 名 古 屋 市 中 村 区 若 宮 町 3 丁目 48 n 052- 471- 1223 

株式会社 金 岡。 組

代表取締役
金 岡リ 手リ ｾ生 久

本 社 干543-0051 大阪市天王寺区四天王寺 1丁目14番29号 T E L 大阪06( 779) 7731附

F A X 大阪06( 779) 7133

関 東 支 庖 干350-22日埼玉県鶴ヶ島市脚折町1丁目40番12号 T E L 埼玉0492( 87) 0301

F A X 埼玉0492( 87) 0300

三 和 建 設 株 式 会 社

取締役社長 森 本 晴 夫

本社・本庖 大 阪 市 淀 川 区 加 島 1 丁目 55番 6 号 〒 532- 0031 電話 06( 301) 6636

東京 ・京都 ・神戸 ・高槻

117 



建

設

川
一…
建

は
雨
水

竺

s

主

目

人

一

、、，

a

・

取 締 役 社 長 今 村 治 輔

常務取締役大阪支底長 増 島 修

本 社 東 京 都 港 区 芝 浦 1 - 2 - 3 ';r;:話 03 (5441) 1111 

大 阪 支 庖 大 阪 市中央区本IIIT 3 - 5 一 7 ＧｾｇＺ話 ＰＶ ( 263) 2800 

ra 積水ハウス株式会社

代表収締役社長 和 田 勇

本 社 〒531- 0076 大阪市北区大淀中1丁目 1番88号( 梅田スカイビ Jレ) ｾ ＰＶ＠ ( 440) 3111 

東京本社 干 151- 8070 東京都渋谷区代々木2丁目 l 番l 号( 新宿マインズタワー) ｾ ＰＳＨＵＳＵＲＩＳＱＱＱ＠

大 地 へ の 愛 人 間 へ の 愛

銭

社 長 銭

古

岡

高

組 ヂーい

善三;二

社 大 阪 市 西 区 西 本 田J 2 丁目 2 番 11号

なにわ筋ツインズ ウエスト

大阪 (06) 531- 6431 

東 京 都 千 代 目 区 一 番 町 31 番 地

束京 (03) 3265- 4611 

大阪 ・ 東京 ・ 北海道 ・ 東北 ・ 北関東 ・ 千ｾ
横浜・北陵・名古屋 ・神戸・広島 ・四国

九州

URL  http : / / www. z eni t aka. co. j p 

4年 大 戚 建 設 株 式 会 社

T l I  S  E  I  
取社 締 役長

平 島 治

専関務西取支締1苫 役長

遠 藤 郁 夫

本 社 東京都新宿区西新宿1丁目 25番l号新宿センタービル TEL03(3348)1ll 1大代表

関 西 支 店 大 阪 市 中 央 区 南 船 場 1 丁目 14 番 10 号 T E L 06( 268)8500 

支 店 東京・名古匡・九州 ・札幌・東北 ・広島 ・横浜 ・北信越・四国 ・千葉 ・関東・神戸

ＮｑＩｾＨￇＮ太田本土木株式会社

代表取締役社長

山

窪

晶
司哲

東京本社 〒162- 8410 東京都新宿区市ヶ谷田町 2 丁目 35番 地 電 話03 (3268) 5511 

大阪支庖 干530- 8272 大阪市北区堂島二丁目2番2号近鉄堂島ピル電話06 (341) 5211 

κp、
てV

套蓋竹 中工 務 応

取締役社長 竹 中 統

干 541- 0053 大阪市中央区本町 4 丁目 1 - 13 電 話 大 阪 (252) 1201番( 代表)
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常務取締役大阪支庖長 田 中 義 孝

大阪支庖 干541- 0048 大 阪 市 中 央 区 瓦 町 3 - 3  - 7  電話 06 (201)  1881  ( 代表)

本 社 〒101- 8366 東京都千代田区三崎町 2 - 5 - 3 電話 03(3262)  3411 ( 代表)

@ 戸田建設株式会社

代表取締役社長

取締役大阪支庖長

田

口

守

允昭

P  

Y可

本 社 干104-8388 東京都中央区京橋 1丁目 7 番 I 号 T E L 東京03(3562) 6111

大阪支庖 〒550-0005 大阪市西区西本町 1丁目 13番47号 T EL 大阪06 (531)6095 

支 庖 東京 ・千葉 ・関東 ・横浜 ・北陸 ・神戸 ・名古屋 ・札幌 ・東北 ・広島 ・四国 ・九州

4、南海辰村建設

取締役社長 芝 谷 昭

干556-0011 大 阪 市 浪 速 区 難 波 中 3 丁目 5 番目号 電話 06 (644) 7823番

④ 不 動 建 設 株 式 会 社

取締役社長 市 青 正 信

大阪本社大阪市中央区平野町4丁目 2番 16号 電 話 0 6 ( 2 0 1 ) 9 2 0 3 番

東 京 本 社 東 京 都 台 東 区 台 東 1丁目 2番 1号 屯 話 o 3  ( 3837 )  6  0  0  9番

支 庖 北海道 ・東北 ・千葉 ・横浜・名古屋・神戸 ・広島 ・四国 ・南四国 ・九州 ・北九州

ψ  

FUJ i i i  

株式会社
藤 木 工 務 百

取締役社長 藤 木 鍛

本 社 干 540- 0028 大阪市中央区常盤町 1- 3- 8 H  06- 966一 0400聞

東 京 本 社 干 160- 0008 東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 23-4 H  03- 3357- 1600 附

本 支 居 大 阪 ・東 京 ・横 浜 ・京 都 ・倉 敷 ・四 国 ・福 岡

ぐ雲院豊岡建設株式会社

代 表 取 締 役 松 丸 哲 也

本 社 香 530- 0042 大阪市北区天満橋2丁目3番l 号 f i 06 ( 353) 1001杭)

支 庖 東 京 ・東 北 FA X脳 部HaHl脱

営業所 北 上 ・新 井 ・福 井 ・京 都 ・舞 鶴 ・加 古川 ・益 田 ・福 岡 ・神 戸 ・西 宮

119 



ＮＮＮ Ｎ ｾ＠

否定

取 締 役 社 長

株式会社松村組

子吾 田耕作

本 社・大阪本庄大阪市北区東天満 1丁目 10番20号 電 話 大 代 表 大 阪 (353) 1131 

東 京 本 庖 東 京 都 千 代 田 区 内 幸 町1丁目 l番2号 電 話 大代 表 東 京 (3502)12日

支 底 名 古 屋 ・札 幌 ・東 北 ・広 島 ・九州、|・ 神 戸 ・京 都 ・横 浜

。 株 式 会 社
道 田工 務 底

本 社/ 干666-0016 川 西 市 中 央 町 18 番 21 号 TEL (0727) 57-9777附 F AX(0727) 58-2360 

⑮ 
望 月 建 設 株 式

. b  

社Z 高;

代 表 取 締 役 会 長 亡三万E 三 月 太 良日

代 表 取 締 役 社 長 松 村 手リ 重

本 社 大 阪 市 北 区 中 崎 西 2丁目 3番12号 干530-0015 電 話 大 阪 (375) 2345 ( 代表)

。
株式会社 森 組

取 締 役 社 長 岡 本 利

本 社大阪市中央区道修町 4丁目 5番17号 干541-0045 電話 (06) 201-2761 

大阪本庖大阪市中央区道修町 4丁目 5番17号 〒541-0045 電話 (06) 201-2762 

東 京 本 庖 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 浜 町 3 丁目 23- 1  電話 (03)3808-2071

支 庖 東 北 ・横浜 ・北陸 ・名古屋 ・奈良 ・神戸 ・中国 ・四国 ・九州

営 業 所 栃木・埼玉・滋賀 ・京都・和歌山 ・紀泉 ・堺・高石・西宮 ・松山 ・北九州 ・長崎・熊本

保存と

開発に

取り組む・. .

数 寄 屋 建 築

株式会社安井査工務届

t 表 取 締 役 安 井 洋 太 郎

本 社 〒617-0006 京都府向日市上植野町御塔道42 東 京 事 務 所 東京都練馬区東大泉3-22- 11-401

T E L  (075) ＹＳＳ Ｍ ＰＰＱＲｾｾＩ＠ F A X  (075) 933- 4931 T E L  • F  A X  (03) 3925- 0798 

@  株式含社米田工務底

代表取締役会長

代 表取締役社長

米 国 良 男

米 国 高 明

本 社 干543-0062 大阪市天王寺区逢阪1丁目 1番7号 T EL 大阪 (06)771-7771代表

F AX 大阪 (06) 771-5077代表
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団体・報道・建材・設備工事有志

図 財臥大阪建築防災センター

理 事 長 白 石 静

干540-0011 大 阪 市 中 央 区 民 人 橋 2 - 1-10( 大 阪 建 築 会 館5F) 電話 06(943)7253

書 社団法人日本建築協会京都支部

支 部 長 望 月 秀 祐

干 604-0944 京都市中京区押小路通柳馬場東入建設会館別館 電話075(211)  2857・2877

毒 社団法人日本建築協会中国支部

支 部 長 古 林 敏 郎

干 730-0042 広島市中区国泰寺町1丁目 8-4 日興ビル内 T E L  082(244)  2111 

書 社団法人日本建築協会東海支部

支 部 長 小 宮 三 辰

干 460-0008 名古屋市中区栄 4丁目 3-26( 昭和ビル 5階) 電話052(261)1451

書 社団法人日本建築協会和歌山支部

支 部 長 黒 田 征四郎

干640-8045 和歌山市ト半IIIT38番地建築士会館内 電 話0734( 23) 2562
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合
社団法人

日本建築材料協会

ム
一
品 長 柴 田 藤 祐

干550-0003 大阪市西区京町堀 1丁目 8番 3号 電 話06(443)0345

0( 1 
学 校 法 人 福 田 学 園

大阪工業技術専門学校

建築・土木 C A D  機械

〒530- 0043 大阪市北区天満1- 9- 27 ｾ ＰＶＨＳＵＲＩＰＰＹＱ＠ F J¥J C06( 352) 2861 

URL  http:// www. oct . ac. j p/  e- mai l  info@oct. ac. j p 函 0120- 0910- 19

ヨ
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株 式

会社 建

= ル

員又 日 幸良 社

代 表 取 締 役 社 主 重 村 登 龍

代 表 取 締 役 社 長 重 村

本 社 否550- 0006 大 阪 市 西 区 江 之 子 島1- 7- 3 T EL 06 (444)  2405- 9  

別 館 否550- 0006 大 阪 市 西 区 江 之 子 島1- 6- 2 T EL 06 (444)  6431- 4  

株式

会社 日刊建設通信新聞社関西支社

関西支社長 霜 崎 等

干540-0026 大 阪 市 中 央 区内本 町 1 - 3 - 5 電 話 06(944) 9191代表

内本町山森 ・住友生命ビル F A X  06 (944) 9197 

本社 ・干 101-0054 東京都千代田区神田錦町3-13-7 電 話 03(3259) 8711代表

大 阪 府 耳 JI頂

( 大阪府 0 8 建 設 技 術 研 究 会 )

会 長 名 手 宏 彦 ( ミサワホーム) 副 会 長 八 木 常美( 大都工業) 桝 谷 芳 明 ( 藤木工務庖)

幹 事 岡 崎 次 良 ( 因幡電俄製作所) 豊 田 忠 男 ( 大宋建設) 難 波 敏 ! 責 ( 環境開発研究所)

甫 出 裕 紀( アジタ) 四 方 清 敏 ( ダイキン工業)

会計幹事 伊 地 知 徳 春 ( 東洋建設) 福家 敬 ( 鉄建建設) 践事 石 橋 輝 雄( 大鉄工業) 桜 井 安 則 ( 日立製作所)

定例会[ 第 2 ・4金曜日; 場所側日本建築協会 f i 06 - 348 - 0635 F AX  06 - 348 - 0634 

会員の親睦と講演

社団法人日本建築協会

建 築 ク

入会歓迎.グ

ラ フ

代 表 佐 野 正

事務局 日本建築協会

〒530-0001 大阪市北区梅田 1- 1-3- 2100 大阪駅前第 3 ビル21階

電 話 (06) 348- 0  6  3  5  F AX  (06) 348- 0  6  3  4  
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Di gi tal  Pri -Press 

代表取締役社長 依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

〒534- 0027 大 阪 市 都 島 区 中 野 町2丁目 10番 11号

Phone. 06・351・5428 Fax. 06・351・5299

T O F  ( フッ素樹脂積層被覆鋼板) 、 C O M ( 耐酸被覆鋼板) 製造及び責 任 施 工

金 属 製 屋 根 、 外 装 工 事 業

剛 OS H削A O H Y O

代 表 取 締 役 社 長 貞 矛IJ 1 &  5f口

本 社/ 大 阪 本1苫 大 l塚 市 旭 区 太 子 橋1- 1 5- 2 2 T E L  0 6- 9 5 4- 6 5 2 1  

文 底 、 営 業 所 東 京 ・名古屋 ・新居浜 ・四日市 ・岡山 ・広お ・字部 ・福岡

区・・唱

E ・・・・・・

場 新 居 浜 ・寝届川 大 畠 府 間 仕 掌 工 業 構 武 奮 柱

建 築 用 板 硝 子 販 売 施 工

キムラ硝子建材株式会社

代表取締役 木 村 雅 秀

./m訴猶グ三精輸送機株式会社

T ' sJ l mAV 

代表取締役 本 多 孟

本 社 : 大阪府吹田市江坂町1丁目 13- 18 〒564 f r  06 (385)  5621  刊

東 京 支 居 : 東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 5 の29 の 11 f r  03 ( 3356) 5651 刊

福知山工場 : 福 知 山 市 長 田 野 町 2 丁目 45 番 地 f r 0773 (27) 1211 刊

営 業 所 : 札幌 ・青 森 ・秋 田 ・仙台 ・名 古 屋 ・金 沢 ・広 島 ・九州 ・沖 縄

椋茸会祖ＢＳＺ［ｾ

東京営業本部 干101-0032 東京都千代田区岩本町 3- 11- 13 電話 (03)3862-5908

大阪営業所 〒550-0003 大阪市西区京町堀 1 - 10- 5  電話 (06) 441-5951 F AX  (06) 444-2596 

マ 田 島 ル ー フ ィ ン グ 株 式 会 社

⑮ 東西アスフアルト事業協同組合

東 京 : 〒101- 0032 東京都千代田区岩本町 3 - 1l - 13 電 話 ( 03) 5821一7711

大 阪 : 干550- 0003 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 10- 5  電 話 (06) 443- 0431 

123 



:DIC 堅 四 聖 型 空 唖 唖

受務君締室 所 津

取締役

支庖長
中 野 近 幸新

土木建築材料

販売促進プロジェク卜

干 54 ト0056 大阪市中央区久太郎 3 丁目 5 一 19

T  E  L  (06)  2  5  2  - 6  1  6  I  

τ 長三 ｾｓｨｵｴｴ･ｲ 東洋シャッター株式会社

代表取締役社長 岡 田 敏

本 社 干540-0024 大阪市中央区南新町 1-2-10 ( T S ピl レ) 電話 (06) 943- 6571 

東京本社 〒106-0032 東京都港区六本木6-3-18 ( 第一地所麻布ピ l レ) 電話 (03)3479- 2911

お 芸言西原衛生工業所大阪庖

代表取締役社長 玉 川 公 弘

本 社大阪市北区中津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 06) 458- 3628

支店・営業所 福岡 ・北九州 ・宮崎 ・京都 ・神戸 ・天理 ・川西

ND 日 本 電 植 株 式 会 社

代表取締役社長 松 村 信 人

干530-0043 大阪市北区天満 2丁目 5- 15 TEL06-352-7502附 FAX06-355-2714 

…@摘

f h  

更ｾ

マ ル エ ス 印 企 ル ー フ イ ン グ 企 シ ン グ ル 企 メ ル タ ン 21( ト ー チ 工 法 )

日新工業練式会社大阪支庖

大阪支庖長 佐 々 木 通 博

本 社 営 業 所 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 23 - 4  f i 東京 (3882)2424 (代)

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 新 町 1 丁目 12番 22号 宮大阪 (533)3191大代表

出 張 所 名 古 屋 ・広島 ・福岡・札幌 ・山形 ・工場 / 東京 ・崎玉・山形

日本アスフアルト防水工業協同組合

関西支部

支部長 友 長 幸 男

大阪市西区新町 1 丁目 12番 22号 日新工業株式会社大阪支庖内

電話 ( 533) 3  1  9  1  大代表
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超高層 ビルから 一戸建てまで

愛される夢を育てる

目立冷熱株式会社代理后

日立化成工業様式会社代理后

新明和工業株式会社代理后

IJ IIIDIi ESTOIIE代理后

三間I " L三ニ' - ' L. 工業側代理后

B 幽? 比三ニヨb 工事高級武8f t 代理庖

信越ユニット移転式会社代理后

目 ｅ 細目ＡＡｊｾ綜弐室率士代理庖

庭づくりのパイオニア GLOBEN

。ι ツミ産業様式吉本I

代 表 取 締 役 惇 馬 正 明

⑤ 5 5 0一日日 0 4 大 阪 市 西 区 靭 本 町 1 丁 目 1 7番 1 5号 電 話 ( 目 的 大 代表 4 4 1 - 0  3  7  8 番 出張所 : 東京・京都・北九州

山本窯業化工株式会社

YAM AM OTO  Y OGY O 

代表取締役社長 山 本 泰 通

本 社 干564-0051 大阪府吹田市豊津町41-20 T E L  (06) 338-8601  F AX  (06) 338-8606 

大阪営業部 〒564-0051 大阪府吹田市豊津町 8- 7  T E L  (06) 338-8701 F AX  (06) 384-0557 

営 業 所 東 京 ・北関東 ・名古屋 ・静岡 ・広島 ・岡山 ・福岡 ・仙台/ 福崎工場

I TEMS 

・建築用ドアハンドル

・レ1 ( - 1 ¥ンドル

・ヶアシステムーハンドIC-

・クロセットドア

・ ドアストップー工ッセ

・フロアシステム

・消火器収納ケースーアルジャン

・サインシステムーピクト

UNIDN ＺｾＺｉＮ］オコ
U N I O N  C O R P O R A T I O N  

代表取締役社長 立 野 純 三

- 本社 大阪市西区南楓江2. 13- 22 干5 5 0 . 0 0 1 5

・都市慣観ランドポール・ エキスポール

・キャスタル+ メタルアート

・アーキICーツ

h口p: / / www. a同uni on.co.jp/

- 大阪支盾 大阪市西区南堀工 2- 13. 22 〒5 5 0 ・0015 企06( 532) 3731 @06( 532) 0568 

・大阪ショールーム一一一一一一一大阪市西区南堀τ 2-13・2 2 〒5 5 0 . 0 0 1 5 公06( 532) 8 9 2 0  @06( 533) 0224 

・東京宣庖 東京都司東区白河2・9. 5 〒135 - 0021 念日3(3630) 2811 @03( 3630) 2816 

. 東京ショールーム一一一一一一一東京都港区虎ノ門 2- 3・2 2 干105 ・0001 公03( 3506) 1717 @03( 3506) 1718 

・名古置曾鍵所ショールームーー名古屋市中川区舟戸町 3-2 0 〒4 5 4 - 0 8 0 5 公052( 363) 5221 @052( 363) 5255 
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柿聞きんでん配電工事担当

架空配電段備

地中配電盤傭

帽蛇きんでん電力工寧担当 間" 歪んでん情報通信( 広減) 工事担当 関 山歪んでん情報通信飯備( 舗内) 担当

発 変 電 股 備

架空送電設備

地中送電位備

C A TV盤備

移動体無線通信敏偏

光通信陵情

や; 川 、 一

り ロ 叩

H融4閉 niR4層!!
ｾ￭ｮ､･ｮ＠

" 姐aきんでん空調・衛生設備担当 m1Ut'l! きんでん一般電気設備担当 国聡きんでん言十装般備担当 11... ωきんでん国際事業担当

空気悶和政傭

給排水・衛生股備 閤 ビル電気設備

ヲリーンルーム段備 闘 工渇電気段備

公害処理殴備 闘 施設電買盤情 ク

ア

ア

ア

円

リ

リ

リ

y

工

工

エ

ネ

ア

洋

軍

外

ジ

平

近

海

ア

太

中

他備段装計

儲

鋪

i

叩

段

段

抗

措

置

H

揖

プ

計

計

-

u

一

一

品

川

nh蜘
ｾ￭ｮ､･ｮ＠

問但 歪んでんエネルギー有効利用関 叫蜘圭んでん防災 ・防犯殴備担当 問 問処歪んでん新エネルギー

システム担当 閣 は システム担当

地雌冷種房役備 闘 自動火災報知段傭 I主|

コージェネレーション敏備 隠 避緩鶴導設備 制 太燭光発電段備

をk膏熱空間殴備 樋 防犯段備 nl 燃料電池発電位備

内 醐aきんでんファシリテイ ・

マネジメン卜担当

ることは結構多しも

人もいらっしゃるで、しようが

い沿っしゃるはずで、主

一J f 環境」をテーマiこ技術領域を拡げ

こ結合させることで新たなる価値を創造する

、'ジニアリング事 業を展開していま主

' のがこれらの事業で主その多彩さは

術が集まって、きんでんです二

株式会社きんでん

本 底 大 阪 市 北 区 本 庄 東 2 丁目 3 番 41 号

東 京 本 社 東 京 都 品 川 区 東 五 反 田 5 丁目 25番 12号

/ 海外事務所12ヵ所/ 閣内関係会社 19社/ 海外関係会社4社/ 海外合弁会社7社



システム階段・ラセン階段
F E R R O C R E T E  S Y S T E M S T AI RS  &  S PI RAL  S T AI RCAS E  

フエロクリートシステム階段は、錆びない、騒音の出ない外部階段です。

フエロ クリ ー卜システム階段は、

あらかじめ工場で段板と一体化されたササラ部材と

鉄骨架構部材を現場で組立てる工法です。

部材は規格化されており、

厳重な品質管理のもと工場において製作され、

かつ、ササラ桁と階段板を一体化しますので、

現場に於ける組立て作業を最少限にして

架設された高品質高精度の階段です。

. 階段鉄部はドフ守メッキて、錆びない、

メンテナンスフリーです。

. 階段段板は PC板てや騒音なし。

・ドフ。メッキ手摺、アノレミ手摺、パネル手摺等、

ご注文に応じられます。

フエロクリ ー トラセン階段は、あらかじめ セットさ

れた鋼管柱に、現場てや取付る段板です。この

部材はフエロクリ ー ト( 一 般名てやはフエロセメ

ントと呼ばれるプレキャス卜コンクリ ー ト製品の

一種) でつくられていて、薄板成形の特長を生

かしているため、この種の製品としては軽量て¥

構造体に対する負担も少なく、現場での取付

事も容易です。

ｾ 日本セメント株式会社
建材事業部

本社建材事業部 ( 特販課) ・東京都千代国区大手町トト1(大手町ビル6階) t r (  03)  3  214- 25 25(ft) 
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電気不要の新しい消火装置

現在の消火設備を根底からくつがえす

電気不要の消火装置が登場

( 財) 日本消防設備安全センター

ｉｾ Ｚｍ調車語調

/ 1e理 広 ) -

にi募集歩/ 包 ポ エνク株式重量社 121; 間 :7T:??たずhU! なお:::|2!?(o…

特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料 Tl I J I !J 9J 乱暴9J l

関 西 国 際 空 港 エ ネ ル ギ ー セ ン タ ー 景 観 壁 工 事

128  

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品 種 ・ オ リ エ ン タ ル エ タ ー ノ コ ア ( ETC-F)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル ユ ニ ラ イ ト ( U N  L)  

i皮板規絡 S小i皮 .s大i皮・ Vi 皮 ・ボ y クス波・ W ジャンポi皮 ・V デ ソキ

S Vジャンポ波・ボルトレスルーフ BL . 其の1也

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

! 種換気装置〔モニターベンチレーター・ムーパー・エキゾスター(強制))

ボーロイド( 断熱材) D.G.  ※カタログをご紛; 1 < 卜小、。

鯵 市' J I !J 9J 乱暴9J l 綜式会祖

本 社 干335-0002 埼玉県政市塚越 5- 12- 2 TEL  (048) 442-3111 

東 日 本 支 社 干335-0002 埼玉県蕨市塚越 5- 12- 2  TEL (048) 442-3115 

西 日 本 支 社 〒660-0802 兵庫県尼崎市長洲中通 3- 24-35 TEL  (06) 487-2121 

支 底関東、東北、大阪、名古屋、広島、九州

工 場 熊 谷 ・ 東 条 ・姫 路



空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設計 ・施 工 )

組朝日工業社

本社 ・本底 東京都港区浜松町ト25- 7 電話03( 3432) 5711

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 島 ト58- 59 'iti: 話 06 (302)  2270 

支 底 北海道/ 東北/ 北f拘束/ 繍浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

電 気 ・ 空 調 ・衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲ》械式会社

本庖・大匝本社 〒550-0∞2 大阪市区江戸姻 1丁目 9番25号 電話 (06)441-8231

東 京 本 社 干 102-0071 東京都千代田区富士見 2丁目 15番10号 電 話 (03) 3261-8231 

支 社 名古臨 ・橋間

主 庖 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千葉 ・繍浜 ・金沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・向山 ・

広島 ・高松 ・熊本

営 纂 所 帯広 ・函館 ・背森 ・秋田 ・盛岡 ・前編 ・長野 ・静岡 ・豊田 . 111 ・富山 ・

福井 ・徳山 ・伝山 ・高知 ・北九州 ・鹿児島 ・那覇

出 張 所 旭川 ・福島 ・川崎 ・松江 ・徳島 ・下関 ・長崎 ・大分 ・宮崎

海 外 支 唐 シンガポール ・ホ ンコン

技衛研究所 干354-0044 崎玉県入間郡三芳町大字北永井390番 地 電 話(0492)58- 1511

空気調和設備 i X ' ¥ 産 業 設 備

給 排 水 設 備 1 /冨¥1 水 処 理 施 設

電 気 設 備 マーーヲ 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取締役大阪支庖長 琴 浦 健

大 阪 支 庖 大 阪 市 中 央 区 北 浜 2 - 2  - 21 電話 06(202) 3071 ( 代表)

本社・東京本庖 東京都千代田区有楽町 1- 4 ー l 電話 03(3502) 6111  ( 大代)

支 唐 名古屋・九州・北海道・中国・東北・北陸・横浜・東関東・北関東・京都・神戸・四国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備 設 計 施 工

φ ‘ 三建設備工費将来家畜社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 田T 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1  1  3  H何

本 社 東京 都 中 央 区 日 本 棚 勝 明T2 - 22 電 話 ( 3667) 3431  ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌 ・広 島 ・福岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。格式会社三晃空調

本 社大阪市11
1央区域且 2丁目 l 番61号ツイン21恥回7ワー 電話 06-949-1371

東 京 本 庖 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ビ ノ レ 電 話03-3344-7911

大 阪 本 底 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 13番 20 号 電 話 06-363- 1371

支 底 仙 台 ・横浜・名古屋 ・京都 ・神戸・広島・福岡i

- 空 間 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

縄， よりよき環境へ技術で挑む一一一

- 株式会社書研

伺園 田一ー一

本 社大阪市中央区瓦屋町 2丁目 11番16号( オートセンターピJレ1・2階)

〒542- 0066 電 話 大 阪 ( 06)  768- 5  0  3  1 代 表

メンテナンス m話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 ー 1 6 5 1 代 表

東 京 支 社 東京都文京区小石/ 1 / 1丁目 12番14号( 日本生命小石川ピル 7階)

干112- 0002 電 話 (03) 5  6  8  9  - 2  3  5  1代 表

商昂はき気ですo V  r-
a・・・ 罪事と空気の 工 ン ジ 二 戸川ーーーー

〉ー〈J r士宮註
・宮

ガス滋備の位計・施工のご相談は

大阪ガス指定工彦会社・大阪ガスイ主設機器特約底

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 泣 06- 466- 2268

大阪営喋所

彼 方 営 換 所 枚 方 市 甲 斐 国 東 町 9 ー 3 1[ 0720- 49- 2128 

給 ・排水 ・衛 生 ・ 消 火 ・ 空 調 設 備

e J & 顎西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市北 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪( 458) 3628番

支 庖 ・2主勢包所福岡 ・京者11 ・天理 ・川西 ・神 戸

O K U J U  
3巴ペー. タ Ｇｉ ＮｺＮ＼ｦｾー

自 箆rEf!ff[jfjj.容もお島b妥ヨ諒舘設予窃§

「大規模天井無足場工法j

内外著書創作パネル・ システム天弁・間仕切

細書祉オクジュー

本 社

大阪市北区西天満5丁目3書7号 〒530-0041

TEL (06)312-4131 FAX(06)312-1998 

車京・九州・横浜・名古屋・仙台 ・宮崎・車部

Di gi tal  Pri -Press 

⑭JbW¥， 

代表取締役社長 依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

干534-0027 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号

Phone. 06・351・5428 Fax. 06・351・5299

特殊壁装材製造販売 和室に最適

四- ーにごナ)( 株) 日 I:J QD:2
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設計施工

| 朝 陽 電 気 株 式 会 社 l

⑤ 
電気設備何時もあなたの街で

お会いしている

クリハラの技術lx会長ぬ

干530-0005 大阪市北区中之島三丁目2-4(朝 日ピル)

〒564- 0062 吹 国 市 垂 水 町 3 丁 目 34 - 6  

干 615-0882 京 都 市 右 京 区 西 京 径 葛 野 町 21

〒650- 0035 神戸市中央区浪花町59( 神戸朝 日ピノレ)

主1イ正ILi 代表取 締 役

本 社

大 阪 営 業 所

京 都 営 喋 所

神 戸 営 業 所

:竹

本釘干日 ＰＭ ∞ ＱＷ 大阪市北区角田町ト Ｑ Ｈ 車飯島ピル Ｉ 日ｾ
τEl 同 (313)1101 倒草川9

‘- y  

t  

ーさ轟轟圭1義重要

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

伊 藤 義 信

社
ム一

A

電 気 設 備 設 計 施 工

。織 it 金量t 三 興 討

上 田 正 雄
取締役支社長

大阪市中央区南廊精 4 丁 目 3 番 7 号 電話大阪 (202) ＰＳＲＵ ｾ Ｙ 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北 海 道・東北・丸 / 内・新宿

代 表 取 締 役 社 長

大阪市北区西 天 ｩｩＺ Ｇ ｾ 2 丁 目 6 - 8  ( 掌ビJ レ5倫 )

;u g.舌 0 6 ( 3 6 1)  3 6 7  l (代)

東 京 都 中 央 区 日 本 紙 芥ー場開T 2 丁 目 1 7 番 3 号

1立 話 0 3 ( 3 6 6 6 )  1 4 7  8 ( 代)

場 ・ 泉 州| ・ 泉 南 ・ 滋 賀

キ土本

庖支

電気段備・計装解l御股備・空鯛段備・クリ ーンルーム役備・プラ ン ト訟備

鎗排水衛生段備・エネルギー集中監視システム 段計施工

営 業 所

三宝電機柿式会社

取締役社以 if ;  納 秀

'f
，
一、

市

・崎山、

H

d
w

一'a

w

人と都市の快適な環境をつくります

- 情報通信股備

情岨通情ネ γ トワーク

情帽処理

温情システム

腫送システム

・電力流通設備

費宜電

架空送配電

地ゆ退配電

- 空鯛・ 給排水・衛生段備

空R 闘和

ヱa・E 菅

家 起理

コー ジェネレーション

クリーンルーム

・プラント

プラン ト肘檀

ンステムエンジニアリング

官. 掴目股肘 ・蝿工・監理

Ｎｴｉｾ設備
畳宜電 ・幹掴

勘力・ 酬圃植置

電留、担送、 インターホン

防犯、 防虫

中央監視酬割

システム肘畠

T E L  OO( おの1471'F AX OO( 拐の邸33

T E L閃(5472) 3311 'F AX凶(5472) 匹) 85

T EUli2(991l5131・F AX白2(914l7535

TEL078(842l 6411 'FAX078(842l 6416 

T EL0722(27l8408.  FAX0722( 27l 1424 

革 柱 〒5砂ID17式覇市北区西天皇世4 配置ピル)

東京支社 干筒- r OJ 3賜祖混E附 世銃 ij {' i7t附 ，

85厘畳居 〒461-a47名古屋市北区金蛾3-12-14

御戸支后 〒置i 7-l mi 禅寺田駆: &l IJ Il J l -6- 11K'Tピlレ

明日究所 ぞ酷似B 大阪府別市三宝町七T369

ｾ旦些どむ辺ミ伐に

φ 住 友 電 設 株 式 会 社 鱗 Zi 注目i; 窓撤去;:;i 42133; :部

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

〒547- 0001 大 阪 市平 野 区加 美 北3- 4- 5

T E L 0 6  ( 792)  5858 F A X 0 6  ( 792)  2810 

情報処理/ 編集・企画/ 印則・製本

Ｍ・・圃・・・ Ｑｾ
日本電植株式会社

大阪市丙区西本町 l の13の33

T EL. 06- 532- 0  46 1  (代ぷ)

FAX. 06- 535- 5  18 1  

天 F童 市 丹 波 市 新 町 4 9  

ぁ :〒

品 ブ 問

るー- ?;; ?  

足立p j

工..l!L 謬 ス

Z採量安芸

fll  :;;f: 芋- -

，; 主τ: ー白1..1_

l央湾計自

1:..L 号 六 四

Const ruct i on chemi st ry for the future.  

練 式 会 事t 工 ヌ 工 ム ピ 一

線 式 会 粧 掃 をY リ ス 物 産

本 社 車 京 協 港 区 六 本 木 3 - 16  - 26  

大阪支席。 大阪市中央区北浜3-2-23(f i:! 愛ピル)

T  E  L06-202-3294  

1111
11 

。 Ｎ￞ＱＮＮＮ ｜ｖｾＭ 鴨代の断熱府シｾ人
』あ多""-. ＧＧＧＧｊｾ 、発令

目n/¥' ，イナ11ーシートP

の貼り合わせ技術て積層した，二重機造の断熱兼用二軍防水シートです。

目豆電線様式曾批判開干畑区肌汀目 ＱＮＲｾ Ｈ 干畑ピルＩ
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興 業 机 抗 告山イt工…椋吟

本 社 東 京 舗 中 央 区 銀 座8- 4- 9 奥山ビル T E L 03(3571 ) 2703側 F AX 03( 3571 ) 0264 

大阪事暗所 TEL06(391 ) 1081 - IFAX 06(395)1109 名古屋出強所 TEl 051(81 1) 3660

横浜宮聾所 TEL045(310)柑 31 FAX045(310)4765 庫 本 出 彊 所 TEL0461(11 ) 1761  FAXO刊行13).1341

. 斜をご情家下さい。

。 崎王宮聾所 TELO柑 (774)18・5 玉 城 出 強 所 TEL0191(18)  0878 FAX0191 (18)  1614  

テトカッパー防水
カッパー防水帯 コーパータイトオクロン防水格目

快適な明日を提案する

I 1  Ａｾ ｙ ｏ ｓｨｵｴｴ･ｲ＠

〒 540- 0024 大 阪 市 中 央 区 南 新 町1 - 2 - 1 0 ( T S ピル)

T E L  ( 0 6 )  9 4 3 - 6 5 7 1  ( 代)

・東京/ 横浜/ 仙台/ 水戸/ 静岡/ 楠/ 名古屋/ 富山/i溜/ 繍/ 神戸/ 広島/ 高松/ 翻/ 他飼主要都市

宇土

東洋シャッター株式会社本

デンカC S Aファミリー製品

. 7. 1二.I n C S A ( 膨張 |主j昆和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

Ｍｔ ニＮｉ ｮＢｾＱ ヨニ Ｎｉ Ｈ グラ ウ卜用無収 縮 材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・安二 Ｎｉ ｮ 司 ｆ Ｚｲー字句 ｉｊｾ Ｈ 遣、 私＿＿＿ Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
.ョーニ.I n E S(土質安定用急硬材) 地盤補強用薬注入

・安ニ.Inrl ooo(製品用 超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ノ、イモメント製造用に

ネ土

A

Q

玄業 株 式産
白

木浜電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖 TEL 本 社 ・京 都 ・網 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

A

Q

冨業 株 式浦 産

TEL 大阪 ( 06) 4 4 3 - 6 1 8 1  

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

TEL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

東 郷 化 成 株 式 会

E L 滋 賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

大 阪 ( 0 6) 8 7 7 - 1 5 8 1  

社

A

Q

E

 

洋 物 産 株 式光 ネ土

2 5 2 - 6 0 0 0  
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「心と体を元気にするインテリアJ 特集関連広告

132  

永大産業は、住む人の健康・安全を第一に考えたモノづくりを行っています。

-・・・・・・・・..... .... .... .  ...・・・・・・・・・・・・・ E ・・. .... .  ... .  .  ... .... .  ... ..... .... .  .... .... 

- ホルムアルデヒド対策・バリアフリー住宅対応・抗菌処理・環境汚染対策・

命

日041

永大産業棟式会祉

干559-8658 大阪市住之江区平林南2- 10-60
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火

ガ

ラ

ス

《

ビ

ラ

ン

》

で

す

。

ヵ・ラスや鉄製ドアの代わりに使用てき、夫在日|古J I二、アメニティの拡大、

ＧＱ吋 ｾｔ￯ ・ 乙組防火 戸 に、新しいお Ｑｭ ) J 。透明ガラスで、より 1m!. 次的な

防火区 ｉｬｬｩｪ の 見通し総保などを実現 。 ＿ｊＺｾ で快適な空 Ｑ ＺＺ｝ づくり に、

特殊ガラス メーカ一、ショ ットキ1:(S CI-l OT T G L A S WER KE )との

すぐれた耐熱性を備えているうえ、強度や透明伎は一般のフロート

ガラス以上でホ占l明石fi .乙種防火戸川 ガラスと して、従来 の網入り

ツ.1:: litl がデザインできるようになります。旭硝子の 〈ピラン〉は、ドイツの

大きく役立ちます 。 同機 能と ｲｾｾ ｾ ｬ ｪ ｉ を ＱＱ 町 立さ せた、次世代の防火

共同開発で生まれた、透明で網のない低 l膨張防火ガラス 。

d t z  

ガラス 〈ピラン〉。 建築デザインのnrJI 度が、またひとつ広がりま した。

低膨張防火ガラス・ビラン

{ 甲種・乙種防火戸用}

、PY RAN. I草、Schot l Ni ppon K. K の登録商棟です.

子株216社 本 社 干100.8305 i R 京都千代田区丸の内会 1- 2 (千代田ビル) 札幌支庖 n Ol l (212)3蹴 I 仙 台 宝 庫 副 22 (川 6611 1東京支日 附 2附 413 1

z:::i 名古屋支庖 n 052(586) 8711 1大阪支庖 n 06 (373) 5811 1福岡支信 念ω 2 (441 ) 4123 1広島営業所 宮 082 (248)  3737 1ガラスプラザ(泊 - ) ←ム) n 03 (5322) 6ぬO
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T E L06 ( 443) 0431 

T E LOi 8( 362) 6121  

TEL082 (246)  8625 

TEL092( i24) 8111 

TEL 03 (5821)  i i 11  

雑誌 03379-7

干 550-∞03 大 阪 市 西 区 京 町 総 l ー 10 - 5  

干650- 0023 神戸市中央区栄町通5 1  22目安栄町ピル

干730- 0024 広島市中区西平原町8 13 立駐広島ピル

干810- 0041 福 岡 市 中 央 区 大 名 2 4  35 

干 10ト0032 東 京 都 千 代 悶 区 岩 本 町 3 ー 11 - 13

屋根はいま、 新 しい表情をもった

根にも容易な施工が可能です。

不燃性とソフトな化粧性を合せ持ち、下

葺防水材との防水システムの併用も相ま

って、屋根仕上材の自信作です。

現代感覚あふれる超モダ ンな屋根から純

和風屋根にいたるまであらゆる屋根にセ

ンス良〈調和します。

西日本三星シングル工事協同組合

田島ルーフィング株式会社

阪

戸

島

岡

京

大

神

広

福

東

三星フネンシングノレは、ガラス マ ッ ト

1 0 0 %の芯材と耐候性にきわめて優れ

た特殊合成樹脂混入無機物からなる不燃

認定を受けた屋根仕上げ材です。

耐久性、柔軟性に優れ、表面は環境に調

和する彩色砂粒を圧着しであります。軽

量にもかかわらず風に対しても十分な安

全性を持っています。 どの様な形状の屋

v  


